﻿さあどうしようかな。こうしようか。名前わかりやすいのに戻す。さて、山田は言った。「島田は、浜田に取り憑かれている。」山本は答えた。
「浜田って誰だ？」
山田「悪霊だ。どれぐらい強い悪霊かというと、サタン並みの悪霊だ。」
山本「それが島田に取り付いていて、でも島田は今ここにいるけど。」
山田「内在的に島田に取り付いているんだ。」
山本「内在的。」
山田「そうだ。」
島田「どうすればいいんだ？」
山田「今島田の中に、浜田が入っている。浜田は、しばらく島田から出る事は出来ない。」
山本「弱い悪霊だな。」
山田「確かにそうだな。で、今私は、浜田を除霊しようと思っている。」
山本「どうすればいいんだ？」
山田「まず、お香を焚いて、島田から、浜田を露出させる。そのあと、実体化した浜田を、刃物で突き刺す。」
山本「お香ってのはコレか？」
山田「そうだ。では早速燃やそう。」山田は、お香を焚いた。アロマキャンドルだった。さて、匂いが立ち込めた。すると、浜田が出てきた。そして、山田は、浜田を、刃物で突き刺した。浜田は、ギャーと言って、島田の中に逃げ込んだ。しかし、山本は言った。
「私は、前世で、浜田と友達だった可能性がある。私は浜田を除霊するのに反対だ。」
山田「何をほざく。」
島田「山本の意見は無視して構わない。ソイツはちょっと頭がおかしいんだ。」
山田「確かにそうっぽいな。無視する事にしよう。」
山本「私は悪霊保護運動を展開する。」山本は武器を手に取った。島田は、山本を失心させた。山本は倒れた。しかし、島田の肉体を、浜田の魂はのっとった。そして、島田は、山田を倒し、部屋から逃げ出した。部屋？ 部屋じゃなくて、競技場にいた気がするので、競技場から逃げ出し、そして、扉に入り、部屋に移動してから、部屋を通り抜けて、競技場の外に出た。そして、道路を走り、逃げ去った。さて、競技場の目の前には、湖があった。浜田が湖に向かって走っていくと、湖の水は、別れて、地面が覗いた。モーセが紅海を渡ったような現象が起こって、地面が見えて、地面は乾いていた。そのまま、島田は、湖を渡って逃げていった。さて、島田が逃げ続けていくと、やがて、滑走路が見えてきた。この滑走路は、まあ・・・小規模な滑走路だった。そこには、小さなジェット機が置いてあった。島田は、それに乗った。島田は、今、浜田であった。浜田は、それを運転して、出立した。ジェット機はどこかに飛んでいった。さて、山本は気絶したままで、松田と男・・・名前は、松本にしておく。松本と松田と、山田は、逃げた島田を追いかけていたが、そしたら、湖の水が元に戻って、３人を阻んだ。松本は、軍団を呼び寄せてから、軍団の運んできた、手で運ぶ車に乗り込んだ。そして、軍団は、湖の上を歩いて渡った。すると、遠くで、ジェット機がどこかに飛んでいくのが見えた。さて、車から、松田が出てきて、松田は、ロケットランチャーを放った。飛んでいった。ジェット機の速度はどんどん高まり、ロケランの速度を上回って、どっかに去っていった。松田は車の中に戻って、残りの二名に報告した。
「攻撃が外れた。」
山田「さて、これから、世界各地を逃げ回る、浜田・島田を追いかけねばならなくなった。」
松田「何故だ？」さて、２人が会話していると、山本が追いついて、車に乗り込んできた。山本は言った。
「悪霊は滅却してはならない。それにお前、山田も亡霊の一種じゃないか。同族嫌悪はよくない。」
亡霊「亡霊は悪霊ではない。」アンデッド族と、悪魔族は異なる。山田「とにかく、山本はうっさいので無視する事にしよう。それでだが、どこに島田が逃げるのか見当をつけなければならないが、どこか見当はあるか？」
松田「島田の実家。」
山田「いいや。島田はそうだな・・・島田ではない。浜田だ。完全に浜田そのものと言える。潜在的に意識が残っているとかそういう事はない。完全無欠に浜田に成り果てている。だから、実家に戻るとか、そういうミスはおかさない。」
松田「では、あなたの方が詳しいのでは？」
山田「ではさ、松田が駄目っていうから、山本、何かプランはあるか？」
山本「近隣のジェット機の中に、ワープして乗り込むとかはどうだ？」さて、そんな事言っていたら、メールが来た。島田からのメールであった。島田は言っている。
「落ち着いて対処する事が大事だ。私からお前らを招くだろう。」との事だった。山本は言った。
「こんなメールがきているのだが。」
山田「ふむ。返信してみろ。いつ会う予定なのか？ とか。」山本は返信してみた。すると、返事が来た。
「一週間以内には、私の居場所に招く事になるだろう。」山田は、山本から、電話を受け取ってメールした。
「首を洗って待ってろ、浜田。」
浜田「もっと敬った言い回ししろ。」さて、３人が待っていると、連絡が来た。メールで浜田は言っていた。「今、ｘｘにいる。」ｘｘは、ベトナムの都市部だとする。「まずは、ｘｘまで移動しろ。そこにある、一つの建物で、私は待っている。」山田は言った
「案外近かったな。」さて、４人は、その建物に移動した。山田は亡霊であった。さて、建物に入ると、具体的にどのフロアに来る様に、浜田から指示が出た。そのフロアについて、扉を開いた。すると、島田がいた。島田は言った。
「このゲームのルールは、１ｖｓ１だ。団体戦だと、私が不利になるからな。もし、私の言ったルールを守らないのなら、私はすぐ逃げる事にする。」
山本「何故戦う事にしたんだ？」
島田「お前らが可哀想だからさ。」
山本「他に何か狙いがあるかも知れないな。」
島田「あるとしても言わねー。」
山田「私は必ず、誰かに憑依してなければならない。私がそうだな・・・松田に憑依するから、松田お前戦え。」
松田「了解。」
島田「そう来るか。いいんじゃないか？ 私も今、島田に憑依しているところだしな。平等な条件だ。では試合開始だな。」さて、２人は戦った。かなり長い間戦った。しかし、浜田は、自分でルール違反した。浜田は、のんびり傍観していた、松本に攻撃を加えた。松本は血まみれになって倒れた。山本は言った。
「松本。」さて、松本は血まみれで倒れていた。松田は浜田に言った。
「ルール違反だぞ。」
浜田「誤爆しただけだ。誤爆なら仕方ない。」
松田「山田どうする？」
山田「山本はもともとやる気が無い。私達だけで倒すしかない。」
松田「そうだな。」さて、しばらく勝負していると、浜田は負け始めた。すると、浜田は逃げ出した。松田
「浜田ァ！」しかし、浜田は脱出口から、飛んで逃げてしまった。さて、浜田は、逃げる前に、山本たちを、別の空間に移動させて、しかも、自分の分身を残していった。分身の島田は言った。
「さて、私が逃げる時間を稼がせて貰おう。」
松田「よし、勝ったようなものだ。私は浜田が憑依した状態の島田より強いんだ。」
山田「喜んでいる場合ではない。」さて、分身の島田は襲ってきた。松田は、その攻撃を受けた。相変わらず、松本は血を吹いて倒れていた。山本は黙っていた。島田は山本に言った。
「どうして参戦しないんだ？」
山本「私はお前を見逃すからだ。」
松田「まだそんな事言っているのか。この臆病者・・・じゃなくて雑魚め。」
山本「なんとでも言うがいい。」
浜田「なんというか、私は山本とも戦ってみたかったのだが、まあ、見逃してくれるのも、ありがたいし、その祝福は喜ばしい事だ。」
山本「これが悪霊か・・・。」
浜田「ちなみに、私は悪霊呼ばわりされているが、私自身は、私の事を神だと言っている。」
山本「なんだ。ただの神か。」
松田「会話している場合じゃない。」
山本「これは、会話で物事を解決しようという、平和的スタンスだ。以前から言っている様に、私は戦闘は大の苦手なんだ。浜田、浜田が何を狙って島田をのっとっているのか、説明するんだ。」
浜田「そうだな、説明してやろうか。私は世界征服を企んでいる。」
山本「そうか。世界の半分を私にくれないか？」
浜田「そう単純な話では無い。私は、戦争を起こして、人々を無残に殺す予定だ。」
山本「なんでそれが世界征服になるんだ？」
浜田「私の思うように世界情勢を動かし、これを世界征服と呼ぶ事にする。」
山本「はぁ。なる程。」
松田「浜田、別にお前の世界征服を、そこまでして止める必要性を感じる訳ではないが、島田の事は返して貰うぞ。」
浜田「いいぞ。でも今は、乗っ取る身体が必要だ。他に適任者が出たら、返してやろう。」
松田「そうなのか。」
山田「待て松田、攻撃をやめるな。私は、浜田の企んでいる、世界征服を止めなきゃならないんだ！」
松田「なんで？」
山田「それはだな、私達が住んでいる、亡霊世界のルールで、死亡者が、一定数以上になってはいけないというルールがあるからだ。死亡者数が増えすぎて、現世の人口・・・現世にある魂の数との、均衡が取れなくなると、霊界が崩壊してしまうんだ。すると、私達亡霊は、成仏する事になってしまう。成仏すると、跡形もなく消えてしまうんだ。そんなのは嫌だ！」
松田「もし、亡霊世界が崩壊すると、現世はどうなるんだ？」
山田「特に何もならない。亡霊世界は、死後も生き続ける為に、特別に、現世の科学者や、霊能力者たちが作ったシステムだ。ただ、死んだらそのまま消えてしまう様になるだけだ。」
松田「それは問題だな。死後の世界に私も行きたい。つまりだが、浜田は明らかに私の敵だ。」さて、浜田と松田は戦い続けた。しかし、島田は分身だったので、やがて消えていった。そして、寒さだけが残った。浜田が、松田たちを放り込んだ場所は、非常に寒かった。ベトナムとは思えない。非常に寒く、地吹雪が吹いていた。松田は、山田に尋ねた。
「ところで、ここはどこなんだ？」
山田「さぁ？ 私にはよくわからない。私は神とかじゃなくて、ただの亡霊に過ぎないからな。」
松田「ここから出ないといけない。」しかし、非常に暗くて、ほとんど視界が効かない。山本は、怪我をした松本の治療をしていた。さて、松本は復活した。松本は言った。「今は夜なのか？」
松田「わからない。そもそもここは屋外なのか？」
松本「わからないが、屋外だと思って行動してみよう。空を見よう。もしかしたら、星が見えるかも知れない。北極星を探すんだ。」さて、探した。星は見えてなかった。「星が見えないので、方角がわからない。」
松田「山本、方位磁石を出せ。」
山本「持ってない。」
松田「このどあほう。」
山本「こんな事態を想定しておけってのか？」
松田「そうだ。」さて、３人は、暗くて寒い場所を、宛もなくさまよう事になった。さて、松田は言った。「ところで、雪をそのまま飲むと、体温が低下するからよくないって話は知っているな？」
山本「概ね。だったらどうするんだ？」
松田「体温で温めて溶かしてから飲む。」
山本「どうやってあたためるんだ？」
松田「それはわからん。」３人とも、何の器具も持っていない。無力である。３人はそのまま、暗い空間をさまよい続けた。さて、３人はまだ歩いていた。さて、松田は山田に尋ねた。「ところで山田、もし我々が死んで、憑依すべき対象がなくなったら、お前はどうなるんだ？」
山田「どうにもならない。私の実体は霊界にあるからな。」
松田「そうか。それはラッキーじゃないか。」さて、３人が、闇の中をむやみにさまよっていると、明るくなり始めた。光の方角はわからなかったが、なんとわなしに明るくなってきた。もともと、完全な闇ではなく、薄明かりは存在した。山本は言った。
「この事からも、ここが屋内である可能性は指摘出来る。」
松田「出来ないだろう。もし屋内なら、光源がわかるはずだ。この場所は、全体的に、薄ぼんやりと明るい。なんか変な場所だ。普通じゃない。」
松本「しかし、浜田のヤツ、こんな必殺技を隠しているとはな。」
松田「そうだな、都合良すぎだろう。」雪が積もっていた。そんな中を３人は歩いた。雪は粉雪だった。さて、この場所は、どんどん明るくなり出した。すると、階段があって、その階段の上には、扉が用意されているのが見えてきた。３人は、その扉に向かった。そして、扉から外に出た。すると、赤い部屋があった。赤い部屋の気温は、ちょっと寒いくらいであった。そこには、島田がいた。島田は言った。
「私は浜田の作った、島田の分身で本体ではない。よくこの扉を見つけたな、ところで、戦う気は今は無いんだ。戦いたければ、本体を見つける事だな。こちらが外になる。」さて、島田は、３人を、外まで案内した。それから、外に３人を出すと、そのまま消えてしまった。さて、亡霊は、３人に言った。
「ところで、私は、死んだ人を復活させる事が出来る。」
山本「亡霊だから、やりそうだと思っていたら、本当にやるんだな。」
山田「そうだ。死んだ人を蘇らせて欲しいという依頼を私は、岸本から受けている。」
山本「岸本って誰だ？」誰だろう。以前名前出たが、その岸本とは多分別の岸本だろう。
山田「岸本と会う約束をしている。私を岸本のところに連れていけ。」
山本「では私に憑依しろ。」
松田「勝手な事言うな。」さて、松田は上司に連絡した。そしたら、山本には、休暇を与えろという命令が出た。「山本、お前には休暇を与える。」
山本「そうかい。」さて、山本は、山田に言われて、岸本に会いに行った。そこで、山田と岸本は交渉を行った。交渉の内容は、岸本は、山田に対し、定期的に、供物を捧げ、その供物が捧げられている限り、山田は、岸本の指定した、ある人物を、蘇生させるという契約だったが、山田は言った。
「そんな量の供物では、蘇生を行う事はしない。」
岸本「山田てめえ！」岸本は怒った。
山田「おっと岸本、怒っても無駄だ。お前の出来る事は、十分な量の供物をあつめる事だけだ。交渉出来るだけまだありがたいと思え。」
岸本「・・・。」
山本「ところで、悪霊は野放しにするのか？ 私は野放しにする予定だが。」
山田「山本、今私は、考える事を拒否しているんだ。アイツへの対応は今後検討する。今はアイツの事は忘れる事にする。さて、とにかく岸本、私が言えるのは、十分な量の供物を用意しろ。という事だけだ。」
山本「そうかい。ま、その事は私には関係ない事だが・・・、」
岸本「了解した。今から、供物の収集に向かう。」
山田「まあ頑張れ。出来るかどうか知らんがな。」
岸本「では行くぞ山本、お前も付き合え。」
山本「今ヒマだからいいぞ。」山本はヒマだった。一方で、浜田は、世界征服を企んでいた。山本は知っていたが看過していた。何故だろうか？ 山本はそういうヤツだとしか言いようがない。さて、岸本に電話が入った。えーっと・・・安本からだった。
安本「岸本、お前の仲間になりたいんだが。」
岸本「いいぞ。では、合流しよう。」
安本「ありがとう。」さて、岸本は言った。
「なんか、安本というヤツが、私の仲間になりたいそうだから、今から合流しに行くぞ。」
山本「へー。誰だ安本。」
岸本「もともと敵だったヤツだ。」
山本「へー・・・。」
岸本「ではｘで落ち合うぞ。」
安本「了解。ではｘで。」さて、安本は、約束通り、ｘにやってきた。山本と岸本もやってきていた。そこで合流した。さて、２人は握手をかわした。さて、そこで、松田から、山本に連絡が来た。松田は山本に言った。
「今からシナイに行く。お前も来い。待っているぞシナイで。」
山本「岸本、なんか、シナイに行く事になった。」
岸本「シナイか・・・では私も行くとしよう。」
山本「シナイで、供物集めをするのか？」
岸本「そうだ。ところで、山田は、何の為に、供物を要求しているんだろうな。」
山田「集めた供物は、私が食べるのに、使わ・・・無い。もっと重要な要素がある。それは、浜田の事だ。供物を、浜田に食べさせる。供物は、浜田にとって、毒となる。しかし、ゴキブリを騙して食べさせる餌の様に、浜田は、この供物の誘惑には、耐える事は出来ない。この作戦で、浜田を最終的に殺す。」
岸本「何？ そういう大切な事は最初に言っておけ。」
山本「岸本、山田に協力しちゃ駄目だ。」
岸本「何故だ」山本は説明した。そのあと、山田は、何故浜田を倒さなきゃならないのか、岸本に説明した。岸本は言った。
「私は世界を救いたい。」
山本「何青臭い事言っているんだ。それに、霊界を救うのが本分なのか？」
岸本「そうだ。霊界も現界も救う。その為には多分、浜田を殺すしか無いのだろう。浜田には死んで貰う事にしよう。」
山本「岸本・・・裏切ったな。」
岸本「最初から、人物ｘを蘇生させたいのは同じだ。それに、浜田の破壊活動も見過ごす事は出来ない。それも同じだ。これだけ、供物を集める理由があって、それをやらないはずがない。ところで、シナイに今から行く訳だが、シナイに、その・・・浜田が現れる可能性はあるか？」
山田「あるだろうな。というのは、供物は未加工な状態だ。私が加工すると、浜田への毒性を発揮する。浜田への毒性を発揮する前に、供物を探し出して、破壊しようとするかも知れない。我々が向かう所に、先んじて現れるかも知れない。」
岸本「破壊されたら破壊されたらでそのときだな。」
山田「多分無理だと思うけどな。というのは、アイツには、加工技術も無いし、それに、取り出す技術も、探し出す技術も無いからだ。」
山本「浜田って結構性能低いよな。よく、世界の支配など考えつくものだ。」
山田「アイツは基本性能は低いが、人びとを殺し合わせるのだけは得意なんだ。」
山本「へー。不幸なヤツだな。まあいいや、私は浜田派だし、浜田に対しては、降伏をすすめる事にするけどな。だから、浜田には出てきてもらわないと困る。サタン級の悪魔か・・・サタンってたいした事無いんだな。」
山田「そうだな。聖書でも誘惑されなければそれで済む程度の相手に設定されているしな。」
松田「シナイには、」
山本「そういえばまだ電話していたんだった。」
松田「シナイには、我々の協力者がいる。名前は、安田という。安田の元へ来い。安田の住所はｘだ。」
山本「了解した。安田って知っているか山田。」
山田「さぁ。誰だろう。知らない。私は別に現世の人びとに明るい訳ではない。」さて、山田たちは、シナイに飛んだ。多分・・・多分だが、カタールあたりを経由して行く事になるだろう。以前調べたらそうだったんだ。カタール辺り。まあ、やはりそうであった。カタール以外でもいいらしいが。さて、そんな感じで、シナイについた。シナイに行くまでは、飛行機とバスを使った。さて、エジプトに到着すると、えーっと・・・細川が待っていた。細川は、山本に連絡を入れた。
「空港の前で待っているから、来い。場所はえーっと・・・ｘだ。」さて、彼らは、ｘの前で待ち合わせた。そして、ｘで、彼らは無事合流した。細川は言った。
「シナイまで行くんだろう？ 私が車で連れていってやる。」
山本「松田は、安田の元にいると言っていた。そこはわかるか？」
細川「わかる。松田から既に場所を聞いている。安田の家の場所をな。」


ところで、山本の目標を考えてみた。山本の目標は、きちんと就労して働く事である。そういう経緯で、山本は、職種を変えてみる事にした。山本はもともと戦いには不向きな性質であった。山本は、細川に、転職する為に、新しい仕事を探すと告げると、シナイから立ち去った。さて、山本が仕事を探して、就職の雑誌の面接会場に行くと、試験官がいた。試験官は言った。
「私は実は鬼なんだ。」
山本「はぁ。」
鬼「私が鬼でもいいのなら、採用しよう。」
山本「別にいいですよ。」山本は採用された。鬼は言った。
「我が社の金の支払い方を説明する。ミッションがある。ミッションをクリアすれば、報酬が支払われる。お前は自分でまだ、ミッションを選ぶ事は出来ない。私がこのまま指示を出す。」
山本「へ？ もうですか？」
鬼「お前を雇用したので、これ以上採用試験は行わない事にする。」
山本「それはラッキーだ。」
鬼「まずファーストミッションから行く。このミッションでは、そうだな、幼馴染を連れてこい。」
山本「いいですよ。」山本にも幼馴染がいる。しかし、今は疎遠である。山本は、最近面識が全く無い幼馴染を、連れてくる事に決めた。拉致して。しかし、その前に山本は尋ねた。「幼馴染を拉致しようと思いますが、」
鬼「いて良かったな。」
山本「どの程度給与が支払われるのか説明して下さい。」
鬼「このミッションでは、３万円が支給される。」
山本「よし、いいだろう。」山本は、最近疎遠の幼馴染を拉致して連れてきた。まず、探してから、それから、拉致した。拉致するときに、変な薬を嗅がせて失心させた。そして、異次元へ通じている、山本のポケットに、くしゃくしゃに丸めて突っ込んで連れてきた。山本は、ポケットから、幼馴染を取り出した。幼馴染は出てくると、元のサイズに戻った。幼馴染の名前は、キトンであった。キトン・・・。さて、鬼は、電子マネーに残高を追加した。つまりだが、３万円分のポイントがついた。キトンは逃げようとしたので、催眠ガスで、眠らされた。山本は言った。
「今日はもう帰ります。」
鬼「ちょっと待て、今日中にやる必要のあるミッションがあるかも知れない。待ってろ。」
山本「今日は３万円稼いだのでもういいんです。」
鬼「よくない。この会社は経営されているんだ。一応。」
山本「はぁ。」
鬼「私は鬼だ。さて、国道ｘｘ号線に行くんだ。行ってから、到着した事を証明する何かを持ってこい。」
山本「では写真とってきます。」
鬼「ただ写真とるだけでは駄目だ。そうだな。私も行く。」
山本「え？ あなたが忙しいから、私に代わりに行かせるのでは無いのですか？」
鬼「違う。細かい事は気にするな。」
山本「別に行く気あるからいいけどさ。」さて、２人は向かった。キトンは、部屋に寝かされっぱなしであった。山本は言った「ところで、私は無理やりキトンを拉致してきました。非合法です。」
鬼「非合法は問題ない世の中になっている。」
山本「倫理的にも問題かと思います。」
鬼「倫理など存在しない。」
山本「なる程。」


ところで、倫理は存在するかも知れないが、倫理は倫理的ではない。というのは、基本的人権とか生存権とかあるが、これらを開発した人びとの倫理で構成されている。そして、日本で倫理を撒き散らしている人びとが、この倫理に従っている訳ではない。法律には一見従っているが、見えないところでは、何をしているかたまったものではない。つまり、


基本的人権における倫理を作った人びとを、Aグループとする。そして、日本で倫理を押し通している人びとのグループを、Bグループとする。BグループとAグループの、思想の出自は異なる。よって、全く別の倫理観同士が、ぶつかっている事になる。また、倫理的行動を取らなくても、別に逮捕される訳ではない。倫理での脅しは、ある意味出来ていない。なので、BとAがシェア出来ているのは、法律による脅しだけである。そして、グループAの倫理観は、グループBにとって倫理的ではない。


つまり、倫理的で無い人びとしかいない。AはBを犯しBはAを犯している。極端に言って、倫理など存在しない。この事は、端的な現場では、例えば、アフガニスタンに関し、タリバンが、政権を取ると言っているが、タリバンはタリバンの倫理観では倫理的集団である。で、タリバンのやり方にケチつける集団の倫理観では、非倫理的である。そして、タリバンにとっては、タリバンのやり方にケチつける倫理観を持つ集団は、これは非倫理的である。よって、お互いに相手が非倫理的なので、ここには、倫理を犯す人しか存在しない。


実際の世界では、法律がある。この世界では、看守が支配する世界で、看守のルールでは、法律は大した意味を持たなくなっている。そして、現実世界で、法律が意味を持つかは、私にはわからない。法律が現実世界で遵守されているかどうかは定かではない。つまり、警察が本当に法律に基づいて、逮捕行為を行っている確証は無い。私は警察を疑っている。ここで問題になるのは、警察のルールと、法律のルールに、格差が大きいかどうかって話をしている。警察はあくまで警察のルールに従っているだけである。法律に従っている訳ではない。その両者の差が大きく開いている状態が、看守である。看守は、法律を平気で無視する。現実世界の警察が、どの程度法律を無視しているのか、検証は出来ないが、ある程度は無視しているだろう。そして、私は法律がどういう内容になっているのか、知らない。法律で人権が守られているかどうかさえわからない。実際の法律の内容は、絶望しか詰まってないかも知れない。あと、裁判所や検察も各々、自分たちのルールで動いているに過ぎない。法律を遵守出来ている訳ではない。だから、現実世界の人びとすら、法律を守っているとは言い難い。


例えば、信号無視したり、速度を超えると、逮捕されるか罰金取られるが、法律にこれが本当に規定されているのか、知るよしも無い。実際の警察は嘘の塊かも知れない。実際はただ我々は、警察や検察の決めたルールに従っているだけで、法律に従っている訳ですらない。嘘の塊と言ったが、執行官である警官とか刑事も、法律の事など何も知らないで、ただ先輩や上司から教わったルールを守っているに過ぎないと思う。多分そうだろう。ただのサラリーマン、給料受け取る為に働いている連中に過ぎない。あなたが普通の企業で就労しているとして、法律をいちいち覚えてなきゃいけない人は、どの程度いるであろうか。警官は本当に法律を暗記していると言えるだろうか。言えない。警官がどういうプロセスで仕事しているか知らないが、言えないとしておく。いちいち法律暗記する必要があると、実務に差し支えるからだ。誰も警官できなくなってしまうだろう。よって、警官は、法律に従って行動している訳ではない。という仮定の方がより正しい。


鬼「そういう訳で、法律は、優先されるべき事ではない。現実世界ですらそうなんだ。この世界ではより一層遵守されるべき度合いは低い。そしてだが、法律によって、本当に拉致が規制されているのかどうか怪しい、および、現実世界で、拉致が規制されているかどうか怪しく、そして、警官のルールで、規制されているかどうかも怪しい。そしてだが、看守は断定して規制していない。お前は無罪だ。」
山本「よし。」さて、２人は、ルートｘｘ号線で、記念撮影を行った。それから、２人は、オフィスに戻った。さて、鬼は言った。
「山本だったな。今日はもうミッションはない。あるけど、明日でもいいようなミッションだ。」
山本「第二ミッションへの支払いを要求する。」
鬼「そうだったな。」報酬は一万円だった。さて、山本には一万円支払われた。山本は言った。
「ミッションの難易度に対する報酬の支払い率がいい。よい企業だ。」
鬼「そうだ。人間は極悪だ。鬼よりも。」
山本「他の連中も鬼なのか？」
鬼「そういうのは、プライバシーに関わるので言わない事にする。」
山本「へー。」さて、山本は一日休んでから、翌日の午後１時半に出勤した。鬼がいた。鬼は言った。
「次のミッションは、笑う事だ。」
山本「笑うだって？」
鬼「そうだ。わらうがいい。」
山本「わっはっはっはっは。」
鬼「簡単なミッションだから、支払いは少ない。」１０００円だった。「次のミッションは、この数学の問題を解く事だ。」
山本「何の問題なんだ？」
鬼「そうだな。ネットから適当に抽出した問題だ。この問題は一次方程式となる。」
山本「見せてみろ。」山本は見てみた。「簡単じゃないか。」山本は簡単に解いた。鬼は言った。
「この問題たちは、中学レベルの問題になる。」山本は答えた。
「もっと無いのか？」
鬼「そうだな。方程式は得意らしいから、別にジャンルのを試してみるか。これは体積を求める問題だ。」
山本「苦手だ・・・」
鬼「そうか。ここは別に、高校の試験会場ではない。つまりだが、お前には得意な事だけやらせる事にする。一次方程式をどんどん解いていくがいい。」その日は、一次方程式をとき続ける事で、山本の仕事は終わった。給料は、１万円だった。鬼は説明した。「高校の試験会場の場合、ソイツが苦手とする問題をぶつけて、正解を阻止して、点数を下げようと狙ってくる。つまり、苦手科目があると、ツムという訳だ。」
山本「ああ。体積苦手だなぁ・・・体積苦手なだけで、数学は終わりだな。」山本の数学に関する評価はさぞかし低い事だろう。さて、山本は翌日も出勤した。すると、鬼は言った。
「今回の仕事は、魔王に会って、握手してくる事だ。」
山本「魔王はどこにいるんだ？」
鬼「魔王の居場所を説明する。魔王は地獄の最下層にいる。」
山本「なる程。以前誰かが地獄に行った事があった気がするが、今度は私という訳だな。」さて、山本は、地獄へと旅立った。少しだけ描写するか。さて、隣人に対する暴力の地獄に、山本はついにやってきた。そして、山本は、血の池に漬けこまれた。山本は、仕方ないので、血の池の血を全部飲み干してから、次の地獄へと向かった。そして、ついに、魔王に出会った。山本は、氷漬けの魔王を発見し、魔王の手が伸びていたので、魔王と握手した。それから、入ってきた場所から戻ってきた。そして、会社に戻った。すると、鬼がいた。鬼は言った。
「魔王に出会えたらしいな。」
山本「ああ。」
鬼「次は鬼に会ってこい。」
山本「鬼はどこにいるんだ？」
鬼「私だな。しかし、私以外の鬼でなければならない。今回は自分で探す事だ。」
山本「了解した。」さて、山本は、鬼を探しにでかけた。鬼は、山の麓や、山に生息しているらしいので、山本は、山を訪ねて回った。すると、あるとき、鬼と出会った。山本は、鬼の写真をとった。それから、会社に戻って、鬼に鬼の写真を見せた。鬼は言った。
「確かに鬼だな。よし、今回のは結構大変だったろう。２万円にしてやろう。」
山本「よし。」
鬼「では、次は、ヒロインを連れてこい。」
山本「ところでさ、キトンはどうなったんだ？」
鬼「まだ捕まえてある。役立つときが来るかも知れない。」
山本「キトンはちょうど女だし、キトンをヒロインにすればどうだ？」
鬼「ところで、ヒロインの意味がわからない。ヒロインの意味を調べてこい。」
山本「ヒロインがどういう扱いなのかは、寓話によって違うだろうな・・・」私はシベリア民話がお気に入りなので、シベリア民話を適用させようと思う。さて、この民話では、おばあさんがいて、孫が、おばあさんの元から逃げ出し、見知らぬ男に、見つかって、帰れと命令されるまで、ずっと家出していた話だが、その場合、この話のヒロインの、おばあさんは、孫が帰るまで、家でずっと待っていた。ヒーローは男で、ヒロインは多分ばあさんだろう。山本「よし、つまりだが、このばあさんみたいな女を探せばいい訳だ。」さて、山本は、探し出した。その女は、孫が一人いて、その孫以外に、知り合いがいなくて、そして、孫が家出して戻ってこなくて、しかも、家でじっと待っているだけの、ばあさんであった。山本は、ばあさんを連れて行った。「これがヒロインだ。」そして、自分自身の、ヒロイン観を、鬼に説明した。鬼は答えた。
「納得した。お前は今やヒーローだ。」
山本「よし。」
鬼「ラスボスを連れてこい。」
山本「よし。いいだろう。」山本は、クッパに会いに行った。そのクッパはクッパという名前ではなかった。亀の化け物という名前にしよう。山本は、亀の化け物をボコってから、鬼の元につれてきた。ところで、もともとのクッパって、ノコノコの親玉だから、亀なんだろうなぁ。なんで亀が敵キャラになったのかはわからないが。踏んだときおもしろいからかも知れない。鬼は言った。
「最後に負けるキャラクターとして、雇われてみないか？」
亀の化け物「断る。」彼は帰っていった。そんな役割はしたくないって事だろう。さて、鬼は金を支払ってから、次の指示を出した。
「誰かと携帯電話の番号を交換して来い。」
山本「わかった。」さて、山本は、ある人を捕まえて、顔認証させてから、その人を昏睡させた。それから、電話番号を調べて、その人の電話番号を入手した。そして、自分の携帯電話に番号を入力した。それから、その男を解放した。さて、鬼は言った。
「神が現れた。神を討伐しろ。」
山本「よし。神は大した実力じゃないはずだ。一神教の世界では。」何故なら偶像だからである。さて、鬼は、神の元に、山本を連れて行った。ところで、神といえば、やはり、ヤマトタケルの気がする。ヤマトタケルは、神を倒しにいき 伊吹山の神にボコられてから、家に帰る最中に死亡したとなっている。つまりだが、この場合神の方が強い。山本は伊吹山に行った。すると、雹が降ってきた。山本は土に潜った。そして、神に近づいた。さて、神は姿を見られるのを嫌がって、伊吹山から逃げていった。山本は神の討伐に成功した。そして、会社に戻ってきた。鬼はプロモーションビデオを見た。
「神を討伐に成功したみたいだな。よろしい。」
山本「よし。」山本は給料を貰った。鬼は次のミッションを出した。
「君子を連れてこい。」
山本「君子と言えばやはり、始皇帝だろうな。」山本は、始皇帝的な人を捕まえに行った。口にするのも恐ろしい人物を、山本は、中国から拉致してきた。
鬼「よし、この男も捕まえておこう。」さて、男は会社に設けられた収容施設に、収監された。


さぁ、一方で、山田がいた。山田は、強制収容所から釈放された。看守は言った
「これから一日以内に、何か就労しろ。そしたら、しばらく収容は勘弁してやってもいい。」そういう訳で、山田は就労を探した。山田は、山本と同じ企業に就労した。企業って規模でも無いかも知れないが。謎の企業であった。そして、山田を担当するものは、鬼ではなかった。上司は山田に言った。「漢字の書き取りをしろ。」
山田「わかりました。」さて、彼女がどんな漢字を書取るかというと、遮断、通信。そんなところだった。山田は、遮断や通信など、何度も書かされた。上司は感想を述べた。
「お前は字が下手だ。今後この仕事はやらせない。」
山田「この仕事どういう意味なんですか？」
上司「お前は言われた事に従っていればいい。」
山田「ある意味楽です。」さて、次の仕事が来た。上司は言った。
「ではお前、これからバトミントンの試合をやって、勝利しろ。もし対戦相手に勝利出来たら、お前をバトミントンやる係に任命してもいい。」
山田「いいですよ。しかし、漢字の書き取りに、バトミントンって・・・一体何の企業なんですか？」
上司「うちの企業は新規参入の電力会社だ。今、周囲の建物に送電する程度の小規模な発電を行っている。ところで、送電装置は、送電会社・・・既存の送電会社、東北電力、東京電力、関西電力などが、支配してしまっていて、それを使う事は、新規電力会社には出来ない。なので、その送電装置を、新たに作っている。」
山田「なる程。」
上司「そして、送電装置を作るのは、法律で規制されている上に、看守も規制をかけている。なので、看守を洗脳して、送電装置を許可させる様にしなければならず、難儀しているところだ。漢字の書き取りや、バトミントンの試合は、一見無関係のようで、あるつながりがある。それは、儀式だ。この儀式を行う事で、看守を洗脳したり、新しい方式の発電を行う事が出来る。」
山田「なる程。そうなんですか。」
上司「そうだ。そういう訳で、儀礼的に、バトミントンの試合をする必要があるが、ただやればいいというものではない。ガチで行う必要がある。その為、ちゃんとした対戦形式で行う。負ければ給料は出ない。」
山田「給料出ないのは困ったな。しかし、看守には、就労しろと言われており、給料もらえとは言われてないから、こんな仕事でも、仕方ないか。」
上司「そうだ。お前みたいな、看守にマークされている女には、こんな仕事しか選択肢は無いのだ。そしてだな、今から試合するから、試合会場に来い。こっちだ。」上司は、山田を、視界会場に連れて行った。そして、山田は、時間になったので、コートに入り、試合を開始した。対戦相手は強かった。山田は素人で、しかも運動音痴であった。山田は劇的に負けた。上司は山田に言った。
「この試合では一応ファイトマネーが出る。お前の負けっぷりからして、ただのファイトマネーだ。それは、２０００円だ。」
山田「あれ？ 結構いい金額かも。」
上司「でももうお前には当分、試合はさせない。それと、さっきの漢字の書き取りに対する給料だ。」更に２０００円支払われた。さて、上司は言った。「この会社の業務は、主に、発電と、送電装置の開発の、２つに別れているが、３つ目の業務がある。お前が承諾してくれれば出来る仕事だ。」
山田「それはなんですか？」
上司「なんというか・・・エロい事だ。」
山田「どういう事ですか？」
上司「こういう仕事はセクハラとか言われる可能性があるので、事前に承諾をとっているんだ。つまり、お前は今、普通の服を着ている。」こんな感じである。


山田は目覚めました。山田はでかけます。服を選択して下さい。
１．普通の服。← 上下でカーソル移動。
２．普段の服。
３．仕事用の服。


上司「今のお前の服装の状態で、お前の写真を取る。」
山田「はい。」
上司「そして、その写真を、主にエロい目的で使うものとして、人びとに販売する。」
山田「発電と関係ありませんね。」
上司「そうだ。お前の写真はエロい目的で流出する事になる。それでもいいかって話だ。」
山田「微妙ですね。しかしですね、エロい目的で流出するのは、ある程度いいですが、証明写真に使われると困ります。」
上司「つまり駄目って意味だな？」
山田「ある程度そうです。」
上司「ただし、これだけは伝えておくが、証明写真は最近使われない。それは、お前が言うとおりの理由で、他人を撮影した写真を、貼り付けて使う人がいるため、信憑性が無い為だ。なので、証明写真を使う事自体が無いので、心配する必要は無い。ただ、駄目なら仕方ない。その代わり仕事も無い訳だが。とにかく、この仕事がキャンセルされた以上、次の仕事に移ろうか。」
山田「そうですね。」
上司「・・・。次の仕事もエロい目的で撮影される仕事だ。」
山田「顔隠すならいいですよ。」
上司「そうか。ではこの紙袋をかぶれ。」山田は、紙袋を被った。そして、目の穴を空けた。上司は言った。「では、最初の仕事を行う。さっき発注したヤツだ。」
山田「今のままの服装で、撮影を行うというヤツですか。」
上司「そうだ。」さて、上司は、定点カメラの為の、支柱を持ってきた。そして、カメラをセットした。このカメラは、通信して、とった映像を、パソコンに転送出来る。実際にそういうデジカメあるかどうかは知らない。そして、山田は普段の服で撮影を行った。山田は言った。
「エロい目的と言いましたね、脱ぎましょうか？」
上司「いや、普段通りでいい。普段から裸のヤツには裸で頼むが、流石に普段から裸で生活している訳ではなかろう？」
山田「そうですね。」山田は普段の服で撮影を行った。上司は言った。
「多角的な角度から、撮影すると決まっている。５０の方向性から撮影すると決まっている。」
山田「５０もですか。」
上司「そうだ。この写真は、エロい目的だけではなく、絵をかくときの、素材としても使用される。というか、そっちの目的の方が主かも知れないな。まず、直立不動の状態で、５０枚撮影する。」上司は、撮影を行った。それから言った。
「それから、受注されているポーズでの撮影も行う。」
山田「どういうポーズですか？」
上司「歩いているポーズだ。」さて、歩いているポーズでの撮影が行われ、次、歩きながら、隣を歩いている人と、何か会話しているポーズでの撮影も行われた。「次は、胸に手を当てているポーズだ。ドナルドマクドナルドがやっているだろう。アレだ。」さて、山田は、ドナルドマクドナルドが、よくやっているポーズを行った。ところで私は、マクドナルドに行かない事にしている。理由は、昔、肉抜いて出された事があるからである。絶対許さない。しかし、それはそれとして、マクドナルドの今の値段を調べてみよう。ネットが使用不能なので、あとで調べる事にする。ところで、モスバーガーには、そういう嫌がらせ受けた事ないので、モスバーガーには行くと思うが、モスバーガーと、マクドナルドの、最低の値段の、差が、どの程度あるか調べてみよう。１１０円だ。安いな。サービスはクソ喰らえだとしても、安くて美味いのは間違いないな。今食べたいぐらいである。もっとも、中身の肉抜いて出されたら、意味無いんだけどさ。金だけ取られて。そういうリスクも考えると、マクドナルドは無い。今このこんちくしょう・収容所では、５００円食事代を取られている。５００円だと、４つハンバーガーが食べられる。つまり、毎食マクドナルドの方がマシである。もし、肉抜いて提供する、クソ店員さえいなければの話だが。ところで、マクドナルドにて、肉抜いて提供される事件が起こってしまったので、ケンタッキーが、優良企業に思えてきているので、ケンタッキーも比較対象にする。次、モスバーガーを調べる。多分一番安いハンバーガーが、２２０円である。ただ、マクドナルドの店員にケチつけられてしまったので、モスバーガーにも行きづらいが。ハンバーガー屋は全部駄目かも知れないと疑っている。なんとなく思うのは、客多い店は全て駄目なのでは無いかと思える。スーパーマーケットで基本済ませる事にしよう。で、店内に客がいないのが通例の、良い店ケンタッキーの、ところで、とあるケンタッキーで、２時間程度粘ったが、他に客がおらず、文句を言われることも無かった。ケンタッキーは多分良いと思う。で、ケンタッキーの、オリジナルチキンの、一つは、２５０円なので、マクドの二倍程度の値段。


１．１１０円。
２．２２０円。
３．２５０円。


普通なら、マクドナルド行くのが普通だろうが、例えば、こういう考えもある。肉抜いて出されるならば、そんな店、パンを食べに、１１０円支払う事になるので、行く意味が無いのは明らかであるが、モスバーガーにしろ、糖質の問題がある。糖質食べたく無いのであれば、ケンタッキーへGOである。


ケンタッキーでいいや。糖質オフなので。あと、一番店員の態度が良さそうな気がする。ほっといてくれるもの。


さて、それはそれとして、山田は、ドナルドマクドナルド・・・道化師のポーズをした。そして写真をとられた。上司は言った。「犬のポーズをしろ。」山田は答えた。
「伏せ。」彼女は、伏せた。上司は答えた。
「よし、いいぞ！」彼は写真をとった。山田は答えた。
「あの・・・この写真、売るとか言っておいて、もしかして、自分で使うだけなのでは・・・？」
上司「私も保持するが、当然収益が出れば、それは会社の利益として収める必要がある。」
山田「なる程。ところで、資本主義と共産主義は、あまり変わらないかも知れない。何故なら、資本主義の場合、個人が稼いだ金を、企業に収める訳だが、共産主義の場合、国に収める。ただそれだけの違いに思える。で、そのわずかな違いだが、国に収める額しか無い場合、駄目になってしまう。それなので、プロセスが異なるといえども、税金で持っていく事で、共産主義の様に、国に金を全部収める事になってしまうので、この税金で大量に持っていく行為に対し、忌避観を持つべきである。」
上司「そうだな。」
山田「まあでも高額所得者からは大量にとってもいいと思うけどね。」
上司「なんで？」
山田「数が少ないから。」
上司「へー。山田、エロい仕事以外の仕事が入った。」上司は、書類を見ながら言った。「犬連れてこい。」
山田「了解。」山田はでかけていった。そして、犬を、殺処分する施設から、一匹だけ貰ってきた。上司は、山田から犬を受け取った。山田は、なるべくおとなしい犬を仕入れた。山田は上司に説明した。
「私は煩い犬とか、凶暴な犬が嫌いだ。だって、愛玩犬としての利用するんだもの。番犬とか、猟犬では無いから、おとなしい以外に優れている部分が仮にあっても、評価出来ない。」
上司「なる程。そしてこの犬のチョイスか。」
山田「そうだ。いやそうです。」
上司「次の撮影は、体育館をバックにして行う。」
山田「いいですけど、写真と、犬の代金下さい。」上司は、犬を檻に入れた。それから、山田に代金を支払った。額が良かったので、山田は、付属体育館に行った。そして、上司は、撮影を行った。それから上司は言った。
「次、バトミントンの試合がある。」
山田「あれ？ もう試合しないのでは？」
上司「予定がある程度変更されて申し訳ないが、ある。お前は今度は、負ける役割だ。ボコボコに負けてもいいぞ。」
山田「はぁ。」山田はバトミントンでまた負けた。あとは・・・、バトミントンの大会は、本格的に、撮影とか入っていたが、その撮影器具を持った人びとも去っていき、そして、あとには、上司と山田だけ残った。上司は言った。
「では、撮影の続きを開始する。そうだな、こっちに来い。」上司は山田を、体育館の隅にある、小部屋へと導いた。上司は言った。「次は、この衣服に着替えて撮影を行う。」
山田「ふむ。」衣服は、半袖だった。上司は言った。
「ズボンもこれをはくんだ。」
山田「なる程。」その衣類の丈は短かった。しかしズボンの形式だった。スカートの形式ではない。上司は、画像の枚数が少ない、動画に撮影を切り替えた。上司は山田に言った。
「私は今から、着替えを撮影する。さあ着替えるんだ。」
山田「何円になるんですか？」
上司「２５００円だ。」
山田「はぁ。」山田は着替えを続行した。つまりだが、山田は一旦、下着になってから、衣類を着直した。そんな感じであった。上司はずっと撮影していた。上司は言った。
「この動画は、一秒に一枚取る形式だ。」
山田「それはえーっと、多いんですか？」
上司「少ない。」
山田「なんでそうしているんですか？」
上司「動画の容量を節約する為だ。」実際にこういう動画取れるのかは不明である。さて、衣類の色は、上は白で、下は茶色であった。上司は言った。「よし、次の任務が入った。これは２５００円だな。」
山田「ところで、あなたは何かしないんですか？」
上司「しなくてもいい。」
山田「私が直接命令を受注すればいいんじゃないですか？」
上司「言われてみりゃそうだな。そういうふうにしようか。」
山田「理解があって助かります。ところで、ミッションは誰が決めているんですか？」
上司「私の上司だ。」
山田「はぁ。」つまりだが、上司が変更になるだけである。山田は、上司の持っているタブレットを見てみた。そこにはミッションが書いてある。山田は言った「読みづらい。」
上司「私が代わりに読み上げてやっている。」
山田「あなたも少しは役に立っているんですね。」
上司「そうだ。今回のミッションは、土下座する事だ。」
山田「メッカの方角ですか？」
上司「方角はどうでもいい。方角を決めたいのなら、私に向かって土下座するがいい。」
山田「何も悪いことしてないのに？」
上司「そうだ。これで多少発電出来るはずだ。」
山田「はぁ。どういう仕組みなのかわからないですが。」
上司「私もわからないが、発電された電気を送電する仕組みは、この建物の外周を覆っている。そこに対し電気が送られるのだろう。」まあせっかくだから、火力発電を調べてみるかって、確か、タービンを回すと発電される仕組みだったな。しかし、太陽光発電は異なる。とりあえずタービンは無いと思う。上司は言った。「私が役に立っていないと言ったな、私だって発電出来るんだ。見せてやろう。」彼は土下座した。そして言った「すみませんでした。」
山田「誰に謝っているんですか？」
上司「そういう細かい事を気にするな。」
山田「はぁ。」
上司「さぁやれ。」
山田「しかし、これで本当に、２５００円以上の電力が発生するんだろうか・・・？」
上司「する。」ところで、この企業の、抱えている社員数は、多分少ないと思う。上司・上司・山田 ぐらいしか、いないんじゃないだろうか。山田は尋ねた。
「ところで、一体どれくらいの電力、発電しているんですか？」
上司「家庭用のソーラーパネルでは、一枚あたり、７０ｋｗから、２５０ｋｗ発電する能力があるらしい。」
山田「へー。それで？」
上司「そして、パソコンの消費電力は、一時間あたり、１００ｗから１２０ｗらしい。」
山田「２４時間なら、２．４ｋｗですね。」
上司「そして、一つの家庭の、一日あたりの、電気消費量が、６ｋｗくらいらしい。」
山田「パソコンだけで考えてみましょう。４人で暮らしている家庭は、パソコン４台、一日中使用するとします。すると、１０ｋｗ消費します。そして、他の電力が、二倍かかるとすると、２０ｋｗ消費します。いくつの家庭に送電出来るぐらい発電しているかで、考えればいいですね。」
上司「一日辺り、２０の家に送電する程度かな。」
山田「では、電気料金は、いくらなんでしょうか？」
上司「電気料金は、月あたり、四人の家庭では、１万円となっている。通常の半額で提供するとして、月あたり、１０万円の儲けになる。」
山田「１０万円・・・それじゃ足りないですね。」
上司「そうだな。２０の家だと足りないのか・・・。我々３名の給料が、一人、月２０万円だとする。すると、最低でも、６０万円月に稼がねばならない。十分余力を持つには、２００の家庭に送電しなければならない。そういう経緯で、２００の家庭に送電しているとする。」
山田「結構大規模ですね。」
上司「そうだな。」
山田「では私も土下座します。」山田は発電装置に向かって土下座して、言った「ごめんなさい。」すると、電気が発生して、送電されて行った。送電された電気は、一旦蓄電されてから、山田たちが活動していない時間帯にも、配電出来る様に備えられる。ところで、２００の家庭に配電する為には、一日に消費量が、一つの家庭は、２０ｋｗだと仮定すると、一日に、４０００ｋｗ発電しなきゃいけなくて、これは、太陽光パネルに換算すると、７０と１５０の平均で、１１０ｋｗだとすると、４０枚分に相当しそうだ。上司は説明した。
「発電方法は、ずっと同じ事をやっていると、発電力が低下する。なので、ずっと土下座と謝罪を繰り返すだけは、駄目だ。だから、次のミッションへ移らなければならない。」
山田「なる程。」
上司「つぎはこうだ。」上司はやってみせた。それは、お辞儀だった。先程までは土下座。今度はお辞儀。山田も真似してお辞儀した。上司は次は、静かになって、静止した。天を半分仰ぐようなポーズになり、静止した。山田も真似をした。それから上司は、急に叫んだ「あああああああああああああああああああ！！」山田は驚いた。そして言った
「え？ 嘘でしょう？」
上司「お前も叫ぶんだ。」
山田「あああああああああああああああああ！！」
上司「いいぞ。次は笑う事にしよう。あっはっはっはっはっは。」
山田「あっはっはっはっはっは。」
上司「よし、次は外へ行くぞ。」上司は、山田を、外へ連れて行った。そして、外に置いてある、倉庫から、上司は、植物の種を持ってきた。上司は言った。「これを花壇に植えるんだ。」
山田「え？ こんな方法で発電出来るんですか？」
上司「そうだ。」さて、上司と山田は、種を一粒ずつ、土に埋めていった。上司は更に説明した。「この植物は花が咲く。ピンク色の花で、草丈は、１２０ｃｍくらいまで成長する。開花時期は、７月から１１月だ。」山田は答えた
「なる程。この植物じゃなきゃいけないんですか？」
上司「この発電方法も、毎度毎度同じ事をやっていると、発電量が落ちる。いつも植物ばかり植えるわけにはいかないのだ。」
山田「なる程。それに、敷地内にある、花壇の数も限られますしね。」
上司「では次に行こうか。今度は・・・テニスの試合が組まれている、それに参加しよう。」
山田「あなたはテニス出来るんですか？ 私は全然出来ないですが。」
上司「上手くは無いがやった事はある。」
山田「それは良かったですね。私はやった事ないので多分駄目です。」さて、２人は、体育館に集まってきた人びとと、テニスの試合を行った。考えてみりゃ、集まってきた人って言ったが、実際は、そういや、山本と同じ会社に就職したって言っちゃったな。


鬼
上司の上司
上司
山本
山田


ぐらいは存在するので、配電家庭を、１０００ぐらいに増やさなきゃいけないと思われる。また、実際やってみると、山本は、鬼と握手しに行くとか、外回りが多かった。山本は、外に行く事で、発電する役割を担っているとする。山田は、敷地内で発電を行う。そんな感じだな・・・。山本と山田分断して、対決する形式でもいいかも知れないが、多分もう山本出ないと思うので、山本も電力会社の職員になったって事でいいかな。山本は、外に働きにいっており不在だったが、他のメンツは集まって、テニス大会を行った。しかし、みんなあまり、テニス上手じゃなかったので、山田の下手さは、目立たなかった。しかし、山田は、ビリになった。さて、試合終了後、上司は山田に言った。「全く、テニスなんかやりとうないのに。」
山田「私もです。でも仕事だから仕方ない。」
上司「次のミッションだ。家に一旦戻ってから、一時間以内に会社の敷地内に戻ってくる。だ。」
山田「よし。では行く。」２人は、各々の家に帰っていった。ところで、この会社は、敷地内に、宿舎がある。山田も上司も、その宿舎に戻ってから、会社のオフィスに戻ってきた。それで発電完了である。ところで、山田の髪型だが、後ろはそんなに長くないが、前髪がズルズル長い髪型をしている。なので山田は、髪を普段結っている。さて、上司は言った。
「髪型を変更しろ。」上司の髪型は、丸坊主が伸びたような髪型だった。
山田「あなたも変更して下さい。」
上司「こればっかりはあんたに頼むしかない。」
山田「ふむ。」さて、彼女は、普段一本に束ねている髪型を、二本に増やした。おさげみたいになって、両方の束は、鎖骨にかかった。さて、山田が髪型を変更した事で、発電が行われた。上司は言った。
「皆で同じ行動をすると、発電力が下がる。なので、山本という新入社員には、例えば、鬼と握手しに、山に行って貰ったりしている。我々が行っているミッションは、他の社員は行っていないだろう。」
山田「へー。鬼と握手するのかー。」しかし、そんなとき例外が起きた。鬼が、現れた。この鬼は、山本と一緒に仕事をしていた、山本に指示を出していた、山本の上司の鬼である。鬼は、山本が以前捕まえてきた、幼馴染を、山田と上司の前に連れてきた。鬼は山田に言った。
「この女は、山本という男の幼馴染だ。」
山田「へー。」
鬼「この事実を打ち明ける事によって、発電がなされる。」
山田「ああ。そういう事なんだ。」さて、発電された。鬼は言った。
「ところで、この事は発電とは関係無いのだが、私は、この上司の上司だ。」
上司「そうだ。この鬼は私の上司だ。」
山田「そうなんだ。」
鬼「上司、この幼馴染を連れていけ。」幼馴染は、縛られていた。上司は幼馴染を、牢屋に連れて行った。山田は見送った。鬼は山田に言った。「今から外に行くぞ。」
山田「はぁ。」山田は鬼についていった。鬼は言った。
「これから神を拝む。」
山田「神社に行くんですか？」
鬼「いいや、神を降臨させるんだ。」
山田「神社にですか？」
鬼「神を見る事によって、発電されるのが、今回のミッションとなる。そうだな、神社に降臨させるか。」２人は神社に行った。それから、鬼は、儀式を行いながら、無人の神社の、中に入った。そして、神社の中にある、箱の中の、紙切れを取り出した。そして、紙切れを、神社の外に出して、地面においた。それから、怪しげな儀式を行った。すると、神が降臨した。古事記に出てくる神の中で、低レベルな神だと思われる。そんな神が出てきた。鬼は、写真をとった。山田も写真をとった。神は何もしないで、儀式が済むと去っていった。山田と鬼が残った。２人は、一旦、発電所である、会社に戻った。鬼は言った。
「また神を降臨させる。」
山田「しかし、同じ事を続けてやると、発電量が落ちるって話じゃないか。」
鬼「今度は、ランダムの神ではない。名前に、姫がついた神を降臨させるので、一応は違う。また次は出来ないかも知れないが、では行くぞ。」
山田「私行く必要あるんですか？」
鬼「ある。私が降臨させる事で発電するのではなく、お前が神を見る事で発電するからだ。」
山田「はぁ。」山田はついていった。そして、今度は、神社じゃなく、パワースポットみたいな場所へ行き、そこで、発電行為・・・つまり、名前に姫がつく神を降臨させる儀式が行われた。さて、特別な神が降臨した。山田は、よく観察してから、撮影を行った。鬼は言った。
「さあ行くぞ、次のミッションだ。」
山田「急に、屋外でのミッション増えましたね。」
鬼「今度はお前が、顔から、蜘蛛の巣に突っ込むミッションだ。」
山田「私がやらなきゃいけないって？」
鬼「そうだ。」
山田「わかった。金をくれ。」
鬼「いいぞ。」鬼は電子マネーを振り込んだ。山田は残高を確認した。それから、鬼は、大きな蜘蛛の巣がかかっている場所に、山田を連れて行った。山田は、蜘蛛の巣に、顔から突っ込んだ。２人は一旦、会社に戻った。そして、発電量を、メーターを見て確認した。蓄電装置のメーターが、増えていた。鬼は言った。
「次はお前一人でやるミッションだ。」
山田「よし。」
鬼「姫を連れてこい。」
山田「姫？」
鬼「姫とは、プリンセスの事だ。」
山田「どこにいるんですか？」
鬼「色々方法はある。自分で考えてみろ。」
山田「わかりました。」さて、山田は、姫と名前につく、神を降臨させてから、鬼の元につれてきた。神は敷地内に入った。鬼はメーターを見て言った。
「あまり発電されてない。オリジナリティがお前には足りない。」
山田「そうですよね。」
鬼「山本の方が優秀だぞ。」
山田「そうだと思います。」
鬼「やはり私が考えないと駄目か。姫を拉致するんだ。」
山田「どこから？」
鬼「ここは日本だ。日本から拉致するか、あるいは小国の王族を拉致するかだな。」
山田「えーっと、経済規模が小さい国で、王国の国あるんですか？」
鬼「調べてみよう。」


トンガ。
5.124億アメリカ合衆国ドル (2019年)


日本
5.082兆アメリカ合衆国ドル (2019年)


959.1億アメリカ合衆国ドル (2019年)
エチオピア。


エスワティニ
44.72億アメリカ合衆国ドル (2019年)


レソト
23.76億アメリカ合衆国ドル (2019年)


つまりだが、トンガである。あと多分エチオピアは王国ではない。比較の為に出しただけで。


鬼「トンガだ。それとも日本を敵に回すか。」
山田「トンガを敵に回す事にします。」山田は、トンガの姫を拉致しに行った。王族に近すぎる姫だと、角が立つので、かなり王族から離れた傍系の人を拉致した。そして連れてきた。鬼はメーターを見た。
「まずまずだな。」
山田「よし。」鬼は指示を出した。
「次はアイドルを拉致しろ。」
山田「拉致してばっかじゃなくて、アイドルになるのはどうでしょうか？」
鬼「お前がか？」
山田「いいえ。あなたが。歌って踊ってバク宙出来ればアイドルになれそうな気がしますが。」
鬼「作曲は依頼するとするか・・・」鬼は自分で作曲した。自分で作曲して自分で歌って自分で踊って自分でバク宙した鬼は、アイドルを名乗って、Youtubeで活動を始めた。すると一応アイドルという扱いになったので、発電量が得られた。鬼はメターを確認後、アイドル活動を停止した。鬼は言った「では次のミッションだ。」
山田「はい。」鬼がアイドル活動している間、山田はヒマを出されていた。給料は出ていなかった。鬼がアイドルを終えたので、新しい仕事が来た。山田は言った。
「もしかして、あなたがこの会社のトップですか？」鬼は答えた。
「そうかも知れないな。では次行くぞ、山田、一般人に溶け込むんだ。私はその図を撮影する事にする。それで発電を行う。」
山田「一般人に溶け込む？」
鬼「そうだ。なかなか難しいだろう。難しければ難しい程発電出来るという訳だ。すごく一般的にならねばならない。例えば、カラスに餌をあげる。そんな事したら一般的ではなくなってしまう。」
山田「はぁ。わかりました。」山田は、雑踏に入った。そして本人は、溶け込んで歩いているつもりであった。鬼は、後ろからついていって、撮影を続けたが、気づいた、鬼が後ろからついて回っていると、撮影風景になってしまって、一般的風景から外れてしまう事に。鬼は姿を透明にした。カメラも透明になった。それから、山田は、雑踏を練り歩いた。なんというか、山田はただ歩いているだけであった。しかし、たいていの人は、目的地を目指して歩いているだろう。なので、山田の行動は、どうしても、ズレてしまっていた。さて、山田はその後、会社に戻った。鬼は山田に言った。
「今回のは駄目だったな。普通って難しいってのがわかった。それでは・・・、可愛くなる事だな。」
山田「私が可愛くか？」
鬼「そうだ。」
山田「具体的にどうすればいい・・・お前が可愛くなれー。」
鬼「アイドル＝可愛いのであれば、またアイドル活動を再開すればいいだけだな。山田、お前も独自に、可愛さを探って追求してみろ。」
山田「わかりました。」
鬼「でないと給料は出ないぞ。」
山田「わかりました。」山田は家に戻った。そして、可愛くなる方法を探してみたが、よくわからないままで推移した。ところで、聖書には、可愛いとか可愛くないとか、そういう情報は多分載っていない。みてみようか。清めるとかそういう表現は頻発するが、清いのが重要であって可愛いのは重要では無いのだろう。山田は服を洗濯してから、女に近づかない様にした。山田自身は女である。山田は３日の間、毎日服を洗濯して、家に引きこもった。さて、そのあと、鬼から電話が入った。
「山田、これからしばらく、お前の上司は、私の方が担当するだろう。よろしく。そして、次のミッションが入った。可愛いのはうまくいったか？」
山田「うまくいってないです。」
鬼「そうか。まあいいやどうでも。次のミッション行うから、出勤しろ。」
山田「わかりました。」山田は久々に出勤した。鬼は山田に言った。
「今回のミッションは、普通ではない。最悪な事が起きて、それを目の前で目撃する必要がある。」
山田「また難しいそうなミッションだな。」
鬼「例えば会社が倒産するとかだな。」
山田「この会社は株式会社なのか？」
鬼「いや、会社だが、自分たちで出資して作った会社だ。どういう名前になるかはまあ、いいや。」いいや。
山田「では倒産したら大変だな。」
鬼「そうだな。会社を潰すのはヤバいとして・・・、他に最悪な出来事・・・やはり、隕石がこの建物の上に降ってくるとか、」
山田「それもやばくないですか？」
鬼「建物自体は、借りている物件だ。」
山田「それでも、送電装置が壊れてしまう。」
鬼「確かにそうだ。そうなると、最悪な事を起こすミッションも駄目かも知れないな。これも却下。では次だ。褒める行為だ。よしよし。」鬼は山田の頭をなでた。鬼は言った「いい子いい子。さて、お前も私を褒めろ。」
山田「雇ってくれて感謝しています。」
鬼「そうか。それ褒めるなのか？ 境界が曖昧・・・」鬼は、発電メーターを見てみた。「大した量じゃないな。やはり難しいか。では他人を褒めてみよう。」
山田「そうですね。例えば総理大臣ですが、総理大臣は駄目ですね。何故なら消費税１０％だからです。あと他にも一つあった気がするけど忘れた。」
鬼「褒められる行為をしていない相手を褒める事は出来ない、か。私は褒める事が出来る。そうだな・・・総理大臣は・・・目立つ行為を平気で行う事の出来る、勇気あるヤツだ。」
山田「おべっかを使うのがうまい。」
鬼「山田、お前発電力足りないな。お前には、私が出来ない事をさせねばならないだろうな。解雇しないのであれば、」
山田「解雇はやめて下さい。」鬼の方が褒めるのも、褒めるのもうまかった。鬼は言った。「では沈んでみようか。私は沈んでくる。お前も独自に考えて沈むといい。」鬼は出ていった。鬼は、小学校のプールへでかけていき、沈んだ。そして出てきた。山田は、沈むという言葉をまず調べてみた。


五自》下の方に移る。
水面から底の方に移る、または行き着く。
 「海に―」（海で水死する意にも言う）
対義語:
浮く・浮かぶ
落ちぶれる。「不運に―」。低いいやしい境遇に居る。
 「うき河竹に―」（売春婦となっている）


山田「そうか、落ちぶれるという意味もあるのか。」さて、山田は落ちぶれてみた。つまり、ホームレスのフリをして、新鮮な生ゴミを探してみた。すると、レストランの店員に追い払われた。山田は３日その行為を続けた。それから会社に戻ると、鬼がいた。鬼は言った「いい発電だった。」
山田「やった！ 成功した！」
鬼「お前はマイナスイメージが得意らしいな。」
山田「悲しいですがそのようです。」
鬼「次は会話する事にするぞ。」
山田「まず２人で会話しましょうか。」
鬼「そうだな。まず２人で会話してから、それから、３日の間、なるべくユニークに、大量に会話する事にしよう。対戦形式で、SCOREをより多く稼いだ方が勝ちだ。」
山田「わかりました。では何を会話しましょうか？」
鬼「そうだな。聖書に関し会話してみようか。」
山田「なる程。それはいい案ですね。」
鬼「たとえば、衣服を洗わねばならないとあるが、水が無い場合どうするんだと思える。」
山田「よだれで洗う。」
鬼「逆に汚れるというか、飲水がなくなる。」
山田「なる程。飲水でギリギリな場合ですか。」
鬼「そうだ。第二に、川があるが、川の水が酷く汚れているとする。」
山田「最近は、生活排水で、水が汚れますが、当時、聖書の時代は、水が汚れる事は無かったんじゃないでしょうか。」
鬼「それもそうだな。いや、川が泥水って事はある。泥水で洗うのか？」
山田「イイエ。飲水を常に確保していないと、生存してませんので、飲水分の井戸があります。あわよくば、洗濯も井戸水でしてしまおうとする・・・とか。それに、綺麗な水でないと、飲めませんが、飲水で手一杯という少ない量の水は多分汚いので、そのときには既に死んでいるという事で、」
鬼「しかし、聖書の世界は、砂漠の世界だ。水が汚くても、飲まねばならない場合があると思うんだが。だから、汚い水でも・・・そうだな、水が汚くても飲まなきゃいけないのであれば、汚い水で、衣服を洗うぐらい簡単な事だ。汚い飲水を受け入れる事が出来るのであれば、汚い水で洗濯する程度容易い事だ。やる意味があるかは別として。しかし、聖書ってのものは、やる意味があるからやるのではなく、やらなきゃならないからやる構造になっているから、汚い水でも衣服を洗うだろう。という結論になった。」
山田「他に何か議論はありますか？」
鬼「そうだな。とりあえず我々の間のは、これで終わりにしようか。では、解散し、各自、会話を集めるように。」鬼は出ていった。鬼は聖書ネタで押し通した。さて、山田は、人に会う為に散歩していた。そして、公園に来た。公園には、山田以外にも、他人と会話する為に来ている人がいた。山田は、そういう雰囲気の人に話しかけた。
「おはようございます。」
相手「おはようございます。」
山田「気持ちの良い日差しの午後ですね。」
相手「おもったんですが、午後なのにおはようございますだと、別に早く無い気がするので、言葉の意味が異なると思うんですが。」
山田「でも、悪い朝でも、Good Morningって、言いそうな気がしますけど。Bad Morning とは 言わない気がする・・・。」
相手「おそようございます。に なりますね。」
山田「そうでもありませんよ。何故なら、午後一時は、そんなに遅くないからです。」
相手「では、いつから遅いと言えるのですか？」
山田「えーっと、深夜０時になると、日付が変わってしまうので、午後１１時くらいじゃないでしょうか？ 残り一時間で、日付が変わってしまう訳です。」
相手「そんな事言うのなら、午後１１時５０分でしょうね。かなり遅いですからね。残り一時間だと、まだ余裕あるいは、ヒマがありますが、残り１０分だと、流石に短いと思うのですよ。」
山田「なる程。」山田はしばし考えた。「議論の結論が出てしまいましたね。もっと話ましょうか？」
相手「私も何か考えています。」彼はキョロキョロした。「私はどうしたと思いますか？」
山田「知り合いを探している。とか？」
相手「他の可能性も考えて、そうですね。では、答え合わせをしましょう。私はカラスを探したんです。」
山田「何故ですか？」
相手「そうですね・・・カラスを観察するのが好きだからです。」
山田「私も観察する事にします。」さて、山田が探していると、カラスがいた。山田はカラスを観察した。カラスは、地上に降りたり、木の枝に止まったりしていた。山田は言った「カラスはトコトコ歩きますよね。」
相手「そうですね。」さて、山田はこんな感じで、公園で議論したりした。飲食店でも議論したかったが、たとえば回転寿司の場合、唾液が、皿に入って、店に迷惑がかかるので、あまり無駄口を叩く事は出来ない。やはり一番良いのは公園であろうか。そして、３日過ぎた。山田は会社に出た。鬼も来ていた。メーターは少し溜まっていた。鬼は言った。「では次の事業に移る。ランキングをつける。ベスト４まで。」
山田「では行ってきます。」
鬼「では各自行動しよう。」２人は解散した。鬼は、回転寿司の、上のネタの、消費ランキングを出した。山田は、GDPのランキングを出した。山田は色々考えた。
（まず、GDPのランキング。あとは、土地の広さのランキング。あとは、人口の多さのランキング。あとは、使用言語の種類の多い順番のランキング。あとは、使っている軍事費用のランキング。あとは・・・領海の広さのランキング。）一つだけ調べみよう。領海の広さのランキング。


排他的経済水域
１．アメリカ
２．オーストラリア
３．インドネシア
４．ニュージーランド


領海の広さランキングは無かったので、代わりに排他的経済水域ランキングだとこうなる。チリ広そうな印象だがそうでもない。


パプアニューギニア 820語
インドネシア 742語
ナイジェリア 516語
インド 427語


山田「よし、ランキングが出た。」さて、一方で鬼は、鬼の強さのランキングを出していた。鬼は考えた。
（鬼の強さのランキング、あとは、いや、鬼の強さのランキングだな。）鬼はこれに絞った。鬼の一覧はあるが、鬼の強さのランキングは、まあ、難しいかも知れない。なので、わからない。鬼は、鬼の強さのランキングを、自分で格付けして勝手に作った。参加した鬼はかなり多かったと言いたいが、四番目まででいいんだったな。ランキング上位に入るのは、戦って生き残った鬼だろう。あとは、倒した敵の数や規模だろうと思われる。そういった基準で格付けしていった。さて、会社に２人は戻って、お互いのランキングを発表した。さて、鬼は次のお題を出した。
「では、トップの事を何か一つ選ぶ。」
山田「たとえば？」
鬼「国のトップは誰だ？」
山田「天皇陛下。」
鬼「んー。それは違うな。総理大臣だ。」
山田「何故？」
鬼「国王は、国を構成してないからだ。彼は国民の一人ではない。なので、ランキングに集計されないんだ。」
山田「そうなのか？」
鬼「競争に参加してないものに、ランキングに入る権利は無い。」
山田「ふむう。」
鬼「もし天皇陛下が、何かの大臣になれば、ランキングに入るだろうな。」
山田「私は？」
鬼「かなり低いランクに入るだろうな。」
山田「ふむう。」
鬼「では、一時間以内に考えてくる事にするぞ。」
山田「わかった。」山田は考えた。（GDPのトップにしよう。）鬼は考えた。
（やはりここは、回転寿司で一番消費されている刺し身が何かだろうな。）２人とも、以前のを繰り返しているだけであった。なので、発電は起きなかった。鬼は言った「次は、お茶を飲む事にしよう。」２人はお茶を飲んだ。ただそれだけで、微弱に電気の発生があった。鬼は言った。
「２人とも、別々のお茶を飲む事にしよう。私は何かお茶を探してくる。お前も一種類だけ探してこい。」山田
「了解。」さて、山田はほうじ茶を買ってきて、鬼は、玉露を買ってきた。


玉露とは、日本茶の一種。製造法上の分類としては煎茶の一種であるが、栽培方法に特徴がある。一般的に茶において旨味の原因となるテアニンは根で生成され、幹を経由して葉に蓄えられる。テアニンに日光があたると渋みの原因となるカテキンに変化する。すなわち、玉露の原料となる茶葉は、収穫の前日光を遮る被覆を施される。


ほうじ茶とは、日本の緑茶の一種であり、茶葉を焙じて飲用に供するものを指す。一般に、煎茶や番茶、茎茶を焙煎したものである。ほうじ茶は独特の香ばしさがあり、苦みや渋みはほとんどなく、口当たりはあっさりしている。刺激が少なく胃にやさしいため、食事中のお茶に向く。ほうじ茶飲用の風習は、地方によってかなり相違がある。


なので、違いはある。さて、山田はずっと仕事している訳ではない。山田は家に帰ったあと、美術品を見にでかけた。美術館では、諸刃の剣が飾ってあった。山田はソレを見たあと、家に戻った。山田がある日散歩していると、誰か声をかけてきた。その男は山田に言った。「お前は私の仲間だ。」
山田「何がどう仲間なのさ。」
男「うつろな目をして歩いている辺りが。」
山田「失礼な。私はうつろな目などしていない。私の目は輝いている。」
男「そうかな。対外的に見れば、お前の目はうつろな目だ。目の光が無い。」
山田「そんな事はない。」実際は目の光が無いときなど、真っ暗な時ぐらいだろう。さて、山田がその男を無視して、引き続き歩いていると、女が声をかけてきた。女は山田に言った。
「私は編み物が趣味だ。お前の趣味はなんだ？」
山田「小説書く事だ。」
女「へー。駄目な趣味だな。そんな趣味やめてしまえ。」
山田「駄目じゃない。編み物の方が駄目だ。理由はちゃんとある。道具が無いと出来ないからだ。小説書くのは、スマホとキーボードあれば出来るんだ。実行が楽な趣味の方が優れている。趣味は趣味に過ぎないので・・・。」女は去っていった。さて、山田が歩いていると、家があった。家には看板があって、１００円で、おにぎりとお茶を提供します。一緒にお茶をしましょうと書いてあった。山田は、餌に釣られて、家に入った。家の中は広かった。鍵はかかってなかった。そして、玉座があって、玉座には、一人の男が座っていた。男は山田に言った
「そこにお茶とおにぎりが置いてある。今はキャンペーン期間中だ。特別に無料で提供してやろう。」
山田「ありがとうございます。」山田はおにぎりとお茶を飲んだ。さて、玉座に座っている男は言った。
「ビデオゲームしよう。」
山田「はぁ。」
男「ノリが悪いな。お前食べ物にしか興味ないのか。」
山田「食べ物が９割をしめている。」
男「駄目なヤツだな。調教してやろう。さあ、一緒にビデオゲームをやるのだ。」
山田「わかりました。」さて、男はゲームを起動した。ゲームは、２人でプレイ出来る、恋愛シュミレーションゲームだった。主役は、１０人いる攻略対象のうち、一人と恋愛して攻略するというゲームだった。そして、攻略対象は、５人男で、残り５人は女であった。主役の性別や姿は一切謎に包まれていて、その正体は、メソポタミアからやってきた、化け物という設定である。化け物なので魔法や魔力を使い、その魔法で、姿を変えたり、相手を恋に落としたりする。そんな感じ。
男「このゲームは、R15だ。エロい描写は無い。」
山田「なる程。」
男「私はこのゲームが好きだ。」
山田「好きだからやっているんだろうな。金出して、何円なんだ？」
男「２５００円。」
山田「微妙な値段だな。」
男「機種はｘｘだ。」
山田「へー。ｘｘか。」男は、冷蔵庫を開いて、牛乳を一本持ってきた。そして、コップを２つ持ってきて、各々のコップに、牛乳パックから、牛乳を注いだ。そして、片方のコップを、山田に渡した。山田は受け取ってから飲んだ。男は山田に言った。
「ところで、ゲームをやっていて思ったんだ。」
山田「何を？」
男「私も誰かに告白する必要がある。見届け人になってくれ。」
山田「誰に告白するんだ？」
男「ある女だ。」
山田「何を？」
男「付き合って下さいとか。」
山田「間違ってどつきあって下さいって言っちゃ駄目だからな。」
男「そういえばお前も女だったな。お前で練習するか。付き合って下さい。」
山田「いいですよ。」
男「いいんだ。案外すんなりといったな。しかしこれは練習だ。本番は、拒否しそうな女なんだ。しかし、このゲームは、」タイトルは未定である。「このゲームの場合、相手がかなり困難を極めるような相手でも、魔法で陥落させてしまうという仕様になっている。」
山田「確かにそうだね。」
男「そうだ。暴走族のリーダーとかそういうの。」
山田「そんな人と私なら付き合いたくないな。絶対に。殺されるに決まっている。」
男「そうだ。しかし、このメソポタミアの魔物は、危険な事が好きなので、そういう事するんだ。」
山田「ところで、この魔物は、相手が男の場合、女の姿になって、相手が女の場合、男の姿になる仕様だね。」
男「そうだ。しかし私は姿を変化出来ないので、とりあえず女に告白してみるのだ。」
山田「難儀だね。」
男「今からソイツに告白に行く。ついて来い。」
山田「相手は暴走族のリーダーだな？」
男「いや。一見普通の人に見える。でも一回告白して断られているんだ。だから、難易度が高いのはよくわかっている。」
山田「しつこいって言われるだろうな。」
男「熟知している。」
山田「会う人一人ひとりに声かけて回る方がマシじゃないの？」
男「それもそうだな。」さて、男はナンパにでかけた。山田もついていった。さて、男は歩いて、ある高校までやってきた。男は言った。「夜のうちに、この高校に忍び込む。」
山田「そこまでする必要あるのか？」男の顔は輝いていた。男の顔が輝くので、男の顔を、視認する事は困難であった。これでは、この男が、若いのか、それとも、どんな顔をしているのか、老人なのか、判別する事は出来ない。
男「私の計画を話そう。夜のうちに高校に忍び込んでおき、この学校は男女共学で、男女の比率は、１：１だ。そんな場所に私は忍び込み、告白を行う。ここの女子共全員にだ。」
山田「そっか。私は変身しよう。」山田は、魔法で高校生に変身した。２人は、窓を割って忍び込んだ。そして、ある部屋にいって、学生たちが朝になってやってくるのを待った。２人は、椅子を2つ増やしておいて、そこに席についていた。そしたら、人びとがやってきて、高校生活が始まった。さて、ホームルームが展開された。2人の存在は注目されていた。ある生徒がいった。
「転校生がいます。」
教師「お前らは誰だ？」山田は答えた。
「転校生です。」
教師「名前はなんという？」
山田「山田です。」
教師「そっちのお前は一体なんなんだ。明らかに私服だし。」男は教師を見た。すると、男の魔法に操られた教師は、男をこう説明した。
「この男は、一般人だ。この学級は、今日は、一般人監視の元授業を行う事になった。」
生徒「マジかよ。」
教師「そうだ。情報公開が重要って、枝野氏が言っている様に、テレビ局は脚色して話している情勢だからな。」
生徒「誰だ枝野って。」
教師「立憲民主の代表の事だ。」
生徒「ああ。あのおっさんか。」
教師「そうだな・・・。」


男は山田に言った。「私は女子の裸が見たい。」
山田「でもそれやると、R１８になるよ。」
男「それもそうだな。諦めるか。それに、ここは１８歳未満がいる場所だしな。」
山田「言われてみればそうだな。」生徒は２人に言った。
「２人は知り合いなのか？」
山田「そうだ。えーっと、ゲームをしておにぎりを食べて牛乳を飲んだ仲だな。」
生徒「へー。つまり、裏でつながっているという訳だな。」
山田「表だって繋がっているつもりだけどね。」
生徒「男と女がつながるとかエロいな。」
山田「１８歳未満の人は性的な話をしてはいけない。」
生徒「はぁ。真面目なんだな。」
山田「今法律が無効化されているとはいえ、１８歳未満の人が性的な話すると、法律で厳しく罰せられ、１０年未満の懲役になる可能性がある。」と しておく。実際はわからない。ところで、性的な話しない人は、一体どういう話をするんだろう？ 迫害とか虐待の話だろうか。そういう経緯で、学校は迫害の巣窟になっている。


男は言った。「やはり告白は、体育館で実行する事にしよう。その方が困難だ。」
山田「ふうん。」山田は男についていった。教師が退席する２人を咎めようとしたが、男が教師を見つめると、教師は男の魔力に感化され、２人が退席するのを許した。そして、山田は体育館に来た。体育館では、体育の授業のある、クラスが、体育の授業を行っていた。男は言った。
「あの体操着を剥ぎ取りたい。」
山田「だから、性的な話をするなって言っているじゃん。」男は言った。
「やはり、元のクラスルームに戻ろう。耳に聞こえたんだ。」
山田「鼻には聞こえないだろうな。」
男「今、何か総合的学習の時間を、あのクラスルームで展開しているはずだ。」
山田「授業中には告白出来ないんじゃないかしら。」
男「そうだ。故に行く。」
山田「アレ？ お前告白しに来たんだよな。」
男「そうだが。」
山田「授業に参加しに来た訳じゃないだろう。」
男「そうだが、視察だ。敵をよく知る事だ。」
山田「はぁ。」山田はついていった。山田は尋ねた。「ところで、どうせ戻るんだったら、こっちに来なきゃよかったじゃないか。」
男「気が変わったんだ。」
山田「腑に落ちないやつだなぁ。」さて、男の謎の行動パターンは、読む事が出来ない。男は、教室に戻った。そして、男は、教室で行われている会議に、耳を傾けていた。山田も聞いていた。そしてわかった事だが、今、何かを決めようとしているらしい。山田は男に言った。
「一体何を決めようとしているんだ？」さて、代わりに教師が山田に言った。
「立候補者を決めようとしている。」
山田「何の立候補ですか？」
教師「そうか。やるか山田？」
山田「やらないです。ただ何の立候補か尋ねただけじゃないですか。」
教師「そうだな。クラス会長を今決めようとしている。」
山田「クラス会長とはなんですか？」
教師「怪鳥を飼育している。クラスで、一匹。１クラスにイッピキだ。その怪鳥を、どの怪鳥が一番快調に飛ぶ事が出来るか、一年に一回レースがある。クラス会長は、怪鳥の飼育責任者だ。」
山田「飼育責任者とは？」
教師「飼育委員だ。」
山田「なる程。面倒ですね。」
教師「報酬が出る。」
山田「何円ですか？」
教師「一ヶ月一万円だ。」
山田「どうしようかなぁ・・・」さて、山田が躊躇っていると、男は言った。
「私が飼育責任者をやります。」
教師「会長クラスは、うちの学校の生徒にしかやる事は出来ない。あなたは一般人だ。」
男「一般人枠も用意されているはずだ。」さて、男は、教師に魔法をかけた。すると教師は答えた。
「そうでした。忘れていた。あなたを採用します。」
男「よし。」
山田「良かったね。」
男「こうしてお前の役割を奪っていく。そして最終的には私が主役になる。」
山田「なる程。それは困る。では私もクラス会長やります。」
教師「いいぞ。しかし、一人あたりの給料は落ちる。５０００円になる。」
山田「いいや。それでも。」


さて、その話し合いが終わると、ある女が、女って言っても高校生だが、その女が、山田に声をかけた。「私とテニスで勝負しろ。」
山田「あなたの勝ちでいいです。」
女「よっしゃ。ではお前を代わりに倒す事にしよう。謎の男。」
男「あなたの勝ちでいいです。」
山田「私の真似をするなよ。」
女「勝者は敗者から、５０００円奪う事が出来る。」
山田「それは困るけど、どうせ勝てないので・・・絶対にお前には５０００円支払わないからな。」
女「どうしたんだ？ 女ァ。脚が震えているぞ。私が怖いか？」
山田「怖いです。」
女「そうか。今夜テニスコートに来い。ボコボコにしてやる。」
山田「断る。」
女「お前に拒否権は無い。」女は山田に魔法を使った。山田は魔法の虜になった。女は説明した「この魔法は、この魔法の効力を説明する事で、効力を発揮する。この魔法は、必ず従わなければならない。」
山田「わかりました。」
女「そして男ォ、お前も来るんだ。」
男「断る。」
女「お前にも魔法をかけてやろう。」
男「私にはその手の魔法は通じない。」
女「何ィ！」通じてなかった。「バカな！ 通じないはずがない！ お前も必ず来るはずだ！ 私はテニスコートで待っているぞ！」女は一旦逃げていった。それから戻ってきた。男は女を見て言った。
「まだなんか用事があるのか？」
女「ある。お前に用事がある。」彼女は、山田を指差した。山田は女の指をつまんで、下に下げた。女は山田に言った。「私はかつて内向的だった。」
山田「私は未だに内向的だが？」
女「お前の事情などどうでもいい。」
山田「今だって内向的なんじゃないのか？ 相手の事情を無視しようとする辺りが。」
女「黙れ。私の話を言わせろ。しかし私は今、テニスが得意で、外で活動する事が多い。」
山田「それがどうかしたのか？」
女「私は今自由を謳歌している。」
山田「嘘をつけ。学校で自由を謳歌出来るヤツなんて、誰一人としていはしない。」
女「どういう意味だ？」
山田「そのままの意味だ。井戸の中のカエルよ。」
女「では私は井戸の中レベルで自由を謳歌している。それは、テニスの試合で、相手をボコボコに叩きのめす事だ。」
山田「それはさぞかし不快だろうな。」制限されているからだ。自由が。
女「ところで、会長にお前がなったのは、意外だったぞ、転入生。」
山田「５０００円もらえるし、それに・・・私はその、この男との関係も大切にしたいんだ。」
女「この謎の男か。年齢すら判別出来ない。」
山田「そうだな。何故お前は謎なんだ？」
男「顔が光っているからだ。」
山田「それはそうだが。」
男「私は謎でなければならない。」
山田「はぁ。」
男「さもないと、お前から主役の座は失われるだろう。」
山田「そういう安っぽい脅しを受けるので、この男に対する対抗意識が醸成され、結果的に、男に対抗して、クラス会長をやる事になったんだ。」
女「そうか。私に敗北する流れの女よ。」
山田「うん。私お前と勝負しないけどね。負けるの嫌だから。」
女「ところで、男、お前は一体何が目的で、ここに来たんだ？ 私に一つおすすめがある。私のオススメは恋愛だ。お前がどういう目的で、学校を開示されに来たのか知らないが、高校は、高校生と恋愛出来るチャンスがある場所だ。お前はそれを有効活用するがいい。」
男「そうだ。お前が何故私の真意を見抜いたのか知らないが、私は確かに、高校生と恋愛しに・・・いや、高校生に対し、愛の告白をしにこちらにやってきた。」ところで、山梨県にある、ある風呂屋で、漫画が置いてあった。あそこ良かったなと思う。宿泊出来るし。アレはすごい。ただ、コロナウイルスの状況下で、あそこは、経営が麻痺してなければいいなと心配になる。「しかしお前には告白しない事にしよう。」
女「何故だ？」
男「お前が嫌いだからだ。」
女「嫌いなヤツに対し愛の告白するバカはおらんよな。お前は正しい事をした。一方で、オススメの女がいるんだ。」
山田「オススメの男はいないのか？」
女「いない。」
山田「お前はどういう頭の作りをしているんだ？」
女「テニスで相手を叩きのめす。」
山田「なる程。女子テニスだろうな。だから、女子の事しか知らないという訳だな。」
女「概ねそうだ。そして・・・男、オススメの女は、松田だ。」
男「松田って誰だ？」
女「あそこにいる女だ。」松田が座っているのが見える。「アレが松田だ。松田がオススメだ。」
男「お前自身はどうなんだ？」
女「お前をテニスで斃す。」
男「斃すの字怖い方使うなよ。死とか入っているだろう。」
女「再起不能にする。」
男「そんなテニスは嫌だ。テニスしないぞ？」
女「お前が雑魚なのがひしひしと伝わってくる。」
男「テニスで勝利しても何の意味も無い。お前とは取引しない。」
山田「つまり、松田には告白しないって意味か？」
男「それは告白する事にしよう。」
山田「どっちだよ。」
男「松田か。いい名前だ。」
女「そうか。お気に召したのなら、松田をどうやったら惚れさせる事が出来るのか、伝授してやってもいいぞ。」
男「え？ それは相談されたい。」
山田「さっき取引しないとか言ったよね。」
男「良い取引はする。」
山田「でもその女の話鵜呑みにしない方がいいかも知れない。」
男「鵜呑みにはしない。冷静に判断する。」
山田「さて、冷静に判断出来る知力を持っているのだろうか？」
男「お前に言われたくない。」
女「私は恋愛経験豊富だ。どうだ。スゴイだろう。」
山田「未成年がそういう事を自慢するのはよくない。」
女「何勘違いしているんだ。この真面目野郎。私は恋煩いをしているだけだ。性的な行為はしていない。」
山田「・・・」山田は考えた。未成年は、マスターベーションすると、罰せられるのであろうか。恐ろしい世の中だと思った。
女「ところで、松田に告白するのなら、まず私に話を通してもらおうか。」
男「なぜだ？ まあ、いざとなれば無視するが。」
女「私が松田親衛隊をやっているからだ。この下郎。」
男「松田親衛隊？ そんなものが必要なのか？」
女「そうだ。松田の貞操を死守する為の組織だ。」
男「私はただ、恋愛の告白をするだけだぞ。貞操だなんて、そんな大げさな。」
女「では、どういうつもりだ？」
男「私と付き合って下さい。」
女「付き合うってどういう事だ？」
男「そのままの意味だ。つまり、一緒に行動するという意味だ。同時行動訓練だ。」
女「その程度でも危険だ。看過出来ない。」
男「お前の意思など関係ない。私は松田だけじゃなく、たいていの女に告白する事にしよう。当たりを引くまでは。」
山田「盛り上がって来ましたね。」
男「盛り上がっていない。」
女「ところで、怪鳥の責任者に、お前らなったんだよな。」
山田「そうらしいな。怪鳥はどこにいるんだろう。」さて、男は山田に言った。
「やっぱ体育館に行く。」
山田「え？ また移動なのか？」
教師「ところで、山田と男、怪鳥の飼育小屋に来い。」教師は２人を、飼育小屋に連れて行った。そこで、巨大な怪鳥は飼育されていた。巨大な怪鳥は、牛の何倍の大きさもあった。そして、飼育小屋は、非常に広かった。高さも幅も、１００ｍ程あった。金網だった。巨大だった。そこで、巨大な怪鳥は、とまり木にとまっていた。山田は言った。
「で、これが、全クラスと同じ数飼育されているという訳ですか。」
教師「そうだ。」
山田「クラスはいくつありますか？」
教師「１学年５組ある。」
山田「つまり、この規模の金網が、あと１４つある訳ですね。学校の敷地埋まってますね。」
教師「そうだな。」さて、この怪鳥は、少しの肉と、大量の穀物で飼育されていた。米と小麦を、大量に、怪鳥に与えた。怪鳥は、米や小麦を、がぶ飲みした。消化をよくする為に、脱穀した米と小麦を、炊いてから与える事になっていた。そして、鶏肉も捧げられていた。鶏を置いておくと、怪鳥がそれを食べるのである。鶏は、安く購入された、オスの鶏の雛が育ったものである。餌として処分されるオスたちであった。さて、えさやりが終わったので、山田たちは、体育館に移動した。男はそこで、捜し物を始めた。山田は男に尋ねた。
「誰を探しているの？」
男「そうだな、女を探している。」さて、女が入ってきた。先程の女とは、別の女である。それから、男は、女子トイレに入っていった。それから出てきた。山田は感想を述べた。
「あなたの動きは、少々センセーショナルだ。」
男「そうかい。」彼は適当にスルーした。男が、しばらく観察していると、松田が入ってきた。男は松田に近づいた。松田は、ヘンな箱を持っていた。男は、松田に言った。「その箱をこっちに渡せ。」
松田「断る。」山田も来た。山田は指をくわえて見ていた。松田は山田に言った。
「そこのお前、私を助けろ。」
山田「その箱何？」
松田「これは神の箱だ。神の箱には何も入っていないが、神はこの箱にめがけて降臨するから、神の箱は重要だ。」
男「神の箱をこちらに渡せ。」
松田「断るって言っているだろう。」
男「渡せ！」彼は箱をひったくった。箱は重かったので、彼は腰をがくんと落とした。
松田「貴様・・・」
男「やけに重いな。」彼は、箱を持ち上げて、腰の高さを元の高さに戻した。
松田「そうだな、お前その箱持ってこっちに来い。」彼女は、家庭科室まで、男を連れて行った。家庭科室か。うちの学校にはなかったので、本当にあるのか疑問ではある。松田は、家庭科室まで来ると、神の箱を、男からひったくった。それから、神の箱を開いた。山田は目をおおった。松田はその行動を見て言った。
「目を覆う必要は無い。これが神の箱だってのは嘘だ。ただの箱に過ぎない。」
山田「私は油断しない。そんな女だ。」山田は目を覆ったままの状態だった。男は言った。
「神の箱を開いてどうするつもりだ？」
松田「こうするつもりだ。」彼女は、家庭科準備室から、ガス台を２つ持ってきた。そして、それを重たい神の箱に入れた。男は尋ねた。
「それをどうするつもりだ？」
松田「鍋をやるんだ。その時に使う。鍋は、教室で行う。」
男「何の鍋をやるんだ？」
松田「水炊きとか、チーズ鍋とかやる。」
男「チーズ鍋はいいよな。私も参加したい。」
松田「実は、参加費用を接収しているんだ。お前らが参加するのなら、一人１０００円貰おう。」
男「私は参加する。」
山田「私は参加しない。」
男「山田、お前も参加しろ、これは命令だ。」
山田「代金肩代わりしてくれるなら参加してもいいけど。」
男「いいだろう。」
山田「よし。」
松田「山田、お前策士だな。」
山田「そうかな。１０００円もするなら、単純に参加したくなかっただけだけど。」さて、家庭科室から、ある教室へと、ガス台は運ばれていった。そして、教室に入った。教室には、ガスボンベがあった。それを中に入れてから、鍋を上に置いた。鍋には、水が入っていた。そして、白菜が入れられた、それから、火をつけた。男は言った。
「白菜だけか。そういう事ならこっちにも考えがある。山田来い。」
山田「ふむ？」山田はついていった。男は、隣の教室に入った。それから言った。
「これから天使を降臨させる。」男は儀式を始めた。すると、天使が降臨した。天使は、抜身の剣を持っていた。天使は言った。
「ダビデは、荒野の前にある、ハキラの山に隠れているではありませんか。」
男「よし。」さて、天使は消えた。さて、男は言った。「今は一旦白菜を食べに行こう。既に２０００円は支払ってしまっている。」
山田「おう。」さて、２人は、白菜の水炊きを食べた。山田は無料で食べれたので問題無かった。男は謎なのでいいや。さて、男はいった。
「あとは、ダビデに当たる人物を見に行こうか。」山田はついていった。山田は男に言った。
「私がもしついていかなければ、どうするつもりだった？」
男「私一人で行くだけだが。」
山田「ふうん。」山田は引き返す事にした。すると、帰り道で、男に出会った。男は山田に言った。
「この服を着てくれ。」山田はまだ高校生の格好をしていた。格好だけではなく、年齢も１７歳にしてある訳だが。男は山田に説明した。「この服はメイド服だ。メイドの意味は、未婚とか処女とかそういう意味だ。故に、処女っぽい相手に持ちかけなければならない。」
山田「なる程。」山田は変身していたので、そういう雰囲気だった。「お前は勘違いしている。これは私の仮の姿だ。」山田は元の姿に戻った。男は答えた。
「今どうやったんだ？」
山田「変身したんだ。」
男「変身する時一旦裸にならなかったぞ？」
山田「そういうプロセスは入れるだけ無駄だから入れてない。」
男「仮におばさんでもいい、俺はあんたに、このメイド服を着て欲しいんだ。」
山田「そんなバカな。」
男「出来れば変身した状態で。」
山田「なる程。それが目的か。」
男「そうだ。」
山田「相手がおばさんなら、自分の要求を通せると思っている様子だな。」
男「そうだ。」
山田「正直なヤツだ。いいだろう。着てやろうじゃないか。無料で。」
男「そうか。無料にしてくれると経済的意味合いで助かる。」
山田「これで私は、無料でメイド服を手に入れる事が出来る訳だ。」でも手に入れても使えないなぁ。「でも無料ならもらっておく。」
男「あげないぞ。」
山田「なんだと？」
男「一時的に貸すだけだ。まず、メイド服を着て貰う。それから、私が、見る。見てから、撮影する。色々な角度から撮影を行う。」
山田「また撮影マニアか。」
男「そうだ。撮影しなければ記録に残せないからな。では私の家に来い。」
山田「そうやって私を自宅に連れ込むのが目的だったのか。」
男「ここで撮影してもいいならここでするけど。」
山田「ここで撮影してもいいぞ。」男はカメラを取り出して、カメラのフラッシュをたいた。ここは暗かった。男は不平を言った。
「暗い。」
山田「我慢するんだ。」
男「仕方ない。でもこんな状態でとっても駄目だから、後日また取らせて貰う。さあきがえろ。露天で着替えるのだ。」
山田「それはちょっと困るな。仕方ないから家に入ってやるか。」
男「そうだろう。私は人権のことも考えてそう提案したんだ。」
山田「なる程。人権か・・・。」山田は男の家に行き、着替えた。それから、山田は、１７歳くらいの姿に変身して、男は、そんな状態の山田が、メイド服着た状態のを、いろんな角度から撮影した。男は、１００枚撮影した。１００枚撮影した状態の男は言った。
「報酬を支払う。」
山田「報酬目当てでした。」男は、牛乳をコップにいれた。そして山田に差し出した。山田は飲んだ。男は言った。
「ところで、メイドに頼みがあるんだ。」
山田「なんだ？」
男「アカスリをして欲しい。」
山田「どの部位の？」
男「背中自分で出来ないから背中かな。」
山田「報酬次第だな。」
男「そういやそうだよな。メイドには報酬が支払われるもんな。」
山田「確かに。正当な取引だな。ところで、アカスリの道具はあるのか？」
男「手で擦ればいいんじゃないの？ 一応アカスリ用の石持っているし、ザラザラしたタオルもあるけど、肌に悪いから、手でお願いします。」
山田「手でお願いしますか・・・」
男「駄目？」
山田「いいぞ。」２人は風呂に入った。男は言った。
「狭いな。」
山田「外でやるか？」
男「外って風呂の外って意味か？」
山田「そうだ。」
男「もっといい施設があればなぁ・・・」
山田「んー。どっかにあった気がするなぁ。そこに行くか？」
男「報酬をまず決めよう。」
山田「どうするんだ？」
男「５０００円出そう。」
山田「なかなかの額だと思う。」山田と男は、その施設に行った。この施設は、混浴で、しかも、アカスリ用のベッドが置いてある施設であった。こういう都合が良い施設がなければ、寝ながらアカスリをして貰う事は出来ない。山田から。さて、さらにこの施設は、浴槽に入らないのであれば、衣服を着用してもいい事になっている。それなので、山田は、メイド服を着た状態で、施設の、風呂がある部屋に入った。部屋は広くて、アカスリ用のベッドが置いてある部屋へと繋がっている。２人は、移動した。金は既に支払っている。そして、２人は、アカスリ用のベッドが置いてある部屋に入った。そして、男は、ベッドにうつ伏せに寝そべって、上半身裸になった。山田は、持ってきた、石で、アカスリを始めようとした。男は文句を言った。
「手でこすってくれ。」
山田「了解。」山田は、手で背中をこすり始めた。シャワーがあったので、男にお湯をかけて、男の背中を濡らしてから、アカスリを行った。男の背中から垢が出てきた。背中のアカスリが終わると、男は贅沢を言い出した。
「山田さん、足のアカスリもお願いします。」
山田「報酬はここの代金だ。」
男「いいですよ。」さて、山田は、男のカカトの、垢をこすった。カカトに対しては、石も使ってこすった。さて、足の清掃が終わった。男は更に言った。
「脚もお願いします。」
山田「何か追加報酬を出せ。」
男「では、今日家に泊めてあげるとか。」
山田「ところで、この銭湯は、宿泊も出来るらしいな。」
男「そうらしい。」
山田「では宿泊はここでするから、その提案は却下。」
男「では、１食出す。」
山田「何を？ うまくなきゃ駄目だぞ。」
男「では、ハンバーグを出す。」
山田「私が食べたいもの何か１食分。」
男「何円まで？」
山田「では、１５００円までにしようか。」
男「わかった・・・」男は仕方なく同意した。さて、男はズボンを脱いで、そして、山田は、うつ伏せの男の脚のアカスリを行った。それから、男は、仰向けになって、表側の脚のアカスリも行わせた。それから、男は言った。
「では山田さん、私の表側の腹のアカスリもお願いします。」
山田「了解。」山田は行った。男はやや
太っており、腹は一段くらいの階段になっていた。なので、肉をかき分ける必要があった。さて、男は言った。
「これでたいていのアカスリは終了しただろう。そろそろ就寝しようか。」
山田「そうだな。」２人は、寝れる様になっている場所へ移動した。そして寝た。目覚めた。２人は朝食を取りに行った。山田は、１５００円分食べた。ハンバーグと、寿司を食べた。男は牛乳を飲んだ。それから、この銭湯をあとにした。山田は、男の家に行った。山田は、外を歩く時は、メイド服はやめていた。そして、男の家に入ったら、男はいった。
「ここではメイド服になって下さい。」山田はそうした。男は説明した。「これで、メイド服姿の、一見１７歳に見える人に、アカスリをしてもらった事になった。」
山田「良かったですね。」さて、解散した。山田は、自宅に戻った。さて、ダビデがどうのこうの、天使から言われていた方の男から、連絡があった。
「さて、今日は、ゲームをしよう。」
山田「あのゲームか？ ところでなぜ私の携帯電話の番号を知っている。」
男「適当にかけたらあたっていた。」
山田「嘘だ。そんな事ってあるか？」
男「さあ来るんだ山田。」さて、山田は、運命的なものを感じたので、男に教えられた住所に行ってみた。すると、男の家があった。男の家はやはり変な家であった。入ると、外から見た状態より屋内は広かった。山田は入って、男がいたので、男は、山田を、ゲーム置いてある部屋まで案内した。それから男は、山田に牛乳を一杯勧めた。山田は牛乳を飲んだ。山田は尋ねた。
「なぜ牛乳なんだ？」
男「牛乳を飲むと背が伸びるぞ。」
山田「はぁ。」男はゲームをプレイした。２プレイでは、プレイヤーキャラが２人に増える。画面が２分割されて、各々の画面を、プレイヤーキャラが活動する。そして、同じ場所に行くと、もう一人のプレイヤーキャラに会う事が出来る。ただそれだけである。そうやって２人は恋愛シュミレーションゲームをやっていた。男は山田に言った。
「お前が何をしていたのか私は知っている。」
山田「何をしていたと思う？」
男「どっかの男と一緒に、風呂にいって、アカスリをしてきたんだろう。」
山田「大体あっている。」
男「メイド服を着て。さて、そういう経緯で、私は、メイド服を着ている人を攻略しようと思う。」
山田「好きにすればどうだ？」
男「ほなら、好きにさせて貰う。」男は、そうした。男はゲームを終えたあとに説明した。「私は、攻略対象の、こういう心情が好きだ。それはつまり、最初は、社交辞令で付き合う事になるのだが、途中から、本心を語る様になる。その本心が、自分と気があっていると、私は喜ばしく思う。」
山田「そうか。では本心で語り合いをしようか。」
男「では本心を言おう。次誰が総裁になればいいかだ。」
山田「そう来たか。野田でいいんじゃないか？ 理由は一番支持率が低いからだ。」
男「私はんー・・・野田か河野か、高市でいいと思う。」
山田「選択肢を絞りきってないのか。」
男「選択肢も何も、国民には決める権利は無いからな。」
山田「なる程のう。」
男「さて、ゲーム再開するか。」
山田「はぁ。」
男「お前あまり乗り気じゃないな。牛乳飲むか？」
山田「私はモノで釣られる・・・。」
男「さて、メイド服の人も良かったが、リセットして、新しい人攻略しよう。」
山田「ちょっとちょっと、私がゲームすすめた分が、おじゃんになるじゃんかよ。」
男「だって、別の人との会話シーンが見たいんだもの。」
山田「嫌だ。クリアするまでやる。」
男「仕方ないなぁ。私はこっちの女も好きなんだ。理由は、主人公を応援するからだ。」
山田「私はそういう細かい事気にしない。」
男「では何を気にするんだ？」
山田「趣味が合うとか。」
男「確かに大雑把だな。」
山田「そうだよ。」
男「ところで、お前名前なんていうんだ。」
山田「山田。」
男「では山田、こうやって遊んで過ごす時間も重要だと考える。山田をこうやって攻略する事にしよう。」
山田「何？ 意外にもそういう目的があったのか。」
男「お前も私を攻略してみろ。」
山田「そうしよう。」男は言った。
「あと、この３人目の女の攻略の仕方は、特殊なんだ。一旦別の男を攻略している時に、その男との関係が失敗すると、この女が隠しキャラとして出てくる。」
山田「なる程。」
男「つまり、その男とのバッドエンドが出てくる訳だ。それを見ざる得ない。」
山田「では、長くなりそうだね。」
男「そうだ。ところで山田、我々は良い友達だとは思わないか？ お前がこう考えていれば幸いだ。私がいなくなると困ると。どう考えているか言え。」
山田「もしお前がいなくなったら、私は、ハンバーグを焼いて自分の為に食べるぞ。」
男「意味がわからないぞ。」
山田「やっぱりちょっと寂しいんだろうな。食事をとって寂しさを紛らわすって訳だ。」
男「そうか。ツンデレなんだな。よくわかった。」
山田「・・・そうなのかも知れないな。」
男「明日は学校に潜入するぞ。」
山田「そうか。お前もヒマなのか忙しいのか・・・。」
男「ところで山田、お前はなぜ私に付き合ってくれるんだ？」
山田「ヒマだからだよ。明らかに。それは確実に言える。」
男「ヒマなのか？」
山田「私もどっかの男を攻略しなきゃいけない気がするが、お前の手法からそれを学べると思って。」
男「え？ 真面目にそう考えているの？」
山田「少しは使えるのでは無いかと・・・とにかく、いきなりは難しいからね。」
男「お前も、高校生の男を攻略したらどうだ？」
山田「いや、相手高校生じゃん。攻略しないよ。」
男「そうか。山田、お前には、いや、予定変更だ。お前に付き合ってやろう。その方が楽しいかも知れないな。お前これから、どこかの男を攻略しろ。」
山田「あなた。」
男「私の事はいいんだよ。」
山田「攻略不能なのか？」
男「そうだ。」
山田「ガーン。」
男「ガーンじゃない。もっと外に目を向けるんだ。社交的になれ。」
山田「わかりました。」山田は男に言われるがまま、外に出た。山田は男に提案した。「そういえば、公園にいったら、話たがっている人びとがいて、その人びとと会話した経験がある、公園に行ってみよう。」
男「よくわかっているじゃないか。でも、その前に、さっきの高校で練習してみよう。」
山田「えー？ 高校生を攻略するのー？」
男「そうだ。練習だから別にいいんだよ。」
山田「はぁ。練習ねえ。」さて、山田は、男が見つけた、怪鳥を飼育している高校に出向いた。怪鳥を飼育している高校は、怪鳥バトル大会や、怪鳥レース大会、怪鳥借り物競走大会など、怪鳥をだしにした、イベントを、たくさん揃えていた。あと、怪鳥の丸焼きとか。今、怪鳥高校は、イベントの準備をしており、勉強はしない状態になっていた。さて、山田がフラフラしていると、ある生徒に山田は言われた。
「山田じゃないか。ちょうど良かった。神の箱を持ってきてくれ。」
山田「神の箱。」
男「そうだ。」男子生徒だった。彼は説明した。「神の箱は今、他校にある。前田という名前の高校だ。」
山田「前田に行けばいいの？」
男「そうだ。」山田は前田に向かった。男は山田についていった。山田は前田の、事務員に要件を話した。
「神の箱を受け取りに来ました。」
事務員「ちょっと待っていて下さい。」事務員は、神の箱が現在どこに所在しているか、探した。それから見つかったので言った。「引き渡しますので、私についてきて下さい。」さて、事務員に山田と男がついていくと、女がいた。女は山田たちに言った。
「神の箱を受け取りたいか？ 私に勝負で勝たなきゃならないぞ。」
山田「一体どうするんだ？」
女「コミュニケーション力で勝負だ。」
山田「それなら私の負けだと思うが、」
女「負けを認めるな。戦場で負けを認めれば、死が待っているのだぞ。では、勝負開始。とりあえず会話を繋げれた方が勝ちだ。そうだな。なぜ神の箱を欲しているのか言え。」
山田「なんか、うちの学校の男子生徒に、神の箱もってこいって言われた。」
女「そうか。神の箱を何に使うつもりだ？」
山田「もってこいって言われただけだから、何に使うのかなんて知らないよ。」
女「そうか。神の箱は、儀式に使うのが普通だ。他に、王の即位式に使う場合もある。王の即位式をする気だな？」
山田「いや、それはちょっとわからないけどな。」
女「私も早く王になりたい。」
山田「私は早く人間になりたいぞ。」
女「そうか。つまり未だ人間では無いのか？」
山田「人間だけど、ちゃんとした人間にはなりきれてない。成人ではない。」
女「確かに我々は未成年だな。」
山田「そういう意味ともまた異なるのだが、まあ、そういう側面も確かにある。」
女「王には早めに即位すべきだが、高校生活は、満喫しておいた方がいい。」
山田「漫画喫茶の事だな。」
女「そうじゃない。満喫・・・どういう意味だ？」
山田「あいにく私は、学生程クソな時間や業務は無いと思っている。さっさと卒業したい気持ちで満杯だ。給料第一出ねえし。出ない割に業務内容ハードだし。ロクなもんじゃねえな。」
女「そうか。それは残念だ。ま、私も他人にはそういうが、自分では、確かにお前同様、学生とかクソ喰らえだと思っているがな。内外双方の意味で。」
山田「内外双方とは、どういう意味だ？」
女「外。つまり、外部から見て、学生程厄介でうざくて扱いずらいモノは無いという事。内、学生を実際やっていて、非常に苦しいという事。」
山田「そりゃ大変だな。」
女「そういう事だ。あとなんかあったかな、えーっと、お前名前なんだ？」
山田「山田だ。」
女「お前を仲間外れにしてやろう。した。お前とはもう口をきかない。」
山田「お前の負けだ。」
女「は！ しまった。今のは取り消しだ。山田と言ったな？ お前を子どもにしてやろう。」
山田「出来るモンなら、もう一度戻って人生やり直したいところだけどね。してくれるなら助かる。」
女「言ったな？ お前はもう子どもだ。子どもは、強制労働しなければならないっ！ さあ、こっちに来るんだ子ども。」
山田「おかしいな。そんな強制労働する程の労働があるはずがない。」
女「ある。工事現場の労働者だ。」
山田「嫌だ・・・子ども嫌だー！」さて、女は、山田を、この校舎にある、倉庫室へと連れて行った。男は言った。
「お前、そこの女、」
女「あん？」
男「私の妹になれ。」
山田「お前頭にうじでも湧いてしまったのか？」
男「子どもは黙ってろ。」
山田「くっ。」
女「そうだな、条件次第では、なってやらない事も無い。山田、お前とは今もまだ勝負の最中だ。しかし、一方で、この倉庫に、神の箱は眠っている。」
山田「おおー。ゴールまで辿り着けそうだ。」
女「強制労働と言ったが、実は、私には、それをお前にさせるツテは無い。」
山田「それは助かる。」
女「でも行う。」
山田「どっちだよ」
女「正確にいうと、お前をお縄につかせて、強制労働に投入したい気持ちで一杯だが、それをする事が出来ない。という、もどかしい気持ちだ。」
山田「女を攻略していったので、本心を話し始めた。」
男「そうだな。良かったじゃないか。」
山田「丸投げかよ。」
男「岩投げアタック。あまり良い本心では無いな。」
山田「全然よくない。私は強制労働なんか絶対したくないぞ。」
女「逃げてみろよ。」山田が逃げようとすると、女は、山田を掴んで離さなかった。女は山田に言った。「お前は私から逃げることは出来ないっ！」
山田「離せ！」山田はまだ本気をだしてなかった。本気を出せば彼女は魔法を使うだろう。女は言った。
「山田、交換取引と行こう。お前、私になついてみろ。そしたら、特別に許してやる。」
山田「私はお前に十分懐いている。懐いてなきゃ、強行突破しているだろう。私は既に懐いている。うん。」
女「何かが足りないな。」
山田「気のせいだ。満足するがいい。」
女「それじゃ満足する事にするか。」女は諦めた。こうやって諦めていくのだ。男は言った。
「山田はむしろ、私の方に懐いているはずだ。なぁ山田」
山田「もうそれでいいよ。」
女「よくない。私になつけ。」
山田「この男とは、二日間、寝食を共にした仲なんだ。今さっき出会ったばかりのお前とは違うんだ。」
女「その理論だと、寝食を共にする必要があるらしいな。」
山田「そういう事になるね。」
女「山田、私と付き合っておくと得だぞ。私はなにせ、クラスでは人気者だからな。」
山田「嘘つけ。」
女「嘘なんかついてない！ 本当だ！ 一部の人から人気があるんだっ！」
山田「どういう理由で人気があるの？」
女「聖書を暗唱出来ている辺りが。」
山田「言ってみろよ。」
女「我が魂よ、勇ましく進め。」
山田「それ本当に聖書の一部な訳？」
女「私は嘘をつかない。間違える事はあるが・・・。」
山田「では、一部の人の人数を述べよ。」
女「我がクラスは、３０人いる。」
山田「ふむふむ。」
女「そのうちの、１０人の人に好かれている。」
山田「１／３か。それだけ好かれていれば、人気者と言えると思う。」
女「私の勝ちだ！」
山田「そうだね。はいはい。」
女「お前は恥ずかしい存在だ。」
山田「ところで、早く、神の箱受け取りたいんだけどさ。」扉には鍵がかかっていた。女は山田に言った。
「私との問答で、私を満足させない限り、そこの鍵は開かない仕様になっている。さあ、私を満足させるがいい。」
山田「一体どうやればいいんだ？」
男「キスをしてみるんだ。」
山田「駄目だ。相手は高校生だぞ？」
女「性別の壁を感じないのか？」
山田「別に法律で禁止されている訳じゃないからな。そこに関しては。」
女「真面目なのか？ それとも百合なだけなのか？」
山田「別に法律で禁止されていないだけだ。」
男「そもそも言うが、キスぐらい挨拶だろう。旧約聖書ではそんな雰囲気だぞ。」
女「言われてみればそうだな。」
山田「誰に世襲させるか決める時に、ヤコブだかがキスしていた気がする。ヤコブじゃないかも知れないが。つまり結構重要なキスだ。」
女「死のキッス。」
山田「ハリーポッターで、看守が死のキスをしていた気がするなぁ。看守にキスされると、むしろ世襲出来なくなる。だって看守他人だものな。」
男「むしろ、あの話に出てくる看守は、人外の化け物だった気がする。」
女「女、お前、私と以前面識があると言ったらどう思う？ 答えなくていいぞ。どうせ、また嘘だと思うと答えるに決まっているからな。」
山田「嘘だと思う。」
女「ところがどっこい、実は面識があるのだ。あの時私とお前は、キスをしていた。」
山田「嘘だな。私は実は箱入り娘で、最近外に出てきたんだ。」
男「嘘つくなよ。お前公園を散歩している時に、私と出会っているじゃないか。」
山田「そういう事言っちゃ駄目だから。」皆嘘つきすぎである。「女、お前のそれもどうせ嘘なんだ。みんな嘘つきだからな。」男は言った。
「では、私と今キスする事で、そのキスを無効化させる。」男は、山田にキスを迫ってきた。山田は言った。
「何をする。」しかし、キスで口が塞がれた。山田はしばらくたってから逃れた。山田は言った。
「妊娠したらどうするんだ。」
男「何ふざけた冗談言ってるんだてめえは。」
山田「そこまで言わなくてもいいじゃないか。」
女「何遊んでいるんだ？ 腹部ががら空きだぞ。」
山田「いつからボクシングに競技が変更されたんだよ。」
女「数度私は、お前とキスをしている。い一回目のキスは、私が、高い場所から落ちた時、お前が私を受け止めた時だった。」
山田「そんなバカな。私にそんな反射神経・勇気・腕力 は 揃ってないはずだ。」
女「そうだ。私が落下したのは、椅子から落ちただけだからな。その時事故で、お互いの口がふさがってしまったんだ。お互いの口によって。」
山田「詩的表現をしたつもりか？」
女「ゆめゆめそんな事は思ってない。あとは、実は、私は、山田とその後、二年間、一緒の部屋で過ごした。」
山田「あれ？ なぜお前、私の名前知っているんだ？」
男「さっき言わなかったっけか。」
山田「えーっと・・・覚えてない。」
女「そういう事だ、私とお前は知り合いなんだ！」
山田「はぁ。」
女「反応薄いなっ」
山田「別に薄くない。普通の反応だ。で、２年間一緒に過ごしたんだ。いつの話？」
女「３年前の話だ。」
山田「覚えてない。（そもそも私は、年齢を今偽った姿をとっている。実年齢の私に対する嘘がおおいに含まれている発言だぞ。）とにかく、全部嘘だとしても、私と昔なじみでありたい、願望はわかった。願望が全てだとも言える。記憶よりも重要かも知れない。」
女「よし、そして、同じ部屋で過ごすうちに、私とお前は、何度かキスをしたんだ。」
山田「それも仮に本当の事としておこう。しかし、今それを言う狙いはなんだ？」
女「久しぶりにキスをしよう。」
男「私が先にする事にする。」
女「お前は引っ込んでいろ」
男「何ィ・・・一体山田のどこがそこまで格別だというんだ。こんな女どこにでもいるじゃないか。」
山田「失礼なヤツだな。天上天下唯我独尊だぞ。どこにでもいるとかそういうのは関係ない。」
女「ぶっちゃけ、私は山田とキスしたいだけだ。」
山田「ところで、嘘つき女、なぜお前は、私の名前を知っているんだ。」
女「さっき名前確認したじゃないか。」
山田「この頭は、すぐに忘れてしまう頭なんだ。」
男「山田は既に汚染されている。先程の私とのキスによって。」
山田「急に話を変えるな。」
女「いや、私のキスによって山田を浄化して進ぜよう。私はヒーローだ。」
男「お前も汚れる事になるだろう。」
女「そうやってヒーローは、自らの命を削りながら、人びとを助けて行くんだ。」
男「なんだその死生観は。かっこつけるなよ。」
女「いいや、かっこつける。」
山田「最初の登場の仕方がかっこよくなかったから、やっぱり今更かっこつけても、あまりかっこよくないと思う。」山田がぶつぶつ言っていると、女は山田にキスを繰り出してきた。山田は避けた。女は山田を捕縛して、キスを強要してきた。山田は受け入れる結果になった。女はキスを終えた。女は口を離した。彼女は言った。
「これで山田は浄化された。」
山田「まだその設定生きていたのか。はっきり言おう。こんな行為は、唾液を相手に移すだけの行為だ。ただそれだけだ。」
女「相手がｘｘだったら、大変な事になるかも知れないぞ。」
山田「調べてみよう。」唾液では感染しないらしい。しかし、一応唾液中にも存在すると書かれている。「何かもっと、前向きな効果は無いのか？ 唾液の交換には。」
女「歯周病が移る。」
山田「嫌がらせじゃないか。それじゃあ。」
女「だから重要な時以外にはしてはいけない。」
山田「なる程。」
女「今は重要な時で、するべきタイミングだったんだ。わかったな？」
山田「はぁ。そういう事にされてしまった。」さて、女は言った。
「では、山田はミッションをクリアしたので、この扉を普通に開いてやろう。」女は、鍵をだして、扉を開いた。扉は開いた。女は部屋に入った。山田も続いた。男は最後尾になった。さて、女が案内すると、案内した先には、神の箱が３つ置いてあった。女は言った。
「あなたは、どの神の箱を選びますか？ 一つは、金属製の神の箱、一つは、大きな神の箱。一つは、小さい神の箱です。」
山田「えーっと。神の箱ならどれでもいいと思う。」
女「さあ選ぶがいい。」
山田「軽いのにしよう。」山田は、小さな神の箱を手にとった。神の箱は木製であった。木製で、手のひらに収まるサイズであった。
女「さあ行くがいい山田。もう私とお前の要件はこれで終了だ。」
山田「急に冷たくなるなよ。」
女「そうか。私とのキスでそこまで喜んでしまったのか。なんというか、チョロい身体の持ち主だな。」
山田「高校生がそういう事言うのはやめておけよ。」
女「さて、話のオチもついた。」
山田「ついたのか？」
女「学校は今日はもう終わりだ。私にもし会いたいのであれば、明日以降来るがいい。」
山田「うん。」
男「何仲よくなっているんだよ。私との絆は忘れたのか？」
山田「ああ、牛乳飲んだり、家で一緒に過ごした仲だったね。」
男「忘れたというのか？」
山田「覚えているけど、そんな格別な事だとも思ってない。」
男「そうか。私はどうも、無味乾燥すぎるらしいな。存在感が足りないと言っても過言ではない。どうやれば存在感が出せるんだ・・・？」
山田「ところで、友達が出来るのは悪い事だとは思わない。」
女「それが仮に私でも。」
山田「うん。」
女「肯定する事によって、私に対しちょっと失礼なニュアンスが混じったんだ。気づいたか？」
山田「気づいた。」
女「そしてその失礼さも肯定してしまうというのか。」
山田「うん。」さて、山田は踵を返して、学校から立ち去った。山田が学校に戻ると、山田に仕事を依頼した、男性生徒がいた。男子生徒は、山田に言った。
「例のモノは？」
山田「これだ。」山田は、神の箱を彼に渡した。彼は言った。
「ありがとう。」そして去っていった。山田は言った。
「手元には何も残ってない。」
男「山田、これで私が、お前を見捨てたらどうなると思う？ 私が見捨てない事を私に感謝して、私に対し３度土下座しても構わないぞ。」
山田「相手に土下座を要求する友達は嫌だなぁ。」
男「恋人だ。」
山田「恋人でも嫌だなぁ。別に恋人じゃないし。」
男「そうか。まだ恋人じゃないのか。一体いつ恋人になれるんだろうな。」
山田「まだ出会ってから一週間程度しか経過してないじゃん。」
男「お前は悠久の時でも生きているのか？ 実際はすぐ死んでしまう人間の癖に。」
山田「それもそうだね。」
男「もっと焦るがいい。」
山田「うん。」


男はある日山田に言った。「さあ山田、私への忠誠心を顕すんだ。」
山田「ふむ？ 忠誠心？ 土下座しないって言ったばかりだよね。」
男「忠誠心はこうやって表される。つまり、自分の身体を料理して、私に対し献上するのだ。」
山田「ありえなくない？」
男「引くなよ。」
山田「普通そんな事言われたら引くよ。」
男「山田の癖に、普通を語るな。これは、来たるべき試練の道に必要な措置なんだ。」
山田「私を食べようとするな。」
男「今は我慢してやろう。しかし、いつかは食われる時が来るぞ。しかもそれは、私によってではない。より大いなるモノの意思によってだ。大いなるものは、今度私が紹介してやろう。」
山田「嫌だなぁ。そんな変な人と付き合うのは。」
男「これは運命だ。運命から逃れる事は出来ない。」
山田「嫌な運命だなぁ。」
男「迫害は試練だ。」
山田「はぁ。」
男「そして神の国に近づくのだ。」
山田「はぁ。」


男「まだ紹介しない。」
山田「ふむ。誰を？」
男「私の知人を。」
山田「はぁ。」
男「そして、決戦の舞台へ、私と愉快な仲間たちを伴って向かう。」
山田「何か危険な事をするのか？」
男「怯えるな。迫りくる運命から逃れる事は、どっちみち出来ない。ならば、運命に立ち向かわなければならない。」
山田「はぁ。具体的に何をするのさ？」
男「ビルを占拠する。」
山田「テロ活動か。」
男「愚民共から見れば、そう映るかも知れないが、」
山田「愚民からの視点は大事だぞ、ほとんどの人が愚民に所属しているからだ。」
男「プロから見ても、テロ活動に見えると思う。」
山田「なぜそんな事をしなきゃいけないんだ？」
男「我々の死期が迫っている。死を超越せねばならない。このテロ活動を、」
山田「自分でテロ活動って言っちゃったよ。」
男「占拠活動を成功させる事で、死を逃れる、それが目的だ。さあ行くぞ。」
山田「もはや、金の為だとか言ってられないのか。」
男「そうだ。」
山田「計画を聞かせてくれ。」
男「こうだ。まず、仲間と落ち合う。」落ち合った。男は名乗った。「私は、山本という名前だ。」さて、男の知り合い、やってきた男の知り合いは言った。
「私は、松本と言います。」山本は言った。
「さて、実行メンバーは、私、山田、そして松本の３人だ。」
山田「この３人だけで、ビル占拠を出来るのか？」
男「アイテムも使う。」
山田「見せてくれ。」
男「その仕掛けを施す為に、そのビルのそばに行くぞ、今日は仕掛けを施すだけで、実際には何もやらないからな。くれぐれも注意しろ。」
山田「わかった。」３人は、ビルへとでかけた。男は、ある祠の前まで来た。男は言った。
「この祠が、そのアイテムだ。」
山田「これがどうかしたのか？」
男「この祠を使い、ビルの中の人びとを殺す。それから押入る。」
山田「ついに殺人に手を染めるのか。」
男「案ずるな。殺人自体への、看守からの規制の度合いは低い。」
山田「わかった。」
男「それに、もしなんなら、邪魔だから殺す のではなくて、邪魔だから、他の場所に、ワープさせる でも いいぞ。」
山田「安全な方にしてくれ。」
男「そうするか。」男は、祠の設定を弄った。「この祠は、地下にある、龍脈へと続いている。その龍脈は、ビルの中にも通じている。その龍脈を使い、ビルの中の人びとを、ワープさせる。」
山田「ふむふむ。」
男「あとは何かあるかな。」
山田「そういえばお前、山本という名前だったな。」
山本「そうだが。」
山田「男呼びにすっかり慣れてしまった。」
山本「別に男呼びでも構わんぞ。」
山田「そうさせてもらおうかな。」
男「そして、これの設定を済ませておくか。」
山田「これの設定？」
男「無線通話だ。これで、勝負中お互いにやりとりする事にしよう。」
山田「えーっと、私達が勝負するのではなく、ビルの相手と勝負するんだよね。」
男「そうだな。」さて、男は、設定を始めた。その通話は、えーっと、インターネットを利用して、チャットルームみたいなところから、そこのルームに入っている人の間で、通話出来るようなシステムだった。それを無線通話と呼べるのかどうかだが、私にわかるわけがない。とにかく、同じルームに入った人びと同士の間で、通話出来るのであれば、条件を満たせるが、あるいは、別に、自分たちだけの回線を持っていても、いいのかも知れない。どっちでもいい。とにかく、自分たちだけで話せるのが重要である。そんな通話方法だった。さて、ビルの下見に来ていたら、ターゲットを発見した。相手の名前は、安本だった。男は山田に言った。既に、３名は散解しており、通話での、会話となっていた。松本はまず、男に言った。
「おや、安本がいる。」
男「安本だ。山田、安本は仲間だ。」
山田「じゃあいいじゃないか。」
男「安本には、潜入捜査を行ってもらっていた。」さて、結論から言って、今回の、ビル占拠作戦は失敗した。男と山田は、家に逃げ帰る事に成功した。山田は男に言った。
「ところで、お前なんていう名前だっけか？」
男「山本だ。」
山田「山本、私はビル占拠すら出来ない。」
男「どうもそうらしいな。お前だけ駄目なら、出来たと思う。私も駄目だった。当分、ビル占拠はお預けにしようと思う。」
山田「他に何か作戦があるのか？」
男「今は、とりあえず、頭を冷やす為に、ゲームしようか。」
山田「ゲームするのが関の山か・・・」
男「そうかも知れないな。天は大したものを我に与えなかった。そうだな、映画でも見に行かないか？」
山田「映画なんか見なくても、Abemaで、アニメでも見ていようよ。」
男「インドアだな。」
山田「余計な金かけるべきではない。」
男「では、海でも見に行こうか。」
山田「いいね。よい飛び降りのスポット探そう。」
男「そんなスポットそこらへんの海辺にいくらでも広がっているぞ。砂浜じゃない地形は多い。」２人は海を見に行った。山田は道中で言った。
「ところで、松本って一体誰なの？」
男「松本は、私より多分、戦闘に向いている男だ。松本は潜入捜査が得意だと自負していたが、戦闘もやろうと思えば出来ると思われる。口だけの私とは異なる。」
山田「そっか。」さて、２人は一旦海まで戻った。男は言った。
「そういえば、女子高校生一人を、恋人にするミッションを忘れていた。」
山田「あれ？ 私がそれを男性に対し行う事になってなかったっけか？」
男「そういえばそういう話だったな。すぐ忘れるからな、この頭は。」
山田「それは私のセリフだったセリフだ・・。」
男「では、手分けして、どちらがより多く恋人を作れるか勝負してみようか。」
山田「よし。」２人はまた怪鳥高校に行った。山田は男と離れてさまよっていた。すると、男がいた。山田はその男に声をかけた。「やあ、平安あれ。」
男「平安あれ。」
山田「私と付き合って下さい。」
男「いいですよ。」
山田「よし。」さて、山田は、期限の時間が来ると、集合した。男は手ぶらだった。男が２人出てきたので、山本の方は山本と呼ぶ事にしようか、それとも、両方とも男と呼ぶべきか。山本は言った。
「おや、男を捕まえた様子だな。」
山田「うん。」
男「誰ですか？ これは？」
山本「山本と言います。趣味はゲームです。」
男「何のゲームやるんですか？」
山本「そうですね。恋愛シュミレーションゲームですね。」
男「そっか。もっと強そうなゲームはしないのか？」
山本「強そうなゲームというと？ ゲームの趣味からして、私はいかにも弱そうだな・・・今思ったらそうだ。戦闘とか向いている訳がない。」
山田「ショボーンだね。」
山本「あなたは強そうなゲームとかするんですか？」
男「いや、ゲームしないです。」
山本「そうだったのか。」
男「いや、間違えた。私も恋愛シュミレーションゲームします。」
山田「そうなんだ。」
男「実際の恋愛が出来る様で何よりです。ところで、あなたの名前を聞いてませんでしたね。しかし、私にはあなたの名前がわかる気がします。多分山田だな。」
山田「そうだ。」
男「私は竹本といいます。」
山田「竹本さんですか。」
男「山田さんは、急に現れた転校生だと、何か有名になっていました。顔が光っている謎の男性と一緒に行動しており、その男性しか、学校見学を認められていないという事で、割と目立ってましたよ。」
山田「そうですか。私自身の事じゃなくて私は目立っていたんだな。」
男「ところで、携帯電話は持っていますか？ 番号を交換しましょうか。」
山田「いいですよ。」山田は男の電話番号を教えて貰った。「電話番号の方が安全かな。」
男「確認のメールが届く。」
山田「そうそう。」
男「届きまくったら困るな。山田さんは、他人にそういう事伝搬させない人だと信じていますよ。」
山田「頑張ります。考えてみたら、私知り合いいないので、大丈夫ですよ。」
山本「孤独な人だったんだな。」
山田「私は孤独です。」さて、山田は自宅に戻った。すると、女がいた。この女は、先程の別の高校に居た、神の箱の番人をしていた、女とは別の女である。山田は女に言った。
「道を塞いでいる様子だ。」
女「そうだ。私を倒さなければ、先へは進めないぞ。」
山田「私はバトル展開は避ける事にしているんだ。なぜなら苦手だからだ。」
女「そうか。なら倒された事にしてやろう。お前の家まで案内する。」
山田「別に案内されなくていいぞ。」
女「私は実は、お前の家の隣の家の住人なんだ。隣の家の住人同士、仲よくしようじゃないか。」
山田「何が狙いだ？」
女「訴訟を起こさないようにお互いに調整するんだ。」
山田「あまり、隣人の家に足繁く通わない方がいいって、旧約聖書に書いてあった気がするけどなぁ。」
女「山田さん、あなたが来ているんじゃなくて、私が来ているだけだから、問題無いのでは？」
山田「そんなものかなぁ。」
女「ところで、恋人が出来たらしいな。」
山田「お前、なぜそのことを知っているんだ。」
女「お前の事は調べさせて貰った。監視カメラで監視しているんだ。」
山田「やめてくれ。」
女「本気で嫌がっているのか？ それとも、社交辞令で言っているのか？ お前の事は何でも知っている。社交辞令で言っているだけだ。」
山田「いや、本気で嫌なんだが。」
女「本気で嫌なはずがない、冷静に考えればわかるはずだ。私は、監視カメラで監視する程の、技術力を持っていながら、それをまだ、悪用していない。」
山田「監視カメラで監視する事自体が悪用なのでは？」
女「これは悪用とは言わない。カメラでとった映像を売る、おっと、誰も買わないか。」
山田「失礼なヤツだな。まあ買わないと思うけど。」
女「とかした時点で、悪い事な気がするけど、別にそれさえも悪くないという考えもあると思う。」
山田「そうかなぁ。」
女「とにかく、まだ私は収益を得てない。私はまだ悪くない。」
山田「はぁ。」
女「山田が付き合うとしている男の事はわかっている。名前は、岸本だ。」
山田「へー。」
女「岸本は、あまり女性とは積極的に関わらないたちだ。」
山田「そうなんだ。なんか、一人で所在なさげにしていたから、声をかけてみたんだけど、付き合おうって言ったら、一発でOKだったんだけどさ。」
女「そうか、岸本にすら気に入られた様で、ラッキーだったじゃないか。」
山田「どういう意味だ？ 岸本にすらって。」
女「岸本はアレでいて、結構攻略が難しい男だったりする。」
山田「そうは見えなかったけどな。飢えているんじゃないのか？」
女「でも山田お前、若いフリしていただろう。」
山田「そうだ。だって相手高校生だし・・・」
女「それが幸いしたんだな。」
山田「他の連中も高校生なんだが。」
女「しかし、私は岸本の事を、そこまで知っている訳ではない。私は岸本の趣味を知らない。」
山田「岸本は、恋愛シュミレーションゲームが好きだってよ。今日言っていた。」
女「え？ さすが恋人。そんな事聞き出すとは。」
山田「山本っていう男がいて、山本がした話の流れで聞き出す事になったんだけどね。」
女「山本。誰だ？」
山田「こっちは知らないのか。一緒にゲームしただけの仲だよ。」
女「へー。他にも親しい男がいたのか。でもその男とは付き合ってないんだな。」
山田「うん。牛乳を貰うとか、ゲーム一緒にするとか、それだけ。」
女「そうか。それは羨ましいな。お前貰ってばっかじゃないか。」
山田「そうだよ。私に得になる関係だから続けているんだ。」
女「現金なヤツだな。」
山田「私はそういう女だ。」
女「ああ。そうなのか。それはそれとして、ところで私は、男との付き合いがある。」
山田「私だってあるよ。山本とか、岸本とか。」
女「そうかい。しかしお前の友人とか恋人の事はどうでもいい。問題は私だ。私は今ヒマなんだ。だから、岸本を攻略する方法を、伝授したいと思う。暇つぶしに。」
山田「はぁ。」
女「私は岸本の趣味こそ知らなかったが、性癖は調べたんだ。」
山田「高校生・・・というか、R１８に対し何をやっているんだ。お前は。」
女「岸本の性癖は、一途に思われる事だ。つまりだが、山本の存在は邪魔だな。」
山田「岸本の細かい事情にまで付き合ってやろうとは思わない。それに山本と私は、別に恋人じゃない。」
女「それと、岸本は、どうも、お前の隠された秘密を暴きたいらしいぞ。」
山田「私の秘密だって？ そんなのたくさんあるよ。」
女「あるんだ。」
山田「一杯ある。公開する気は無いけど。墓まで持っていく事になるのは寂しいと正直思っている。」
女「では岸本にいえばどうだ？ 言うとモテるぞ。」
山田「なんか公開しても差し支えなさそうな事実を考えておく。」
女「たとえばどんな？」
山田「お前には言わない。」
女「山田と私の支援度はまだ低いな。」
山田「支援度って、ファイヤーエンブレム以外に、使う機会あるのかな。ところで、お前と私って、今会ったばかりだから、支援度低くて当たり前だな。」さて、そこに、山本が現れた。山本は言った。
「おや、作戦会議中だね。」
山田「山本・・・」
女「おや、えーっと、誰だったかな。」
山田「これが山本だ。」
女「山本って誰だ？」
山田「この男だ。この男には牛乳を飲ませて貰った事がある。」
女「牛乳ってもしかして精液の事か？」
山田「お前の耳はおかしい。そのままの牛乳だよ。CGCとかそういうロゴで売っている普通の牛乳の事。」
女「なぜ山田に牛乳を与えたんだ？」
山本「背が伸びるかと思って与えてみた。」
女「そうか、山本の存在には、これ以上突っ込まないで、話をすすめる事にする。あとはそうだな、調べてみたんだが、岸本は、頼りがいのある女を求めてるらしい。」
山田「私は保証人ぐらいはやってやろうと思っているが。」
女「その事は言っておいた方がいい。」
山田「言っておくか。ところで、電話番号交換したから、ショートメール送れる状態になってんだ。」山田は、岸本に対し、連帯保証人やってやってもいいと、メールを送った。


女「あとは、」
山田「お前なんで、そんなに岸本の事と調べているんだ。」
女「３ヶ月前に、占いをしてみたんだ。そしたら、岸本の事を調べると、金運が上昇すると出たんだ。以来調べている。さて、他にも調べたんだが、岸本には、悩みがあるらしい。その悩みを解消してやると、きっと喜ぶぞ。」
山田「脱毛症かな。」
女「そんなショボい悩みかなぁ。」
山田「まだ１７歳なのに脱毛したら、悩む気がするけどなぁ。でもだとしたら、私が魔法使って、脱毛症を止める事になると思うけど、魔法使いましたとか言って、恩売る事は出来ないな。恩売れればなんでもいいのか？」
女「そうだ。」
山田「ハンバーガー、いや、マクドナルドは禁止しているので・・・ケンタッキー奢れば、恩売れるな。それでいこう。」
女「いいんじゃないの？」
山田「チキンだけにする。そうすれば、糖質制限の恩も売れるからな。」
女「なる程。岸本は別に太ってないけどな。」
山田「将来太るかも知れない。今から対策をしておいた方が、恨まれずに済む。」
山本「ところで、山田、お前は、この女も攻略すべきだ。」
山田「今攻略中だ。」
女「私の鉄壁の牙城は崩せない。」
山本「アドバイスをしてやろう。何か本音を言ってみろ。」
山田「そうだな。消費税は減税されるべきだ。誰もそんな話言わないけど。」立憲民主がどう言っているか調べてみよう。消費税下げるとは言ってない。枝野幸男のオフィシャルサイトで見てみたが。「駄目だな。」
女「・・・お前の言うとおりだ。」
山田「そうだろう？ 消費税高いと困るだろう？」
女「困る。」
山田「自民党の方はいちいち見ない。消費税１０％にしたの・・・えーっと、誰だっけ。覚えてないんだよな。もしかしたら、アレかも知れないんだが。自民党じゃなくて。しかし、消費税は多分、１０年以上１０％で推移しているはずだから、今更自民党が下げる期待はしない方がよくて、むしろ、上昇させられる危険性を憂慮しなければならない。」
女「まあいいや。話を戻そう。」
山田「戻しちゃうのか。」
女「戻しちゃう。岸本の性癖の話をしていたな。確か岸本は、えーっと・・・何か打ち明けると良かったんじゃないっけか。」
山田「では、消費税減税すべきだって話をする事にするけど。」
女「ではその計画でいこう。」
山田「他には？」
女「山田の事を好きな女がいるはずだ。」
山田「私だな。」
女「どういう意味だ？」
山田「うぬぼれているという意味だ。」
女「ではそういう事にしておいて、じゃあ、山田の事を好きな男もいるはずだ。」
山田「山本の事だな。好きな相手にじゃなきゃ、牛乳をおごったりしないからだ。」
女「ではそういうふうに処理しておこう。」
山本「目の前に私がいる訳だが。」
女「岸本とは仲よくなれたか？」
山田「ごめん。私は記憶がよく飛ぶんだ。まだ、出会って一日目だと思うが。」
女「そうか。一日目で好感触ならいいじゃないか。」
山田「違いない。」
女「さて、そろそろ雑談を終わらせるとしよう。では、岸本によろしく。」
山田「本気か？」
女「本気じゃない。私が岸本をマークしている事は、岸本には言わないでくれ。」
山田「わかってるよ。」
山本「山田、お前は多分、あの女ともっと親密になるチャンスがあったぞ。」さて、女は、山田の元から去っていき、自分の家に入っていった。山本はその女を見送りながら言った。
山田「お前と既に親密になっているから別にいいや。」
山本「お前は消極的だからいかん。」
山田「そうかな。私確か、お前の家に侵入していった気がするけど。」
山本「違う。確か、私がお前を家に連れ込んだんだ。私の方が積極的だ。」
山田「そうだっけか。記憶が曖昧なんだよな。」
山本「国会の答弁で大変な事態になるだろうな。お前が閣僚だったら。」
山田「だから私は東京に行かないんだよ。国会議員になったら困るからね。」
山本「野党ならいいんじゃないか？」
山田「んー。そうかもね。」


山本は、ある日、山田の家に入り込んできた。山本は寝ぼけている山田に言った。
「服を買いに行くぞ。」
山田「なんで？」
山本「私がおごってやるって言っているんだ。」
山田「なら行く。」山田は服を買って貰った。山本は説明した。
「この服は、岸本とのデートに着る服だ。」
山田「ははー。なる程ね。では、１７歳の姿で会う事になるから、なんか１７歳風の服の方がいいね。」
山本「そうだな。」山田は１７歳に変身した。それから服を買った。さて、ショートメールで連絡を取った。岸本は言った。
「では、１０時に、ｘｘで会おう。」
山田「ではそういう事でよろしくお願いします。」
岸本「会って何する？」
山田「公園を散歩しよう。」そういう事になった。さて、山本もついてきた。山田は自転車に乗った。山本も自転車でついてきた。山田は言った。「なんでついてくるのさ。」
山本「私の事は背後霊と思っていればいい。」
山田「ちょっと待って。」山田は、岸本に連絡した。「山本がついてくるけど、山本の事は、背後霊と思っていればいい。」
岸本「山本って誰？」
山田「私の知り合いの男。」
岸本「ふーん。了解。」さて、話はまとまった。山本は言った。
「私をくっつけているとお得だ。記念撮影を行うからな。」
山田「写真とかそんなにいらないけどね。かさばるので。」
山本「インスタグラムとか、そういう風なところにアップロードすればどうだ？」
山田「写真とられるの嫌なんだよなぁ。」
山本「顔に自信が無いからか？」
山田「はっきり言ってそうだ。よくわかっているじゃないか。」
山本「顔だけ修正すればどうだ。」
山田「怖いな。その写真。あと面倒だ。」
山本「私が顔に修正を入れてやる。安心しろ。私はそういう事をする為に生まれたんだと思う。」
山田「私の背後霊をする為に生まれたのか・・・。私は果報者だな。ところで山本は、顔に自信が無いから、顔を光らせて、顔を隠しているのか？」
山本「そのとおりだ。私の素顔を見たらお前らは卒倒するだろうな。シュモクザメみたいな顔しているから。」
山田「そりゃスゴイな。逆に見てみたい。」
山本「シュモクザメとライオンと、ホヤを足して、３で割った様な顔だ。」
山田「それは恐ろしい顔だろうな。」さて、ｘｘに到着した。山田は感想を述べた。「ビジネス街だ。」
山本「そうだな。公園を散歩する約束だったな？」
山田「そうだ。公園はちょっと遠くにある。」さて、岸本がいた。山田は岸本に言った。「やあ、岸本、平安あれ。」
岸本「平安あれ。では早速公園に行こうか。」
山田「そうだな。」
岸本「ところで、山本さんは、そちらの方かい。」
山本「そうだ。私の事はスルーして貰って構わない。」
岸本「ではそうさせて貰います。」岸本は歩き出した。岸本は言った。「ところで、私の服装をどう思いますか？」
山田「えーっと、岸本って感じだな。あまり君の事知っている訳ではないが。」
岸本「そうかい。」岸本は、変な柄のTシャツを着ていた。交通標識みたいのがかいてあるTシャツを。山田は言った。
「実は私も、岸本君と会う為にわざわざ服買ってきたんだ。そういや山本が買ってくれたんだった。」岸本は、山本を見つめた。岸本は、山本の年齢を判定させようとしたが、わかったのは身長くらいであった。１７０ｃｍだった、腰は曲がってないので、そんなに極端に老けている訳ではなさそうだが、あとの事はよくわからない。顔が輝いており、その輝きが、山本の年齢特定を阻害する。岸本は山田に言った。
「２人はどういう関係なんですか？」
山田「牛乳とか服とか奢って貰える。」
岸本「援助交際をしている訳ではない？」
山田「私は１７歳だから、１８禁な行いはしない事にしている。山本に下心がある可能性は否定出来ないが、山本は一方的に貢ぐだけの男だ。今のところ。」
山本「確かに私ってそうだよな。何が楽しくて生きているんだろう。我ながら。」
岸本「なる程。１８禁な行いはしない事にしているのですか。」
山田「ああ。真面目だからな。」
岸本「私も真面目を尽くす事にします。」
山本「シャッターチャンス。」山本は写真をとった。「こんな事が楽しみで生きているのさ。」さて、３名は、公園に移動して、公園の中を歩いた。公園には、木が植えてあった。カラスが鳴いていた。雀が鳴いていた。鳩がいた。そんな公園であった。岸本は山田に言った。
「ところで、山田さんの服装は、美しいな。」どういう服装かはご想像におまかせする。山田は答えた。
「確かに、私の顔の割にはキレイな気がする。自分で選んだんだが。ただ、山本も似たような服はおしていたんだ。」
岸本「白と黒のコントラストが美しいな。」
山田「値段は安かったんだ。もともと持っていたのに追加しただけだからね。いいのが売っていて良かった。安売りで。支払いは山本がしたんだけど、相手が山本とはいえ、散財させたくないからね。」
岸本「白と黒で構成されており、身体のラインが浮き上がらない感じの服装だな。」
山田「そういう服装に覚えがあって、そういう服装で押し通す事にしているんだ。私ヒラヒラしたのは好きだからね。」さて、公園をしばらく散歩したあたりで、岸本は言った。
「ところで、ここには、鳥しかいない。」
山田「それが狙いだったんだ。私人間嫌いだからね。」
岸本「私も別に特別好きではないが、デートしている雰囲気を出す為に、ガキ・・・ではなく、お子様が親御様と、連れ歩いている場所とか、散歩したいと思うんだが。」
山田「私はお子様嫌いなんだが・・・。」
岸本「なんだろう。Trial by fireだ。」
山田「意味が違う気がするなぁ。」岸本の理論に基づき、岸本は、子どもがいそうな場所に移動した。母親が、子どもを遊ばせている様な公園に来た。そこには子どもがいた。山田は遠巻きに見ていた。岸本は、子どもや母親と接触を試みていた。山田は遠巻きに見ていた。岸本は、子どもに言った。
「私と遊べ。」
母親「あなた何なんですか？ 警察を呼びますよ。」
岸本「沸点低くないですか？」
母親「警察を呼ぶのが好きなんです。」母親は早速１１０番した。「もしもし？」岸本は逃げ出した。
「クソっ！ 山田さん！ 全然話にならないぞ！ どういう事なんだ！？」
山田「アレが子どもと母親です。」
岸本「こっちへ来るんだ！」
山田「いくけど、そっちに何があるの？」
岸本「こっちには、カップルがよくいる公園があるんだ。」
山田「その方が明らかにマシだな・・・」山田は以前より子どもが嫌いになった。山本は、そんな岸本に言った。
「所詮顔のある人間は駄目だな。お前ぐらいの若者でも即時通報とは。」
岸本「ええ。あなたが羨ましいですよ。あなたならきっと通報されないでしょうね。顔無いから。」顔が無い方が幸せである。さて、恋人が集まっている公園では、何故か、紙芝居師がいた。岸本は提案した。
「紙芝居を見てみよう。」
山田「そうすっぺか。ところで、確かに、カオナシの年齢は不詳だな。」
山本「そういう事だ。永遠の命を手にしている。」さて、２人は、ベンチに座った。紙芝居師の顔は隠れていた。山本は岸本に言った。「ところで、岸本氏、ゲームやりたいと思わんか？」
岸本「ああ、実は、ゲーム原作のアニメがあって、そのアニメ見たいと思っているんだ。」
山田「それはどこでやってるの？」
岸本「DVDだけで販売されている。」
山田「へー。」
岸本「山田さんは、どういうアニメが好きなんだ？」
山田「アニメはよくわからないけど、シベリア民話だと、「きこり」が好きだな。「ぎょうせい」の「モンゴル・シベリア民話」の。」
岸本「私は、ゲームは、恋愛シュミレーションゲームやるんだ。その恋愛シュミレーションゲームが原作になっているアニメが、DVDだけで販売されているんだ。それを見たいんだよ。」
山田「「きこり」に 出てくる男は、謎の男で、とにかく正体不明なんだ。多分若いとは思うけど。そこがちょっとかっこいい。」
山本「紙芝居の人、その紙芝居は、どんな話なんですか？」
紙芝居「今用意するから待っていてくれ。内容はともかく、私の滑舌は素晴らしいから、それをとりあえず聞いてくれ。」
山本「ああ。なる程。そういう事なのか・・・」
山田「滑舌いいのは羨ましいな。」
山本「ところでさ、山田、岸本、お前らはデートしているのか？」
山田「お友達です。なぜなら、まだ１７歳だからです。」
岸本「そうだな。１７歳は強制的にお友達にならざる得ない。」
山本「私は年齢不詳だから問題ない。」さて、紙芝居が開始された。確かに紙芝居師の、滑舌は良かった。内容は、どっかの話をそのまま持ってきた話であった。内容は民話であった。ロシアの民話だった。絵も彼が書いていた。声で、男という事だけはわかった。山田は感想を述べた。
「滑舌が良いと思いました。」
男「では、金をくれ。」
山田「はい。」山田は５００円だした。男は受け取った。彼は言った。
「まあ、こんなものか。」さて、岸本と山本は、各々２００円支払った。男は再度言った。「まあ、こんなものか。」男は言った。
「オリジナルストーリーもあるんだ。これも上映してやろう。」
山本「ほう。見せるがいい。」
男「では開始。」どういう内容かというと、内容は、恋愛シュミレーションゲームだった。主役は男で、恋人役は女だった。女は、男に、愛の告白を行った。そんな感じだった。さて、３人が紙芝居を見ていると、なんだろう、岸本の知り合いが声をかけてきた。女だった。
女「あ、岸本だ。」女は３人いた。
女「おい岸本。何やってんだ？」
岸本「おや、種田たちじゃないか。平安あれ。」
女「平安あれ。」
岸本「紙芝居を見ていた。」
女「その女は誰だ？ あとその男は？」
山田「山田という。」
山本「山本です。」
岸本「友達だ。」
女「ほー。そんな友達がいたのか。初耳だな。」
岸本「ああ。だってこないだ知り合ったばかりだからね。」
山田「会って二日目だ。」
女「会ってたった２日のヤツを、本当に友達と言えるのだろうか？」
岸本「言える。」
女「そうか。それは残念だ。私は私の方が、お前と親しい友達だと思っていたのに。」
岸本「こう思う。大体皆人は平等であると。つまりだが、一番親しい友達とかいないんだよ。多分。」
山田「そんなものかな。」
岸本「山田は連帯保証人になってくれるって言ったんだ。そういう要素が大事だ。」
女「そうか。私も連帯保証人になる事にする。Walk with me in hell。」
岸本「まあいいや。ヒマなら紙芝居でも見ていかない？」
女「そうしようか。」６人は紙芝居の続きを見た。


さて、その後、山本は山田に言った「何故、岸本とキスしないんだ？」
山田「え？ １７歳だから。」
山本「しろ。」
山田「何故お前に命じられねばならないんだ。」
山本「もしお前と岸本がキスすれば、私は自宅の倉庫から、金塊を発見する。そういう仕組みになっている。」
山田「本当だな？ ならする。そして、その金塊の一部を私に分けろ。」
山本「よし。いいぞ。」
山田「３割分けろ。」
山本「いいぞ。」さて、山田は、岸本に提案しに行った。いく最中で女がいた。この女は・・・岸本の学校、怪鳥学校の女だな。女は山田に言った。「やあ山田、平安あれ。」
山田「平安あれ。お前誰だ？ もしかして、以前の、神の箱を守っていた女か？」
女「そうだ。」
山田「なんか用か？」
女「今日は、怪鳥祭りだ。」
山田「どうやらそうらしいな。」
女「お前は怪鳥の飼育委員らしいな。」
山田「そうだ。でも、飼育委員とは別に、レースで、怪鳥に乗るレーサーは存在している。私は今日餌を与えるだけだ。」
女「なんでも、普段お前学校来ないから、代わりに教員があげてるそうだぞ。」
山田「それはなんというか、私なんかを怪鳥の飼育委員に任命した、彼のミスだ。」さて、隣にいた人が、ゲロを吐いた。山田は、顔に吐瀉物を浴びた。山田は言った。
「なんじゃこりゃぁああ！！」
ゲロの人「すまん。酒を飲みすぎた。」
山田「１７歳らしからぬ事するな。」女は言った。
「山田、可哀想に、トイレに来い。洗ってやろう。」彼女は、山田をトイレにつれていき、そして、顔を水で洗った。そのあと、タオルを持ってきて、タオルで山田の顔を拭いた。さて、山本が、いつの間にか山田の横にいた。
「いい女じゃないか。」
女「おい、ここ女子便だぞ。」
山本「女に変装は出来ないから困ったな。」でも、山本の顔が見えてない事で、なんとかごまかせた。女は、山田に言った。
「何か悩みがあるらしいな。」間違えた、この女、この間の女じゃなかったな。今から差し替えるか。さて、神の箱の女は、そういう経緯で立ち去り、代わりに、隣近所の女がきた。さて、怪鳥祭りの時、高校は、一般人にも解放されており、隣の家の女は、高校に入り込んで、山田の横に今立っていた。彼女は別に、山本が、女子便にいる事を気にしなかった。女は、山田に言った。「私には見える。お前は何か悩みを抱えているはずだ。」
山田「悩まない人とかめったにいないと思うけどな。いるとしたら相当頭がよくて、シチェーション的に、自分がやりたい事が行える状態の、相当運がいい人だろうね。」
女「私に相談してほしい。何か力になってやれるかも知れない。」
山田「このあいだ会ったばかりの、ただの隣の人なのに、やけに親切だね。ま、ありがたいけどさ。そうだな・・・やっぱ消費税が、１０％なのは駄目だと思う。０％にしないと。協力してね。」
女「わかった。では自民党に私は投票しない。」
山田「ご協力感謝する。」
女「ところで、お前誰だっけか？」
山本「山本だ。ただの山田の知り合いだ。」
女「えーとねー、私は山田だけじゃなく、お前とも仲よくなりたい。」
山本「何言っているんだ。我々は既に友じゃないか。」
女「なんだって？ そういう返答をしてくるとは。」
山本「私は自分を愛してくれる人を愛する事にしている。」えーっと、岸本が現れた。岸本は言った。
「便所なんかにいないで、こっちに来てくれ。」
山田「おや岸本、平安あれ。」
岸本「平安あれ。」山田は、岸本の元へと行った。岸本は言った。「ではこっちに来てくれ。」
山田「ああ。」さて、すると、女が来た。この女は、えーっと・・・どの女か忘れた。女は、山田と岸本を見て言った。
「おや？ 山田。岸本と逢引か？」
山田「変な逢瀬ではない。普通の逢瀬だ。なあ岸本。私達は友達だろう？」
岸本「もちろんじゃないか。私も連帯保証人になってやる事を約束する。それぐらいの友人なんだ。」さて、さっきまでの女は、山田に言った。
「山田、なんというか、頑張れよ。」
山田「わかった。」この女は、山田が年齢を偽っている事を知っている。つまりだが、山田が年齢を偽証する技術を持っている事を知っている。まあそんな感じ。さて、岸本と山田は、場所を移し、誰もいない部屋に来た。岸本は山田に言った。
「ところで山田、話さなければいけない事がある。最初に会った時から気づいていたんだが、お前の背後に霊がいる。」
山田「霊？」
岸本「で、その霊は、払うんじゃなく、私の中に取り込む事にする。さあ、霊、こちらに来るんだ。」さて、彼は、引き寄せた霊を、自分の口の中に放り込んだ。「これで私の戦闘力は強化されたはずだ。」
山田「そんなものなのかな。」
岸本「どうしたんだ？」
山田「いや。これからも友達でいて下さい。」
岸本「いいぞ。」


さて、山田は家に戻った。山田が家で寝ていると、強盗が襲いかかってきた、強盗は、何故か、盗まずに、山田の命を狙ってきた。山田は、それらの野蛮人を倒した、その人びとは、山田に言った。
「もし、再び襲撃されたくないのなら、武術大会に参加しろ。日程と場所はこちらだ。」彼ら彼女らは、山田に手紙を渡して去っていった。山田はそれを読んた。それから、その武術大会に出席した。そしたら、３位になった。２位の人には、こっぴどく殴られた。しかし、３位になったので、賞金が手に入った。山田はその辺りで、山本に、金塊が手に入っているのかどうか、気になりだした。さて、武術大会の、主催者は、山田に言った。
「お前には、賞金１００万円を渡す。」彼は、１００万円、山田の口座に振り込んだ。山田は言った。
「よっしゃ！ １００万ゲットだ！」
主催者「そしてだが、この街にとどまって、この街の防衛に努めてくれないか？」
山田「嫌です。私は１００万円手にして、家に帰って引きこもります。」
主催者「えー？ 引きこもるためのスペースぐらい作ってやるからさ、無料で。」
山田「ならそうする。」山田は、主催者の好意で、そうして貰った。さて、山田がそうやって、そこで暮らしていると、山本が山田の元に、金塊を３割持って現れた。正確に言うと、彼は既に、金塊を換金しており、電子マネーに変換していた。彼は、山田に会ってから、換金した分の３割の額を、山田の口座に振り込んだ。山田は言った。
「くくく・・・はっはっはっは！ これで私は完璧に勝ち組になったぞ！ なんだこのチート人生は！？」
山本「軍資金に過ぎない。お前はこれから旅立ち、他の戦いに身を投じなきゃいけない。」
山田「嫌だ。私はずっとこの部屋に引きこもるんだ。」
山本「山田、恐怖をお前は知ったはずだ。お前は、ずっと同じ部屋に引きこもっていると、謎の敵から、敵襲を受ける定めになった。お前はもう逃げるしかない。逃げる事が、立ち向かう事なのだ。」
山田「じゃあ出かけよう。」
山本「敵のアジトの一つを知っているから、そこを攻撃してみようか。」
山田「了解。」２人は向かった。「ところで、敵はもしかして、看守なんじゃないのか？」
山本「多分看守の手先だろうな。」
山田「敵の正体は知らないんだ？」
山本「多分こうだ。看守が一人いる。この看守は、永遠の命を授かった看守で、老いる事はない。その看守の命令で、非看守の、戦闘員が動いている。」さて、２人が歩いていると、男が２人いた。男は２人に言った。
「ここから先は通るな。」
山田「やだ。」
男「お願いだから通らないで下さい。」彼は泣いてから、土下座して懇願した。山田は言った。
「事情を説明して下さい。」
男「ここを通られると、我々の村が全滅するからだ。及び、この村から逃走した、我々の一味がいる。その２人を、村に連れ戻さなければならない。せやないと、やはり、我々の村は全滅してしまう。２人を探してほしい。」
山田「金をくれ。全て金だけが物を言う世界だ。セックスがなければ、残りは金しかない。性行為するか食うかのどちらかだけだ。つまりだが、食う為には、金が必要だ。私は食いたい。故に金がいる。つまりだが、私に協力させたければ、金を支払う事だ。」
「では、連れてきたら、１００万出そう。」
山田「よし。」山田は、逃走した２人を捕まえて連れてきた。さて、男２人は、山田たちを、村につれていき、牛を一頭殺して、牛の丸焼きにして、山田たちをもてなしつつ、金を１００万円、山田の口座に振り込んだ。山田は言った。
「いっひっひっひ。これでますます、なんだろう・・・命が存える事になったぜ。」
山本「その笑い方は、悪人の笑い方だと思う。」
山田「悪人でもいい。金さえ手に入れば。」


さて、山田は、金を手に入れたので、家に一旦戻った。山本は助言した。「せいぜいもって、一ヶ月ってところだろう。ソレ以上は、逃げなければならなくなるだろう。」


さて、山田は、新たな潜伏先に来た。そこには、山本の知人がいた。山本の知人は、女だった。女は仏壇で、仏教の呪文を唱えていた。


調べてみたらこうだった。
かんじざいぼさつ ぎょうじんはんにゃはらみったじ しょうけんごうんかいくう


こんな感じらしい。あっらーふあくばる。あうーずびっらーひーみなっしゃいたーむにっらじーむ・びすみっらーひっらひまーにっらひーむ。


という事で、イスラム教の呪文の別バージョンみたいな感じだろう。他言語だから、呪文って扱いになってしまう訳だが、


女「かんじたいぼさつ ぎょうじんはんにゃはらみったじ しょうけんごうんかいくう。」女は言った。「さあ山田、酒でも飲むんだ。」
山田「ちょっと待っていて下さい。」山田は、外に出た。そして、アサリを買ってきた。そして、女から、酒を貰ってから、アサリの酒蒸しを作った。そして食べた。山田は説明した。「私は生酒は飲まない事にしています。」さて、山田は、山本のツテを使って、また別の家に避難した。全ては、看守の手先から逃れる為であった。さて、そこの家の主人は、山田に言った。
「私はこの家で死ぬ事にする。」
山田「Walk with me in hell。」
主人「地獄を私と一緒に歩こう。」
山田「そうだ。」さて、主人は、山田を幼稚園へ連れて行った。幼稚園では、人びとは歌を歌っていた。山田は言った。「こんな幼い時から、クソみたいな支配を受ける事になっている。この世はクソで塗れている。」 


さて、山田は、山本の家に行った。山本は言った。「そういう事だ。」
山田「何が？」
山本「たまには人助けをしてみないか？ 山田。」
山田「はぁ。どういう事？」
山本「相手は看守では無い、看守ではなく、個人的に、人びとを捕まえている人がいる。その人から、その女を奪ってくるだけの話だ。」
山田「しかし、その女の人を、奪ってから、我々が拘束していたら、結局同じ事なのでは？」
山本「無論解放するんだ。」
山田「しかし、解放したらまた捕まるのでは？」
山本「ピーチ姫か。」
山田「そうだよなぁ・・・変な女。」
山本「とにかく捕まりやすい性質を持っているらしい。
山田「では、保護するという名目で捕まえておいたらどうだ？」
山本「それはいいプランだな。」２人は、その女を盗み出しに行った。さて、その女は、顔が潰れていた。山本と山田は、女に延命処置を施した。女は衰弱していた。それほどまで衰弱していた。さて、女はある日言った。
「私の顔は醜い。顔を隠させて貰おうか。」
山田「ところで、我々の元から逃げる気にはならないのか？」
女「逃げるだって？ 私はお前らに養われているんだ。」
山田「ならいいや。」山田は鼻をほじった。さて、山本は言った。
「ところで山田、新たな商売方法があるんだが。」
山田「どうやるんだ？」
山本「薬を調合して売るんだ。」
山田「そりゃいいな。」漢方薬であった。３人は、山に薬草を探しにでかけた。そして、薬草を乾燥させてから、売る事にした。そして売って金を稼いだ。さて、その後、追手が来た。追手は、例の不老不死の、看守の下僕であった。山田は、その２人の下僕を殺して、鳥葬した。２人の魂は、天へ登っていった。


さて、それから山田は、小説を書いて、金を稼ぐ事に決めた。山田は、夏でも雪がある場所を検索した。


白馬大雪渓


らしい。これは多分、長野県の白馬村の近くにあるんじゃないかと思える。つまりだが、山田は、その付近に、山小屋を建てて移り住んだ。そして、そこで小説を書き始めた。山田が何故、白馬大雪渓の付近まで来たかというと、ところで山田は、実際はテントで暮らしていると思う。理由は、山小屋を建てても、その年の冬に、雪で破壊されてしまうので、もったいないからだ。山田は、テントで暮らしても、一ヶ月おきに移動していた。理由は、看守から逃れる為である。さて、山田は、本をかくにつけて、ある本を参考にしようとして読んでいた。その本には、こう書いてあった。「子どもの時代は良かった。」さて、山田は自分の感想を書いた。それは、
「子どもの頃から、私の人生は血塗られており、管理社会に入るやいなや、私の人生は終わった。こうやって人生が終わった状態で、生きていかなければならない。」山田はこうも書いた。「人によっては、幸福なのだろう。故にこういう感想が出来あがる。私は嫉妬する。」さて、山田は山田の小説で、山田を出す事に決めた。ある日山田は生まれた。山田の母親は、山田を見て言った。
「この子どもは私に似ている。お前より私に似ている。」お前とは、彼女の配偶者であった。そして彼女は、山田を、山田の父親にあずけてから、家を出ていった。さて、山田の父親は、自分の親戚に、山田の事を、預けにでかけた。しかし、山田の父親の親戚は、既に死んでいた。彼は、その土地で、一人の人に、金を見せて言った。
「さあ、この金を掴むんだ。そして、私の娘を、お前の娘として引き取るのだ。」その人は、貧しかった。相手の人は言った。
「さて、一体何円くれるのかね。」
父親「１００万円だ。」
男「その話乗った。」さて、山田が、こうして、預けられた時、山田は４歳だった。さて、父親は去る時に、山田に言った。
「お前に神の祝福があらん事を。」
山田「仕方ないな。しかし何故自分で子育てしないんだ？」
父親「実は私には、ガールフレンドがいるんだが、彼女は、子連れでは駄目だといいなさるんだ。」
山田「全く。私の身にもなれ。」
男「そうだな、お前には働いて貰う事になる。」
山田「働きたくないなぁ・・・」
男「でも学校行かなくて済むぞ。」
山田「学校行かなくて済むのはいい事だと思う。」そういう経緯で、山田は学校へ行かなかった。父親は去った。男は、未亡人であって、妻が死んでいた。男には他に、３人子どもがいた。自分の実子だった。山田は、他の３人に混ざって育った。男は、山田を他の子どもと区別なく、学校へ行かせず、食事は与えつつ、労働させながら育てた。山田はある日男に言った。
「もう働きたくない。」
男「駄目だ。死ぬまで働くんだ。」
山田「お前は本当に嫌なヤツだよ。」
男「何いっているんだ。私がいなければ、お前は路頭に迷って死ぬだけだぞ。」
山田「何言っているんだ。１００万返せ。」
男「確かに、お前の言っている事は正当だが、仮に１００万返されても、お前は、お前がちゃんと稼げる様になる前に、１００万使い切ってしまうだろう。つまり、私にこき使われて、飯を代わりに食べさせれ貰える、今の待遇の方が幸せなんだぞ。仮に１００万お前が持っていたとしても、死んでしまうだろう。」
山田「正論をいいやがって。このｘｘ．」
男「山田、お前の口の悪さは矯正せねばならないな。そんな事を妙齢の紳士に言ってはいかん。」
山田「では、この妙齢の紳士め。」山田は仕方なく働き続けた。さて、ある時、この男の妹は、男に言った。
「そろそろ、その養子を、学校に入れようと思う。私に寄越せ。」
男「駄目だ、今や山田は、大切な働き手になっている。」
山田「学校へは行きたくないな。」
妹「いや、必ず連れて行く。貴様の意思などどうでもいい。お前が学校へいく事は既に決定しているのだ。」妹は、札束をだした。彼女は、男、つまり兄の顔を、札束で叩いた。「これでどうだ？ 兄さん。」男は、札束を受け取り、数を数えた。彼は言った。
「これは一体・・・？」
妹「この額で、この女を買う。」
男「１００万円か。ふふふ。ちょうど１００万円ほしかったところだ。」
山田「私は奴隷か。」
男「奴隷じゃない養子だ。養子の売買は認められている。」多分。
妹「さあ山田、私と一緒に来るんだ。」
山田「嫌だ・・・嫌だぁあああああ！！」山田は連れて行かれた。そして、あれほど嫌がっていた、学校へ通わされる事になった。尚酷い事に、山田は、寄宿舎に入れられる事になった。山田は妹に言った。「このゲス野郎！」
妹「なんだと？」山田は嫌だったので、家から逃走した。しかし、妹に見つかって捕まった。妹は無理やり、山田を、寄宿舎に閉じ込めた。さて、その学校の運営者は言った。
「お前はこの監獄から逃れる事は出来ない。」さて、山田は逃亡を謀ったが、すぐ見つかって、連れ戻され、懲罰房へ入れられた。そして、そこでムチで打たれた。山田は言った。「こんな人生は嫌だぁあああああ！！ どんどん酷くなるぞ！」そうだった。It is only getting worse である。


さて、そういう経緯で、山田は監獄で暮らす事になった。しかし山田には、なんか知らないけど、友達が出来た。友達の名前は、んー。為元であった。為元は、山田に言った。「ところで山田、金を貸してくれ。」
山田「利子は高いぞ。」
為元「何円だ？」
山田「為本、まず私が何故、金を持っているか説明させてくれ。」山田は説明しだした。それはつまり、こういう事であった。この監獄では、仕事を行っている。その仕事によって、収入が得られる。山田は、金をよく使っていた。仮に、二万円手に入れた場合、山田は一ヶ月に、二万円全部使っていた。しかし、為本は、２万しかないのに、４万使おうとする男であった。山田は、説明を終えた。「だから、私が今持っている金は、全て私のためのものだ。もし、それを借りるのなら、それ相応の利子を貰う事になる。」
為元「そうだな、では、１．５倍にして返す事にしよう。」
山田「本当に、それで、いいんですか？」
為元「何故だ？」
山田「返す事が出来ない貸し借りはしないんだ。」
為元「お前は親から見捨てられているが、私はそうではない。親から送金がある。」
山田「あの女は親ではない。」
為元「後見人だな。」
山田「後見人でもない。私を監獄に閉じ込めただけのサディストだ。」
為元「ところで、サディストと、マッドサイエンティストは、響きが似てないか？」
山田「そんな事はどうでもいい。」
為元「１．５倍でも返してやれるだろう。」
山田「額による。」
為元「本当は、１０００円貰いたかったんだが、特別に、５００円で許してやるよ。」
山田「５００円を二倍にして返せ。それで手を打とう。ところで、いつ、親から送金されるんだ？」
為元「来月の１日だ。つまり、１０日後だな。」
山田「では５００円渡そう。必ず返せ。もし返さなかったらお前の金全部奪うからな。」
為元「私は約束を守る男だ。」さて、為本は、５００円受け取った。山田は言った。
「ところで、金は何に使うんだ？」
為元「借金の返済に使う。」
山田「お前は駄目なヤツだ。」
為元「今私は、２０００円借りている。そして、５００円返す約束だ。」
山田「利子は何円だ」
為元「１５００円借りて、２０００円返す約束なんだ、とりあえず、今日までに５００円返さなければいけない。というのは全部冗談だ。」
山田「なんだ。冗談だったのか。」
為元「本当は、パンを買う為に金を借りたんだ。」
山田「そうか。では買うがいい。」
為元「ああ。」為元は、パンを買いに出かけていった。


さて、君元という男がいた。彼は、山田に言った。「山田、体育館に来るんだ。」
山田「なんで？」
君元「お前は駄目なヤツだな。」
山田「なんでそんな事言われなきゃならないのさ。」
君元「とりあえず体育館に来るんだ、体育館で、紙芝居の制作をするじゃないか。」
山田「紙芝居の制作なら、教室でも出来るのでは？」
君元「でも、体育館を、５時から使うって、既に監獄側には許可申請をだして、通っているんだ。でも、空き教室に対して、あらゆる申請は行ってない。」
山田「申請など必要ないのでは？」
君元「なぜ君が、教室でやりたがっているのか知らないが、」
山田「そりゃ、紙芝居を作る時に必要は、画材が、教室にはあるからさ。美術室の準備室を使おうぜ。」
君元「とりあえず、体育館に行こう。今日のところは。」
山田「仕方ないな。」さて、山田と君元が、体育館にいくと、為本がいた。為元は言った。
「まだ使っている囚人がいる。」
君元「そうか。」君元は、体育館に入った。すると、ピアノを弾いている生徒がいた。人びとはそれぞれ、ピアノ、ギター、ヴァイオリン、バスドラム、などの楽器を使って、演奏を行っていた。そして、ダンサーが、５人いて、５人一組のダンスを行っていた。君元は言った。
「やあ、平安あれ。」さて、演奏隊と、ダンサーたちは、君元を無視した。君元は、ピアニストのそばに来た。君元は要件を話した。
「私は、体育館を使う許可を、看守から得ている。」
山田「看守かよ。」
為元「どうかしたのか？」
山田「看守か・・・」さて、書いている山田は思った。
「看守の設定が違う。」一方で、書かれている山田は言った。
「なんでもない。続けてくれ。」
君元「そういう訳で、今からここで、紙芝居の制作をさせて貰う。」さて、他の紙芝居制作メンバーが入ってきた。紙芝居制作に必要な事を考えてみようか。
・シナリオ。
・絵。


さて、為本たちは、画材と映写機と、ノートパソコンとスキャナーを持ってきた。アナログで書いたものを、スキャナーで、ノートパソコンに取り込んでから、それを、映写機で映し出して、体育館で放映するのが、目的である。多分、パワーポイントで、紙芝居出来るだろう。しかし、舞台の上では、ダンサーと演奏隊が、演舞を行っていた。為元たちは、字幕を、舞台から吊るした。そして、映像を投影した。それから、絵をかきはじめた。画伯がいた。さて、そんな感じであった。さて、紙芝居の内容は、「大支流のじいさん」であった。「大支流のじいさん」は、大支流のじいさんが、戦いに敗れて死亡したあと、敵の部族の元から、その子どもが、逃げ出して、新たな土地に移るという内容である。主役は、君元がやる事になっていた。つまり、第一部では、大支流のじいさんを、君元がやって、じいさんが死亡してからは、その息子を、君元がやる事になっている。シナリオは、山田が考えていた。そして、絵は、君元がかいていた。さて、翌日の制作は、教室で行う事になった。演奏隊と競合しない為である。君元は提案した「ところで、紙芝居にしないで、劇にした方がいいんじゃないのか？ 余計な器具もいらないし。」
山田「いや、紙芝居の方がいい。たとえば、滑舌がいいので、読み上げる役に、岸本がいるが、岸本以外のメンバーは、全員滑舌が悪い。何を言っているのか、劇だと、訳がわからなくなるだろう。」
君元「そうか、考えてみればそうだな。では仕方ないか。」岸本は、読み上げる時、マイクを使う約束になっている。滑舌はいいが、声が小さい為である。そういう訳で、人びとは、紙芝居の制作を、教室で行った。教室というか、美術の準備室で行った。ところで、「大支流のじいさん」は、原作は、シベリア民話にちなんでおり、そのままの内容になっている。君元は、ある時言った。「さて、大支流のじいさんの制作は、ほぼ終わった。ここで提案がある。私が作った話を、第二幕として、同時上映したい。」
山田「まだ、文化祭まで時間あるから、出来るならやってみようか。どうせ絵を書くの、お前がやる訳だし。」さて、大支流のじいさんが、完璧に終わったあと、君元が考えた話も、紙芝居にする事にした。君元が考えた話はこうであった。旅行にいく話である。飛行船を使い、いろいろなところを、旅行して回る事になっている。火山とか旅行する事になっている。君元は言った「本当はこれは、劇にしたいんだ。」
山田「なんで？」
君元「臨場感たっぷりだからだ。」
山田「かくのが面倒だと思っているんだろう。」
君元「アニメで臨場感たっぷりにする程の枚数をかく事が出来ない。」
山田「ははー。それもそうか。」さて、火山が爆発して、火山灰に、都市が埋もれて、人びとは灰人形に変わってしまう。そんな話だった。そんなところから、低速の飛行船で、逃げようとして、なんとか逃げ切る。そんな感じであった。その次は、人びとは、霊山に来る。この紙芝居に出てくる登場人物は、主な主役が、君元、為本、山田の３人である。そして、君元が主役である。この霊山には、巫女がたくさんいて、巫女は、山に悪霊を封じ込めていた。しかし、君元が、邪悪な儀式を行い、悪霊を復活させる。君元は、悪霊と取引して、金を得ようとするが、悪霊は、君元を裏切り、山田を拉致して、山田を、自分とともに、霊山に封印してしまう。それから君元と為本は、山田を救う為の方法を探る為に、天国にいく決意をして、天国に向かう。天国への階段は、だだっぴろい、どこまでも続く、平原に一本続いている、道の先にあって、その道をずっといくと、天国への階段があって、飛行船は、普通は、一定高度以上に登る事が出来ないが、この場合では、天国への階段が、地上０ｍという扱いになるので、飛行船は、階段を登って、どんどん上に上昇していき、そして最終的に、天国にたどり着く。天国には、使徒がいて、使徒は、賛美歌を歌っており、そして、使徒は、歌う様に話し、秘技を伝授する。そして、２人は、マジックアイテムを受け取りつつ、火山まで戻り、そして、火山の目の前に、神殿を作って、そこで、邪悪な儀式を行いつつ、３つのマジックアイテムを使い、激しい光を放射する。そして、激しい光に、神殿が包まれた時、再び火山が爆発し、その火山の中から、山田が、溶岩に包まれて現れて、しばらくたつと、溶岩が、黒く固まって、２人は、神殿に、山田を連れていき、その岩石を破壊する術を施し、一週間後、山田の岩石は、全て剥がれ落ちて、山田は復活する。それから、３人は、飛行船で家に戻る。神殿は、火山灰で、埋もれた街の上に築かれていた。そんな感じだった。さて、この第二幕の話を作っている最中に、遅れて為元がやってきた。為元は言った。
「聞いてくれ、岸本が拉致された。」
山田「なんで？」
為元「理由はわからないが、私は、つかさ、岸本がいなきゃ、紙芝居出来ないじゃないか、岸本を救うぞ。」
山田「どうやって？」
為元「夜襲をかけよう。」
山田「わかった。岸本がいなきゃ話にならない以上、何かの策は取らなきゃいけないだろうな。ところで、警察はどうしたんだ？ 警察に連絡すればいいんじゃないのか？」
為元「山田、この地方には警察はいない。知らなかったのか？」
山田「知らなかった。」
君元「ではいくか。」
山田「乗り気じゃないか。」
君元「まあ、最近ずっと絵を書いていて、暴れたりなかったものでね。殴れるんだろう？ 行こうぜ。」
山田「私は弱いから、」
君元「ではここで一人で下手な絵でもかいているか？」
山田「私も行く。」３人は出立した。さて、君元には、頼りにしている人物がいた。その人物の名前は、安本であった。３人は、安本の家に訪れた。安本の家には、見事な、家庭菜園があり、白菜やキャベツや、小松菜が咲き乱れていた。安本は、ログハウスに住んでいた。さて、ある時、君元は、安本に言った。
「太いですね。この壁は。」


多分だが、ログハウスは、上から支柱を打ち込んでいると思われる。


さて、為元は、山田に言った。「ところで、私は頭が悪いんだ。」
山田「私だって頭悪いぞ。」
為元「漢字が苦手なんだ。」
山田「漢字ぐらい私も苦手だ。こないだのテストで、ほとんど書く事が出来なかった。」
為元「馬鹿同士で、傷をなめあっていても仕方ない。私は漢字を書ける様になるために、努力するつもりだ。さもないと、赤点を免れないからだ。」
山田「私は補修でなんとかする事にする。」
為元「おや。補修という手もあるのか。でも、どうせなら、私は努力するつもりだ。」
山田「別に私は、漢字ぐらい書けなくても、大丈夫だと思うけどな。ひらがなで書けばいいじゃないか。」
為元「確かにお前の言うとおりだが、これは、努力するかどうかの瀬戸際なんだ。私は努力する事にする。」
山田「では私は、努力するかどうかの瀬戸際で、努力しない事にする。」
為元「そうか。それは残念だ。」
安本「ところで、岸本を拉致した連中の正体はわかっているのか？」
君元「安本、それをお前に調べて貰う為に来たんじゃないか。」
安本「では調べてみるか。」彼は、パソコンを使って調べてみた。「犯人がわかったぞ。犯人は犯行声明をだしている。犯人の名前は、岡本。岡本は、岸本と君元に対し、深い恨みを抱いている。今回の文化祭の、紙芝居を失敗させる予定らしい。」
君元「恨まれる覚えが無いんだが。」
安本「このブログに詳細が書いてある。」さて、安本は、ブログを見せてみた。君元は読んだ。それから言った。
「なる程。そういう事か。」どういう事かというと、この監獄は、学校である。そして、料金は安い。受験戦争で、岡本は、この２人の妨害工作で、点数を落として、受験戦争に敗北している。妨害工作の内容は、受験用の勉強のテキストを、隠すとか、そういう陰湿な嫌がらせによるものだった。さて、岡本は、第一志望の学校に落ちたので、自宅から通える学校に通う事になった。この、自宅から通える学校の生徒の多くは、監獄学校に、深い恨みを持っていた。それは、定期的に、監獄学校から、看守が派遣されて、その普通の学校の生徒を、磔刑にかけて、ムチで打つのである。そういう経緯から、監獄学校の生徒は、自分たちがやっているのではなく、看守がやっているだけなのに、逆恨みをされていた。そして、個人的な恨みを加算させた、岡本は、他の学校の生徒を焚き付けて、犯行に及んだ。安本は言った。
「では、岡本を捕まえる事にしよう。」
山田「わかりました。」
安本「岡本を捕まえ、岡本と、岸本を交換する交渉を行う。」
山田「なる程。」
安本「岡本の家の場所は知っているのか？」
山田「どこだっけか？」
君元「わからない。」
安本「調べてやろう。」彼は調べた。彼は言った「ｘｘだ。」さて、岡本の家があった。安本は、山田に言った。電話で。「山田、まず、平和的に交渉を行うんだ。」
山田「どうやって？」
安本「和平の使者を送るんだ、そして、平和的に、岸本を返してもらえないか、お願い申し上げるんだ。それから、もし返さなければ、潰すと伝える訳だ。」
山田「私は危ないから行きたくないなぁ。」
君元「どうしたんだ？ 私が代わりに行こうか。」
山田「そうして貰えると助かる。」山田は、電話を、君元に渡した。安本は君元に言った。
「和平交渉を行う。使者を送る。お前が行くんだな？」
君元「和平を行うなら、やる気まんまんの私より、ビビっている山田の方がいいんじゃないのか？」
山田「では、君元もついてきてくれ。」
君元「使者は一人で行くものだ。」
山田「使者を守る役割として来てくれ。」
君元「ではそうするか。」さて、山田と君元は、岡本の家に行った。岡本の家のインターホンを押すと、岡本の母親が出た。彼女は言った。
「誰だ？」
山田「山田です。えーっと・・・監獄学校の生徒をやっている・・・」
母親「監獄学校の者とは取引しない事にしている。帰れ。」さて、終わってしまった。仕方ないので山田たちは、石をパチンコで、投げつけて、窓を破壊した。すると、窓から、岡本が出てきた。岡本の部屋の窓が、破壊されたのであった。岡本は言った。
「君元ォ！」彼は君元の顔を覚えていた。
君元「やあおはよう岡本。気持ちのいい朝だね。ところで岡本、岸本を返して貰おうか。」
岡本「条件がある。条件はこうだ。お前を血祭りにあげる。本気で。具体的に言うと、リアルに、釘を刺して磔刑を行う。」
君元「そんな要求を受け入れる訳がない。」
山田「岡本さん、どうか落ち着いて、岸本を返して下さい。身代金を出します。」
岡本「１００万出せ。」
山田「え？ たった１００万でいいの？」
岡本「私は寛大だからな。」
山田「全学生で、金集めたら、１００万くらい捻出出来るんじゃないの？」
君元「今私は、１万持っている。そして、全学生の数は、９０人だ。９０万にしかならないぞ。」
山田「教員・・・つまり看守からも貰えば？」
君元「看守は全員で、２０人いる。確かに、これらから、もっと多く収集すれば、よし、１００万の件に応じよう。」しかし、提案された看守は、こう答えた。
「駄目だ。戦うんだ。お前らは、誇り高き、監獄学校の生徒だ。雑魚学校との取引など許さん。」
君元「そもそもお前らが、あそこの学校の生徒を、磔刑にかけるから、こういう事になったんだ。反省して責任をとれ。」
看守「看守に逆らうのか？ お前も磔刑だ。」さて、彼は、磔刑にかけられて、ムチで打たれた。それから、拷問部屋から出てきた。彼は言った。
「We die alone！！」
山田「大丈夫か？」
君元「クソ・・・間違っているのは看守の方なのに、看守に逆らう事が出来ない。一体どうすればいいんだ？」
山田「看守の手のひらで踊る。」
君元「岸本を助けない。」
山田「それは岸本が可哀想だ。死んでしまうかも知れない。」
君元「そうか。やるしか無いようだな。」さて、君元たちは、岡本を襲撃する事に決めた。さて、彼ら彼女らが、岡本を襲撃しに行くと、岡本の伏兵が出てきた。そして、乱闘になった。君元たちは、負けて逃げ出した。相手の数の方が多かったのである。さて、君元は負けて戻ってきた。そして彼は言った。
「私に考えがある。他の学生を焚きつけるんだ。」
山田「どうやるの？」
君元「こうする。おい、樫本、岡本の伏兵と、乱闘するから、下僕を連れて来い。」
樫本「了解した。」こんな感じで、君元は、仲間を増やした。それから再び、岡本の家を襲撃した。さて、血みどろの戦いが繰り広げられた、見かねた岡本は、家から放送器具を使って放送をした。
「乱闘をやめろ、これから、一騎打ちを行う。看守学校の奴らも、一騎打ちに応じろ。応じなければ、死人が出るぞ。」看守学校になってるわ。まいいや。意味は同じである。さて、君元は山田に言った。
「ところで私と、為本、どちらが強いと思う？」為元は言った。
「無論私の方だ。」
君元「信用するぞ、為本。」
為元「任せておけ。」さて、為本が、代表選手になった。岡本は、岡本で相談していた。
「誰を代表選手にすべきだと思う？ 代表になりたいヤツ、手をあげろ。」
国元「私だ。」
岡本「他には？」さて、他にも候補が出た。自分で立候補するスタイルだった。それから彼らは、簡単に試合を行った。そして、国元が最終的に勝利した。岡本は、放送器具を使って言った。「国元が代表になった。やれ国元。」
国元「そちらの代表は誰だ？」
山田「えーっと、為本が代表になった、出てきてくれ、為本。」さて、為本が現れた。岡本が出てきた。岡本は言った。
「それで？ もしお前らが勝てば、岸本は返してやろう。しかし、お前らが負けた場合どうするか、言うがいい。」
山田「金を払えるとしても、せいぜい５０万程度だ。それに皆多分払ってくれない。」
岡本「お前が代表なのか山田。お前を強姦するのはどうだろうか。」
山田「性的なのは封じておいて下さい。」
君元「目的が変わっているぞ。私をリアル磔刑するのではなかったのか？」
岡本「そうだな。確かに性的なのを封じておかないと、負けるのはこちらだ。」
国元「安心しろ、岡本。お前はナンパだが、私は硬派だ。」
岡本「お前は勝ち残った戦士だ。信用しているぞ。」
国元「ああ。」
岡本「では、お前らが負けたら、君元を犠牲にしろ。わかったな？」
君元「いいだろう。」
山田「そこで、何故、いいだろうが出るのか疑問だ。馬鹿なのか？」
君元「私は不死身だ。」
山田「この人は頭がキレている。そんなに言うのなら、あなたが、代表選手やるべきじゃないのか？」
君元「確かに山田の言うとおりだな、なんなら、為本、今からひと試合して、試そうか？」
為元「そうだな。」２人は殴り合った。そして、為本は逃げ出した。彼は言った。
「これ以上の戦闘は無意味だ。俺はチキったんじゃない。味方同士の戦いだからだ。このままでは、２人とも駄目になってしまう。確かに、君元は強い。」
君元「ありがとう。勝負をやめてくれて。」
為元「体格では私の方が上だが、身体の質は、君元の方が勝っているし、君元には恐れが無い。」
君元「何勘違いしているんだ。恐れはある。負けるのが嫌なだけだ。」
為元「君元の方が向いている。」
君元「そうか？ 自分から志願したんだ。ちゃんとやるさ。それに私の命もかかっている事だしな。」さて、試合が開始された。なんというか、君元は負けてしまった。国元は、それほど強かった。国元は、君元を、何度もグロッキーにした。君元は、失心しているのに、気づかないうちに、何度も殴られて、そして、倒れた。国元は、倒れた君元を、追撃しないで、彼が起き上がるのを待っていた。君元は、３０回ぐらい倒された。そして、３０回目に、君元は言った。
「参ったな。こんな事になるんだったら、為本にやらせておけばよかった。」それから、君元は殴られ、以降は立ち上がる事はなかった。国元は言った。
「さあ。私の勝ちだ。」
山田「君元。」
為元「これで君元の命運は尽きた。」
山田「そういう事だ。」
国元「そういう事だ。さあ、君元を残し、お前らは帰れ。」
樫本「どうするんだ山田？」
山田「岸本をまだ奪還していない。」
為元「そうだ。」
岡本「お前らは負けた。負けたら何も得られないぞ。」
山田「奥の手を使うしか無いんじゃないのか？」
樫本「いいぞ。暴れたりなかったからな。」
岡本「やる気か？」
山田「こちらは２人も奪われてしまったんだ。やるしか無いだろう。」
為元「では戦闘開始だ。行くぞ。」為元は、連絡を入れた。連絡係は、ドラを鳴らした。突撃しろって意味だった。人びとは、突撃した。
岡本「畜生！」岡本は、人びとの中に逃げていった。そして、国元は突っ込んできた、国元は非常に強かった。さて、山田に安本から、連絡が入った。
「山田、どこに岸本がいるのかわかるのか？」
山田「わからない。」
安本「私はわかると思う。おそらく岸本は、地下室に監禁されているはずだ。」
山田「地下室？ それはどこにあるんだ。」
安本「既に、岡本の家の設計図は手に入れた、設計図によると、地下室は、岡本の家から入り、隣の集合住宅を、１０度巡ったあと、もう一度１０度めぐり、岡本の家の地下に戻る、その地下にあるらしい。そして、ここの家一帯は、既に、岡本たちの学校の学生の支配下にある。相当多くの敵を倒さなきゃならないぞ。」
山田「とりあえず、岡本の家に入ればいいんだな？」
安本「そうだ。」
山田「みんな、岡本の家に入るんだ。」さて、ほら貝が鳴った。これは、撤退しろという合図だった。人びとは撤退した。為元は、負けた君元を、連れ戻っていた。さて、撤退してから、作戦会議を行った。作戦会議で重要だったのは、岡本の家の構造を、皆に伝える事であった。樫本は、多くの部下を持っており、山田は、まず、樫本の様な、部下を持っている相手に対し、部屋の構造を説明した。樫本は言った。
「山田、一旦安本の家まで戻った方がよくないか？」
山田「それもそうだな。」人びとは、安本の家に行った。そして、安本の家で、上映会が行われた。人びとは、プロジェクターで映し出された、見取り図を眺めた。安本は説明した。
「ご覧の様な構造になっている。つまりだが、最深部までは、酷く入り組んでいるが、道は一本だ。非常に長い道のりを、家の中で歩かなければならない。」さて、人びとは了承した。そして、再び出かけた。山田は隣を歩いていた樫本に言った。
「そういえば、どこに岡本の家があるかは知っているか？」
樫本「知らないから、山田が行け。あとから追いかけるから。」
山田「その事も説明しなきゃいけない。」さて、また撤退命令が出た。人びとは、安本の家まで撤退した。それから、安本から、説明があった。グーグルマップが利用された。
「これが、私の家だ。これが、さっきの広場への道だ。そして、これが岡本の家だ。」人びとは、プロジェクターに映し出された映像を見た。そして、リーダー格について、外に出ていった。そして人びとは、戦場に戻った。そして、各々のリーダーは、岡本の家へと血路を開こうとした。両者の人数は互角だった。岡本の学校の連中は、岡本の家を死守した。


そして、偉く強い、国元というキャラもいた。そういう経緯で、結局突破出来ず、岸本は、捕虜にされた状態で残った。戦いは、２日に及んだ。山田たちは撤退した。山田は言った。
「岸本はもう諦めるしかないだろうな。それか、１００万捻出するか。」
樫本「１００万捻出してみよう。」さて、１００万捻出に成功した。山田、樫本、為本は、１００万持って、岡本の家に行った。岡本は家に彼らを上げた。岡本は言った。
「では、１００万渡して貰おうか。」岡本は、部下に命じて、岸本を連れてこさせた。岸本は、殴られたり、レスリングの技をかけられたりしていた。しかも縛られていた。岸本は、床に放り出された。
部下「さあ、連れていけ。」山田は、岸本を持ち上げた。為元が言った。
「まず、拘束を解除してやろうぜ。」２人は、拘束を解除しだした。
岡本「さあ、行くがいい。約束は約束だからな。こんな金、私の家の窓の修理費にもならないが。」
山田「煩い。それで満足しておけ、もう出せる額は無いんだ。」さて、岸本の拘束は解除されて、３人は、岸本を連れて逃げ出した。樫本は言った。
「もう一戦やろうか？」
山田「目的は達成したんだ。もういい。」
樫本「私はまだ暴れ足りないぞ。」
山田「私はもう疲れているぞ。」さて、人びとは、学校に戻った。


さて、山田の小説は、ここで終わった。山田は現実世界に戻った。それから、白馬大雪渓から、引きかえして、自宅に戻った。それから山田は、無料のキャンプ場へ行き、そこでテントを張った。そして、折りたたみ式の、椅子を持ってきた。そして、キャンプ場に配置した。それから山田は、近くから、石を持ってきて、石を、椅子の隣に配置した。山田は、石を組み合わせて、人形の形にした。さて、山田は、テントを片付けて、折りたたみ式の椅子も片付けて、家に戻った。それから、新しい商売を始める事にした。その商売は、古本の買取だった。山田は古本を、極めて安い値段で買い取った。そして、１０倍くらいの価格で売った。山田の家に人びとが売りに来る様に、山田は人びとを誘導した。魔法で。さて、そういう経緯で、山田の店は順調であった。元手がなくても始められるのである。最近はもう、看守の下僕は襲って来なくなっていたので、山田は、住居を変える必要はなくなっていた。山田は、図書館として使う為の倉庫を借りた。その倉庫には、本が敷き詰められた。そんな山田は、バイトを始めた。そのバイトは、手紙配達だった。山田は、手紙配達のバイトをある日、首になった。それから山田は、子供を預かるバイトを始めた。山田の自宅から、既に、本の倉庫は移されていた。子供の預かりは、本屋が二日間休みになる、その休日に行われた。さて、山田のところに子供が来た。山田は言った。
「平安あれ。」
子供「・・・」
母親「ではよろしくお願いします。」母親は去っていった。山田は子供に言った。
「まず水を飲むんだ。脱水症状になられたら困る。」
子供「何か遊ぶ道具は無い？ たとえば、列車のレールとか。」
山田「無い。テレビならある。」山田はテレビをつけた。山田は、水を持ってきた。子供は言った。
「今度から、自分でレール持ってきていいかい。」
山田「いいよ。好きなもの持ってきても。」さて、山田は、アニメ専門チャンネルをつけた。そして自分でみだした。子供は言った。
「ヒマだなぁ。」
山田「ブロックならあるぞ。」
子供「やってみる。」さて、子供は、ブロック遊びに興じた。子供は言った。「ブロックは、子供が飲み込む危険性があってよくない。」
山田「そのブロックは、私が自分で遊ぶ為に買ったものだ。」
子供「仕方ないなぁ。トランプでもしようか。」
山田「宜しい。」さて、２人はトランプを開始した。山田は言った。「水飲まないのか？」子供は答えた。
「飲む。」さて、子供は水を飲んだ。山田は言った「なんか食べようか。」
子供「何があるんだい。」
山田「米がある。タラコ乗せたご飯でも食べようか。」
子供「タラコ苦手なんだよな。」
山田「そういう子供っているよな。」
子供「なんかパンケーキが食べたい。」
山田「今からクレープ作ってやる。」山田は、冷凍庫から、ホイップクリームを取り出した。それを解凍した。そして、クレープを焼いた。それから、クレープに、ホイップクリームを乗せた。そして閉じた。山田は、子供にそれを差し出してから、自分は、バナナを切って、クレープに入れて、それから、ホイップクリームを入れて食べた。子供は言った。
「私にもそれを寄越せ。」
山田「いいよ。」山田は、クレープに、バナナを切って入れてから、ホイップクリームを入れて、挟んだ。そして、子供に渡した。皿に乗せてあった。子供をはそれを食べた。クリームは、皿にこぼれた。山田は、スプーンを渡した。子供はスプーンを使って、零れたクリームを、すくって食べた。


さて、山田は別の日に、別の子供を預かった。その子供は言った。「雪が降っている。外で雪遊びをしよう。」
山田「えー。屋内の方がいいよぉ。」
子供「外で既に遊んでいる子供がいる。」
山田「そうなんだ。」
子供「あの子供は、私の知り合いだ。さっさと遊びに行くぞ。」
山田「嫌になるなぁ。」山田は外に行く準備をした。子供も自分で準備をした。さて、山田は外に出た。子供もついてきた。さて、庭では、子供とその母親が、雪合戦をして遊んでいた。山田は母親に言った。
「平安あれ。預かっている子供が、雪で遊ぶというので、私も出てきました。」山田はそういうと、出入り口に回った。「ここを死守すれば、子供は道路に出れない。安全です。」
母親「確かにそうだな。では、死守を続けてくれ。」
山田「わかりました。」さて、山田が見ていると、３人は、雪だるまを作り出した。さて、子供の友達の子供は、歩いた。すると、深みに沈んだ。雪が深くなっていた。子供は、その深みを歩いた。すると、アパートの家主は言った。
「そこを歩いてはいけない。」子供は立ち止まった。さて、家主は言った。
「そこには、私が植えた植物が植えてある。お前はそこを踏んでいるんだ。」子供は、男に尋ねた。
「一体何が植えてあるんだ？」
男「百合の球根だ。」子供はそれを聞くと、元に戻った。すなわち、引き返して、深みを遠回りした。男は言った。
「それでいい。二度と入るなよ。ここは私の庭で、お前らはそれを金を払って借りているに過ぎない。」
子供「しかし、花壇を借りてもいいのではないのか？」
男「確かにそうだ。しかし、花壇は、花壇としてしか使用してはいけない。つまり、踏んではならない。」
子供「わかったよ。」山田はそれを見つめていた。


さて、ある日、山田の家に、山田の知り合いが尋ねてきた。山田はだらしない生活をしていた。散らかっていた。さて、男は山田に言った。「山田。お前はだらしのないヤツだ。靴にスミをちゃんと塗ってないじゃないか。」
山田「そんな事言われてもな。」山田はあえて、鼻くそをほじった。男は言った。
「鼻くそをほじるんじゃない！｝
山田「煩いなぁ。」
男「何故お前は公務員にならなかったんだ？ 私は公務員になって、厚生年金を貰う立場になっている。お前は駄目なヤツだ。」
山田「ただ駄目だって言いたいだけだろう。」
男「何故お前は結婚しないんだ？」
山田「結婚出来ないからだよ。」
男「やる気が無いのが悪いんだ。それと、私はむしろ、厚生年金という事を強調しているのだ。駄目だという事を強調しているのでは無い。」
山田「税金なんかクソだ。年金もクソだ。すぐ廃止すべきだ。」さて、そんな時に、母親が、子供を山田の家に連れてきた。インターホンが鳴った。山田は言った。
「インターホンが鳴っている。」
男「出ていいぞ。」山田は出た。すると、母親は山田に言った。
「子供を預かって下さい。」
山田「いいですよ。」山田は、子供を預かった。そして、家に入れた。すると、子供は、男の目の前に来る事になった。男は言った。
「誰の子供だ。」
山田「増田という女の子供で、川本という名前です。」
川本「よろしく。」
男「何教だ？」
川本「ｘｘ．」
男「私はｘｘ教だ。ｘｘ教では、ｘｘ教は、敵と定められている。」
川本「そうでしょうか。私の宗教は、その経典を共有していますが、そう敢えて解釈する必要はありませんよ。何故なら、教義には、そう書かれてないからです。」
男「お前の言うとおりだ。しかし、恣意的に解釈して、敵に仕立てる事は出来る。」
川本「仕立てるのですか？」
男「お前が帰らないのなら、私が帰る事にする。」男は立ち上がって帰っていった。山田は言った。
「私は無信仰だ。」
川本「本当か？」
山田「私は信仰の自由を信じる事にする。」


さて、ある日山田は、友達の家に遊びに行った。山田は、友達にいった。「アレはなんだ？」
友達「ああ、アレは、錨だ。我々の宗教では、錨をあそこに飾っておく事になっているんだ。」
山田「なんで？」
友達「さぁ。多分だが、航海と関係あるからじゃないのか？ んー。錨を使って、祭りを行うらしい。」
山田「へー。」さて、友達の姉がいた。姉は言った。
「そういう事だ。」
山田「錨を祭りに使うと。」
姉「そうだ。」姉は、錨をさわった。山田は言った。
「重たそうだな。」
姉「そうだ。家に入った時は大変だった。錨を入れなきゃならなかったからな。」姉は、錨に触れた指を、口元へ持っていき、それから、水道の前に行き、コップに、水を入れて、その水に、指を突っ込んでから、水を指に付着させ、それから、その水を、錨になすりつけた。山田は言った
「それは何かの儀式か？」
姉「そうだ。」それから姉は、錨に触れた指を、自分の唇に触れさせた。山田は尋ねた。
「それも儀式か？」
姉「そうだ。」さて、友達は言った。
「これから、もっと盛大な儀式を行う。」
山田「どんな儀式なんだ？」
友達「そうだな、部屋の中を暗くして、ろうそくを使い、明かりを灯す。光源は、ろうそくだけに制限する。ろうそくの本数は、四本で、燭台は２本。一つの燭台には、２本のろうそくが刺さる。」
姉「それに、テーブルには、光が赤く反射するように、赤いテーブルクロスを乗せる。」彼女はそういうと、ゆるやかに、テーブルクロスをかけた。レッドカーペットである。それから、姉は、戸棚から、コップを２つ取り出して、トマトジュースを注いだ。山田は言った。
「とりあえず赤で統一する気だな？」
姉「これは血液です。人間の。」
山田「ボトルにトマトの絵がかいてあるぞ。」それから姉は、かけてあった、麦束をとって、２つの束を、テーブルの上に置いた。それから、祈祷書を取り出し、それを読み始めた。彼女は、西の方角に向かって、椅子を向きを変えてから、そこに座って、祈祷を行った。さて、男が家に入ってきた。友達は言った。
「ああ兄さん。」
兄「平安あれ。友達の兄です。」
山田「こんにちわ。」さて、兄は、棚の上から、ウマの被り物を手にとった。山田は驚いた。それから彼は、ウマの被り物を被った。ウマの被り物には、穴が空いており、そこから、彼の目が覗いていた。山田は言った。「けったいな格好ですね。」兄は説明した。
「本来なら、本物のウマの革で行うんだが、高級品な上に、残酷だというので、作り物のウマの仮面を使う事にしている。」
山田「まずまず精巧な作りですね。」
兄「あまり適当すぎると、ウマに見えないからな。」さて、友達もそこに加わった。３人は、西の方角を見ながら、年功順に、並んだ。すなわち、一番左が、友達、その次が兄、そして、一番右が姉だった。そして３人は、肩を組んだ。そして、姉が言った。
「しもべらは、回しものではありません。この国のスキを、伺う為に来たのです。ヨセフは、彼らに言った。カナンの地にいる、一人の人の子です。父よ一緒にいますが、わが主よ、カナンの地から来ました。１２人兄弟で。」さて、それから、兄が言った。
「これから、祈祷書をそのまま読みます。」彼は開いた。彼は読み上げた。さて、それから姉は、トマトジュースを飲んだ。彼女は、片方のトマトジュースを、ちょっと飲んでから、隣にいる、彼女の弟に渡した。そして、兄もそれを飲んだ。彼は、隣にいる、彼の弟に、トマトジュースのコップを渡した。友達はそれを受け取った。そして、それを飲み干した。テーブルには、トマトジュースが半分ほど入っている、コップが一個残った。さて、姉は、残りのトマトジュースのコップを、盃を取り出してきて、中身を盃に移した。すると、コップのトマトジュースが、全部無くならないうちに、盃は満杯になった。彼女は、盃を、テーブルに置いた。それから、姉は、小麦の束から、一つ、粒をとって、それを噛んだ。そして、その束を、左にいる、弟に渡した。彼も姉と同じ事して、友達も同じ事をした。そして、友達は、山田を呼んできて、山田に小麦の束を渡し言った。
「さあ、噛むんだ。」山田は答えた。
「えー。小麦なんか噛みたくない。」友達は答えた。
「なら仕方ない。」彼は、小麦の束を、テーブルに戻した。山田は言った。
「トマトジュースなら飲んでもいい。」
友達「すまない。渡し忘れた。」山田はテーブルの前から立ち去った。さて、姉は立ち上がって、水道の目の前に立って、置いてあるコップに、水を入れてから、うがいをした。そして、うがいした水は、吐き出した。彼女は戻ってきて、椅子に座った。それから、兄の方が、冷蔵庫に行って、冷蔵庫の中から、牛乳を持ってきて、牛乳を、トマトジュースがなくなった、残りのコップに注いだ。それから、友達は言った。「夢を見て、どうぞ私が、ヨセフは夢を見て、見た夢を聞いて下さい。私達を治めるのか。」それから、３人は回し飲みを、例の如くした。それから、最後に友達は、山田をテーブルの前に連れてきてから、椅子に座らせた。それから、最後の牛乳を渡した。山田は牛乳を飲んだ。さて、友達は言った。「これからも儀式は、夜中の１２時まで続く。やるかい？」
山田「もう少し付き合う。」さて、その後、一行は、歌を歌った。山田は、歌を歌い終えるのを聞いたあたりで、自宅に帰った。彼女が帰ろうとすると、姉は言った。
「天然水がある。持って帰るといい。一本だな。」
山田「ああ。ありがとう。」山田は、富士山の天然水を、一本家に持って帰った。


さて、山田は最近、子供の面倒を見る仕事をやめた。そして、代わりに、どっかの作業所に行った。そこには、友達も来ていた。さて、作業所で一番偉い人が言った。
「彼はまた、神のためにささげる、しゅうおんさい の 犠牲の、雄牛と牡羊 を ほふり、アロンの子たちが、その血を彼に渡したので、彼はこれを、祭壇の周囲に注ぎかけた。」それから、山田たちは、歌を歌った。さて、山田は一人で生活していたが、友達はそうではなく、兄と姉と一緒に暮らしていた。この３人はよくつるんでいた。さて、この兄と姉は、ヒマだったので、弟の働きぶりを見に、作業所に来ていた。そして、見ていた。さて、彼の仕事が終わったので、彼は、山田と共に、建物の中から出てきた。弟から見れば、山田と共に出ていったら、姉と兄が待っていた格好であった。さて、姉は、山田と弟に、チョコレートを渡した。２人はそれを食べた。山田は食べてから尋ねた。
「何故チョコなんかくださるんですか？ ありがとうございます。」
姉「これも儀式の一種だ。」
山田「美味しい儀式は大歓迎です。」面倒な事は、全て儀式にしてしまおうか。さて、姉は一堂を、新たなる儀式の会場に案内した。そこでは、怪しげな儀式が行われていた。そこでは、人びとは回転していた。どういうふうに回転しているかというと、えーっと、メリーゴーランドみたいに回転していた。決して、スケーターの様に回転している訳ではない。姉は言った。
「さあ、我々も回転するのよ。」地面には、チョークで、丸い絵が書いてあった。そのフィールド内を、線に沿って、回転するのである。４人は回転しだした。山田は言った。
「これは何の儀式ですか？」
姉「非常に重要な儀式。神に捧げる儀式の一種。」
山田「変な神だなぁ。」
姉「神は天から我々を見ている。」
山田「なる程。」さて、儀式が終わると、姉は言った。
「これから食事を取る。」
山田「なる程。」
姉「なんか売ってませんか？」
売店の人「そうですね。ソーセージが売ってますけど。」
姉「それを下さい。」
売店の人「あと、牛乳も売ってますけど。」
姉「それを下さい。」さて、４人は、ソーセージを食べて、牛乳を飲んだ。さて、それから４人は、また回転した。それから、４人は、布製の、袋に入ってから、ごろごろ転げまわった。布製の袋は貸し出されていた。布は、植物繊維で出来ていた。山田は感想を述べた。
「やはり回転するのか。」
姉「そうだ。この儀式の間は、回転の間と、通称言われている。」
山田「正式名称は？」
姉「緋糸の間だ。」
山田「へー。」ポイントはこうであった。この植物繊維の袋は、非常に大きくて、４人は、同時にその袋の中に入って、転げまわるのである。４人はそうした。さて、姉は言った。
「儀式の最後に、記念撮影を行う。」
山田「なる程。」さて、彼女は、スマホを、撮影台にセットした。そして、タイマーにした。４人は、長い椅子に座って、撮影を行った。まあ、ここには、椅子と、そして、適度に距離を置いたところに、カメラあるいは、スマホを乗せる台が置いてあった。さて、椅子は、金を入れると、入れた金に応じて、横に対し、長く伸びる様になっていた。金は、５００円だけ受け付けており、５００円につき、５０ｃｍ伸びる様になっていた。そして、金は最後に、ダイヤルを回す、全額返金される様になっていた。そして、最大で、１０ｍ伸びる様になっていた。元の長さは、２ｍであった。つまり、５００×２０＝１００００円必要であった。最大まで伸ばすのには。さて、姉は、携帯を手にして、写真を、他の３人に送信した。


さて、山田はある時、友達と一緒に歩いていた。友達は言った。「この間病院へ行ったんだ。」
山田「何か悪いところでもあったのかい。」
友達「ああ。耳が聞こえなくなったんだ。」
山田「今は聞こえるんだな。」
友達「そうだ。医者で治して貰ったからな。」
山田「なんていう病名なんだ？」
友達「ｘｘ性内耳炎。」
山田「へー。」
友達「あそこだ。」友達は立ち止まった。山田は言った。
「何が？」
友達「私が通った耳鼻科医。」
山田「そうか。私は特に、悪いところが無いからいいけど。」２人は、そのクリニックを、通り過ぎようとした。すると、表札が、赤く塗られていた。友達は言った。
「なんだ？ この赤塗りは。」
山田「儀式じゃないのか？」
友達「この儀式は、呪いの儀式だ。ここの医者は、誰かに呪われてしまったんだ。解呪してやらないと。」
山田「どうするんだ？」
友達「とりあえず、彼にこの事を知らせよう。」彼は、インターホンを押した。すると、医者が中から出てきた。友達は言った。「瀧本、大変だ。あなたの家に呪いがかけられてしまった。」
瀧本「どういう事だ？」
友達「見てくれ。」彼は、瀧本を家の外に連れ出した。瀧本は、朱塗りの看板を見た。瀧本は言った。
「これは酷いな。」
友達「私も解呪に協力してやる。」
瀧本「それは助かる。」さて、瀧本は、山田と友達を、家に入れた。それから３人は、解呪の儀式を行った。すると、不思議な事が起こり、看板から、赤い色は消え去った。３人は外に出て、看板から、赤い色が消え去った事を確認した。友達は言った。
「しかし山田、危機はまだ去っていない。毎週土曜日の、６時に、今と同じ儀式を行わなければならない。」
山田「私もか？」
友達「そうだ。そうしなければ、まもりは解けて、もう一度呪詛を行われてしまえる状態になってしまう。」
山田「面倒だな。」
瀧本「山田、頼む。」
山田「なんかくれたらいいよ。」さて、瀧本は、山田を鰻屋に連れて行った。そこで、８５０円のうな丼を、山田に奢った。山田は言った。「仕方ない、やってやろう。」そしたら、爆発音が外からした。３人は、会計を済ませたあと、人だかりが出来ていたので、そちらに向かった。そこには、男が立っていた。男は、山田たちに向かっていった。
「この男は、ｘｘ教に属している。この男と取引してはいけない。」
友達「そうだな。普段から私は、ここの店を利用していた。」
男「これからは私たちが禁止する。」
友達「私達？ どういう意味だ？」
男「私は、ｘ教を推進する、ｘ委員会に入っている。この委員会の所属メンバーは、全力で、ｘｘ教の抑制に務める。今は、この男を破産させる活動をしているのだ。お前らも協力しろ。」
山田「私は無宗教だ。」
男「なんだと？ すぐｘ教に改宗しろ。」
山田「私は信仰の自由を信じる事にしているんだ。」男は、山田を殴った。山田は、木まで飛んでいき、後頭部を木の幹にぶつけた。人びとはどよめいた。男は言った。
「無宗教など、ｘｘ教同様邪悪の極み！ そこに直れ無宗教者！」さて、女がいた。女は言った。
「邪魔だ。どけ男。」
男「お前こそ邪魔だ。一体何の用だ？」
女「私はお前らの、ｘ委員会に反対だ。そして、この店で買う事にする。」
男「なんだと貴様ァ！」彼は、女を睨んだ。女は、男の隙間通り抜けて、店に入っていった。男は、女の肩を掴んだ、しかし、女は、男の手首をひねって、男を地面に倒した。それから女は、店に入っていった。男は起き上がった。「女ァ・・・」彼も店に入っていった。さて、山田は立ち上がった。友達は言った。
「山田、怪我は無いか？」
山田「吹き飛ばすだけのパンチだ。大した事はないさ。」さて、そこに、兄が通りかかった。兄は山田と友達に言った。
「弟。何やっているんだ。早く来なさい。」
友達「しかし兄者よ。」さて、店の中で、激しい音がした。そして、モノが落ちる音がした。ガシャーンって。それから、女が出てきた。それから、女を追って、男も出てきた。男は言った。
「一度ならず二度までも・・・」
女「お前は弱い。出直して来い。」
男「違う！ 私は強い！ お前が強すぎるんだ！」さて、男のあとに続いて、店主が出てきた。友達は言った。
「店主・・・」
男「なんだ？ 知り合いなのか？」
友達「遠い親戚のようなものだ。」
男「なんだと？ ｘｘ教のヤツと遠い親戚とは。お前まさか、ｘｘ教なんじゃないだろうな。」
友達「そうだ。」男は、友達の顔を殴った。友達は、かなり遠くまで飛んでいって、壁に後頭部をぶつけた。それから、地面に尻もちをついた。山田は言った。
「友達っ。」さて、兄は、友達の方へ走っていった。男は山田に言った。
「我々は時期にお前らを駆除する。首を洗って待っているがいい。」
山田「お前・・・」山田は、男を睨もうとしたが、男は、山田の顔を殴った。山田はやはり飛んでいき、壁に後頭部をぶつけた。さて、友達の兄は、そんな山田を助け起こしてから言った。
「あるいは、ヤツらの支配から、逃れる手段は、無いのかも知れない。今は逃げさるのみだ。」
山田「あんなヤツ・・・狙撃して殺してやる・・・」
兄「そうだな。しかし、ｘ委員会は、強大な組織で、いくら殺しても、現れるかも知れない。私に勝つすべは無いかも知れない。山田、今これ以上やりあったら、お前は死んでしまうのでは無いのか？ 逃げるぞ。」
山田「畜生・・・」さて、３人は、その場から立ち去った。


さて、友達は言った。「今日は潜入捜査を行う。」
山田「どこに行くんだ？」
友達「ｘｘ委員会の会合があるんだ。」
山田「やばくないか？ 我々はもう、顔が知られている。」
友達「私の調査だと、我々はまだ、ブラックリストには載っていない。まだ顔を流通させられるまでにはなっていないはずだ。今の段階で、潜入調査しておく必要がある。この段階をすぎると、もう出来ないかも知れないからな。」
山田「それで？ そのヤバい会合は、いつあるんだ？」
友達「今日だ。ヤバい会合は、毎週水曜日に行われるんだ。行くぞ。」
山田「気が早い、」
友達「早くしないと、ブラックリストに入れられちまうからだよ。私は急いでいるんだ。お前も同じ事だ、行くぞ。」
山田「わかった。」さて、会合に参加した。会合の会長は言った。
「私にこないだ、共産党のヤツが、刃物で攻撃してきたんだが、私は、この首元のスカーフで、その攻撃を防御したんだ。」
会員「え？ そのスカーフは、素材は何ですか会長？」
会長「プロポリウレタンで出来ている。」なんだろう。この素材。「そういう事言っているんじゃない。私は敵の攻撃を退けたんだ。褒めろ。」
会員「おー！ 流石です会長！」拍手した。山田たちも拍手しておいた。
山田（なんだ。死ねばよかったのに。）と山田は思った。さて、それから、会長の命令で、人びとは、整列した。山田はもたついたので、銃で脇腹をこずかれた。山田は銃を見て驚いた。会員の数名は、ライフルを持っていた。山田は思った（やべーよ。こんなところにいたくない。）山田は臆病者だった。しかも、整列の仕方を知らなかった。さて、一人の人が山田に言った。
「お前新入りだな。」
山田「お望みとあらば、もっと美しく整列してみましょう。」
人「ちゃんとやれ。まあ新入りだから出来なくても仕方ないとおもうが。」
山田「案外優しいですね。」
人「すぐ慣れろ。」
山田「わかりました。」山田は、魔法を使った。この魔法は、写輪眼みたいに、異相手の行動が、先んじて見える。なので、他の人の行動のマネを、先んじてする事が出来る。山田の行動は、もたつく事はなくなった。友達は、家で行進の練習をしてきていた。なので、ほぼ完璧であった。山田は友達に耳打ちした。「なんでお前行進出来ているんだ？」
友達「家で練習したんだ。」
山田「素晴らしいな。」
友達「ギリギリだ。悪いが話しかけるな。」
山田「わかった。」


さて、友達は山田に自分から話しかけた。ところで、山田は視力が低かったが、メガネはかけてなかった。山田には、よく見えなかったが、友達には見えていた。友達は言った。「山田、アレを見ろ。」山田は見てみた。友達は言った。「お前にはなんて書いてあるか見えないだろう。私には見える。」
山田「なんて書いてあるんだ？」
友達「礎より実質を。蜜の流れる国に行きたければ戦え。」
山田「礎も大事だから、初等教育していると思うんだけどなぁ。」
友達「・・・」友達は黙った。無駄話しない方がいいからである。さて、書いてある言葉に挟まれた位置に、山本の絵画が置いてあった。会長は言った。
「人びとよ。山本様に対し敬礼するがいい。」彼は山本の像に対し敬礼した。会長は言った。「勝利を！ 山本様！」さて、彼は、振り返って、会員を見た。彼は言った。「勝利を！ 会員諸君！」さて、会員たちは、こう挨拶しなければならなかった。会員たちは言った「勝利を！ 会長！」山田たちも言った。会長は言った。「さて、座って宜しい。」人びとは椅子に座った。さて、会長は言った。
「私の上司がいる。その方に来て貰った。今日は上司から、大切な話がある。」
山田「・・・」（大切な話とはなんだろうか。）さて、上司が現れた。上司は教壇に立った。彼は言った。
「勝利を。山本閣下。そして、山本閣下は、ｘｘ教徒の危険性を、私に言う様に仰られた。そういう訳で説明する事にする。」
山田「・・・」
男「ｘｘ教徒は非常に危険な思想の持ち主だ。そして、血液をすする者だ。彼らは、血液の欲しさにかられ、殺人事件を起こしたり、電車での事故を起こしたりする。そして、バラバラに解体した死体を回収し、その血液を絞りとり、飲む性質を持っている。生き血をすする性質を持っている。この吸血衝動のゆえに、彼らの引き起こす殺人事件は、あとをたたない。故に、山本様は、彼らを危険視し、告知を命じられた。」
山田「・・・」
男「で、簡単に言い表すと、ｘｘ教徒は、我々の災いの元だ。復唱しなさい。」
山田「ｘｘ教徒は、我々の災いの元だ。」


さて、会合が終了した。山田は言った。「ところで、お前はｘｘ教徒だったよな。」
友達「そうだ。お前、本気でそう思っているのか？」
山田「何が？」
友達「ｘｘ教徒は、我々の災いの元だ。」
山田「さぁ。人によるんじゃないのか？」
友達「私は？」
山田「あまり考えない事にしている。」
友達「あのバカの発言を本気で信じているのか？」
山田「いや、信じている訳じゃない。」
友達「いっとくけど、生き血をすするって嘘だからな。」
山田「そうなのか？」
友達「そうだ。トマトジュース飲んでいるだけだ。トマトのエキスはトマトの生き血であって、人間の生き血ではない。」
山田「生き血には違いないじゃないか。」
友達「ではさ、生き血を求めて殺人を犯すなんてのは嘘だ。」
山田「でも、トマトを買う為に、強盗するかも知れないじゃないか。」
友達「そんなの、ｘｘ教徒じゃなくたって同じ事だろう？」
山田「しかし、トマトを飲む必要が無い場合、ただ食べたいから、強盗する事になる。つまり、生き血を飲む為ではない。」
友達「つまり我々は悪いと言いたいのか？」
山田「いや、トマトジュース飲むくらい許されていていいだろう。」
友達「つまり、トマトジュース飲んでもいいんだな？」
山田「いいぞ。」話は終わった。
友達「で、お前の災いだと思っているのか？」
山田「人によるだろう。」
友達「では、ｘ教徒は？」
山田「災いだろうな。」
友達「じゃあ、ｘ教徒の方が悪いじゃないか。」
山田「そのとおりだ。」話は終わった。


友達はある日、山田に言った。「キャッチボールしよう。」山田は答えた。
「金くれるならしてやる。」
友達「なんてヤツなんだ。」友達は、山田に１００円支払った。山田は言った。
「１０００円。私はキャッチボール苦手なんだ。」
友達「１０００円支払ってまで、キャッチボールしようとは思ってないぞ。」
山田「じゃあ何するの？」
友達「買い物。」